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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨し、݂ଌ定なͲ、
ब業্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใを
ཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●ϑΥʔΫϦϑτӡస࡞業のܧଓج४を記載
●݂状況の確認と状況に߹Θͤたର応を記
載

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

の調がඞཁな߹には、ඞཁな配ڥ業࡞●
慮߲ࣄを記載

時のର応にͭいて、ಉ྅にઆ明すࡏෆ্࢘●
る߹のର応を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

事例̏（ප）：྆       ཱ支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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企業・医療機関連携マニュアル（解説編）

本参考資料は、治療と仕事の両立支援のため、企業と医療機関が情報のやりとりを行う際の参考となるよう、ガ
イドライン掲載の様式例（ガイドライン「様式例集」）にԊって、各様式例の作成のポイントを示すものである。

実際に様式例を活用する場合には、ガイドラインP.6「５ 両立支援の進め方」に示す手続きや手ॱを十分に理解
の上、運用することが重要である。

なお、本項では、各様式例の名称を以下のように示す。

様式例の名称 ུ称 （参考）作成者

勤務情報を主治医に提供する際の様式例 勤務情報提供書
労働者
事業者

治療の状況や就業継続の可否等について主治
医の意見を求める際の様式例

主治医意見書
医師

医療機関
職場復帰の可否等について主治医の意見を求
める際の様式例

両立支援プラン�職場復帰支援プランの作成例
両立支援プラン�

職場復帰支援プラン
事業者

※いずれの様式も、労働者本人と十分に話し合い、作成することが望ましい。

＜構成＞

はじめに

１　両立支援に当たって知っておくべきこと

２　両立支援の流れに沿った各様式の作成

（１）勤務情報提供書の作成

（２）主治医意見書の作成

（３）両立支援プラン/職場復帰支援プランの作成

連携マニュアル（青）.indb   2 2021/03/09   10:14:03



3 企業・医療機関連携マニュアル2

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

はじめに

治療と仕事の両立支援を行うに当たっては、労働者本人の理解と同意の下、事業場や医療機関等の関係者が必要
に応じて連携することで、労働者本人の治療や業務の状況に応じた、より適切な支援の実施が可能となる。

ԁな連携のためには、まず事業者と医療機関が、お互いの支援におけるׂや考え方等を理解することが重要
である。

１　両立支援に当たって知っておくべきこと

（１）事業場及び労働者本人の状況に応じた対応
治療が必要な疾病を๊える労働者の中には、それまでと同じように働くことができる者も多い。そのため、

治療が必要な疾病を๊える労働者すべてに様式を用いた情報のやりとりが求められるものではなく、事業場及
び労働者本人の状況に応じた対応が重要である。

（２）労働者本人及び関係者の共通の理解の形成
様式を用いた情報のやりとりを行う場合、様式は、あくまで関係者間で情報を共有し、必要な就業上の措置

や配慮等を検討するための手段であり、様式の作成過程において労働者本人と関係者が十分に話合いを行うこ
とで、共通の理解をܗ成することが重要である。

なお、一連の情報のやりとりは、経過に応じて繰り返し行う場合がある点に留意が必要である。

（３）医療機関における治療と仕事の両立支援
事業場における両立支援は労働者からの申出を起点とするが、労働者に対する両立支援は、医療機関等にお

いて開始されることもある。
労働者の中には、病気の診断による精神的な動༳や不安から、早まって退職を選択する場合もあることから、

医療機関においては、診断後早期から、就業の継続に関する働きかけを行うことが重要である。

（４）労働契約に基づく労務の提供
労働者は事業者と労働契約を結んでおり、労働時間等の労働条件が定められている。詳細な労働時間や休憩、

休日・休暇、金等に関する項目は就業規則において定められている。労働者においては、これらの労働契約
のもと、一定の労務を提供することが求められており、事業者は、就業規則等とも照らし合わせながら、就業
継続の可否や就業上の措置、配慮の検討を行う。

労働契約法においては、「使用者は、労働契約に伴い、労働者がその生໋、身体等の安全を確保しつつ労働
することができるよう、必要な配慮をするものとする」とされている。
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（５）情報共有・連携に関する留意点
ア　事業場の関係者

●    主治医意見書については、労働者本人にその利用目的を説明し、同意を得た上で取得し、目的の範囲内で
利用しなければならない。

●    主治医の意見を求める際には、機ඍな健康情報を取り扱うこととなることから、産業医等がいる場合には
産業医等を通じて情報のやり取りを行うことが望ましい。

●    病状に関する情報は要配慮個人情報であるため、上司・同僚等との共有が必要なする場合は、両立支援を
行うという目的を明示して情報収集し、本人と協議の上で共有の範囲を検討するとともにし、どのような情
報を共有するのか本人の同意を得た上で共有することる必要がある。 

イ　医療機関の関係者
●    事業場における産業保健体制及び産業保健活動を踏まえて、支援や連携を行うことが求められる。

・産業医の選任ٛ務は事業場規模に応じて異なっており、常時50人以上の労働者を使用する事業場では
1人以上、1000人以上の事業場（一定の有害な業務がある事業場は500人以上）は専属産業医1人以上、
3000人以上の事業場では2人以上の産業医の選任がٛ務付けられている。

・実際には労働者が50人未満の事業場が大半であるため、産業医がいない場合は、事業場との連携の際、
事業者や人事労務担当者、産業保健スタッフが窓口となることもある。

●    治療と仕事の両立支援にあたる医師、看護師、医療ソーシャルワーカー等においては、治療と仕事の両立
に関する患者本人の悩みや職場におけるキーパーソンを引き出すコミュニケーションスキルが重要である。

（６）その他
●    治療と仕事の両立支援に関する診療報ुについては、「治療と仕事の両立支援ナビ」をごཡ下さい。
  IUUQT���DIJSZPVUPTIJHPUP.NIMX.HP.KQ�

連携マニュアル（青）.indb   4 2021/03/09   10:14:03



5 企業・医療機関連携マニュアル4

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

2　両立支援の流れに沿った各様式の作成
ガイドライン掲載の各様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）にԊって、各様式例の作成のポイントを示す。
様式例はあくまで参考として示すものであり、それぞれの事業場で運用する際には、本様式例を参考に必要な事

項を追加するなどにより、事業場の実態に合った様式を作成することが重要である。

（１）勤務情報提供書の作成　【労働者・事業者において作成】
ア　様式例

●    ガイドラインP.13「勤務情報を主治医に提供する際の様式例」参照

イ　作成の目的
●    勤務情報提供書は、主治医が労働者の業務に関する情報を踏まえた上で、就業継続の可否や就業上の措置、

治療に対する配慮について意見をड़べることができるよう、以下のような情報を主治医に提供するために作
成するものである。

・職務上、最低限必要となる作業や要件（公共交通機関で単独で安全に通勤できること等）
・どのような働き方をしているか（1日8時間勤務、立ち仕事、出張あり等）
・職場環境（休暇等が取りやすい環境かどうか等）

●    また、医療機関の関係者にとっては、勤務情報提供書を通じて労働者の業務の状況を把握することは、患
者の社会的എܠに応じた治療説明や意思決定の支援、治療上の配慮（通院日や通院の時間帯の調整等）の検討
を行う上で有用である。

ウ　作成方法
●    勤務情報提供書の作成に当たっては、あらかじめ労働者本人と十分話し合った上で、職務上、最低限必要

となる作業や要件、想定される就業上の措置や配慮事項について、具体的に記載することが望ましい。
●    その際、事業者としてどの程度まで配慮が可能かについても記載があると、主治医はより現実的な意見を

ड़べやすい。
●    また、事業者や労働者が、治療と仕事の両立に当たって特に悩んでいること、主治医に相談したいことに

ついて記載をすると、主治医から具体的な助言が得られやすい。
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の記載のϙΠンτ（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ɹɹࡍΔ͢ڙҩʹఏ࣏Λओگঢ়ۈ

ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント▲ ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント▲

● 休ՋがとりすいڥかͲうか確認し、治療্の配慮
（௨Ӄ௨Ӄの時間ଳの調）の検討に׆༻

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
業に͓ける୲者連絡ઌを記載する方法ࣄ
ある

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

ଶにͭܗԉを行う্で定される勤務ࢧཱ྆●
いてใを記載

業ෛՙなͲ、労働者がͲのような働き方を࡞業内容࡞●
しているかを確認

●ൟ期、ࣄの߹্Ͳうしてର応しなけれなΒ
ない業務、出ுの༗ແ、勤務時間がॊೈに調できるか、
休ܜがॊೈに取れるかにͭいて確認し、治療্の配慮
（௨Ӄ௨Ӄの時間ଳの調）の検討に׆༻

業者労働者がΜでいること、主治医に૬談したࣄ●
いことを確認し、主治医意見書でಛに意見すき内容
を検討

●ආけるき࡞業がある߹、֘࡞業を੍ݶすること
で、ब業ܧଓ・職復ؼにたͬてのཁ݅にরΒして
がないか確認し、主治医意見書の記載内容（ब業্
のાஔ配慮߲ࣄ）を労働者とし߹ͬて検討

बܧۀଓɾ৬෮ؼにたͬてのཁ݅
● 業・ཁ݅、定され࡞ඞཁとされるݶ࠷
るब業্のાஔ配慮߲ࣄ、具体的な働き方に
ͭいて記載した্で、ࣄ業者労働者がΜで
いること、主治医に૬談したいことを記載

●௨Ӄ௨Ӄの時間ଳなͲ、主治医に૬談し
たいことがあれ記載

●休Ջが取りすいڥか、Ͳのఔॊೈに休
Ջが取れるか（�୯Ґ、୯Ґ、時間୯Ґ）
にͭいて記載

●ਖ਼ࣾһかඇਖ਼نか、内勤か֎勤か、出ுの
༗ແ、ࣄのਐめ方にྔࡋがあるか、勤務時間
がॊೈに調できるか、業務にൟؓがあるか、
休ܜはॊೈに取れるかが分かるよう、具体的
に記載
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（２）主治医意見書の作成　【医師において作成】
ア　様式例

●    ガイドラインP.14「治療の状況や就業継続の可否等について主治医の意見を求める際の様式例」及びP.15
「職場復帰の可否等について主治医の意見を求める際の様式例」参照

イ　作成の目的
●    主治医意見書は、事業者が、労働者の就業継続・職場復帰の可否や、就業継続・職場復帰する場合の就業

上の措置や配慮事項について検討する際の参考資料として活用されるものであり、事業者にとって重要な
ׂを持つものである。

ウ　作成方法
●    主治医意見書の作成に当たっては、勤務情報提供書等をもとに、労働者の仕事の内容や、治療と仕事を両

立する上で事業者や労働者が悩んでいること、就業制限をした場合に生じうる問題について、労働者と話し
合うなどして確認することが重要である。

●    主治医は、特に、事業者や労働者からの相談のあった事項を中心に、労働者の体調の悪化の防止や治療継
続の観点を踏まえ、就業継続等の可否や望ましいと考えられる就業上の措置、治療に対する配慮について医
学的な立場から意見を記載する。

●    なお、就業継続等の可否に関する主治医の意見は、事業者が労働者の安全と健康の確保を図るための医学
的な見解を示すものであり、事業者が就業継続等の可否を判断する際の重要な判断材料の１つとなるもので
あるが、主治医の意見はあくまで参考情報として扱われるものであり、最終的な就業継続等の可否の判断や、
就業上の措置、配慮の実施は事業者が決定することとなる。

●    就業上の措置や配慮事項について意見を記載する際は、労働者の体調悪化の防止や治療継続の観点から必
ず対応が必要な事項を除いては、事業者におけるྔࡋを残すような記載が望ましい。

●    その他、以下の点に留意して意見を記載することが望ましい。
・事業者にとっては、専門的かつ詳細な医学情報よりも、疾病や治療に伴う副作用が業務にどのような影

響を及ぼすのか、いつまでその影響が続くのか、といった見通しに関する情報が重要である。
・がんの進行度などの、必ずしも両立支援のためには必要ではない情報は、かえって事業者の不安をあお

りかねないので留意が必要である。
・医療機関の受診スケジュールや入院・療養等が必要な期間などの情報は、事業者が時間的な配慮を行う

ためにも重要な情報となる。
・複数Պ受診している場合は、必要に応じて他Պの受診状況や治療状況も確認した上で、主治医意見書を

作成することが望ましい。
・主治医意見書の措置期間のཝは、事業者にとって、対応の見直しを行ったり、労働者や主治医に状況を

再度確認したりする時期の目安として参考となる。
●   治療の経過によって、必要な就業上の措置や配慮事項が変わる場合があることから、経過に応じて主治医

意見書の作成が繰り返し求められる場合がある。
●   繁忙期や、仕事の都合上どうしても対応しなければならない業務、出張等の有無、勤務時間がॊೈに調整

できるか、休憩がॊೈに取れるか等について労働者に確認した上で、治療上の配慮（通院日や通院の時間帯の
調整等）が可能である場合には、治療の予定に反өすることが望ましい。
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ҩのҙ見࣏ଓのՄ൱ʹ͍ͭͯओܧۀबگのঢ়ྍ࣏   ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載のϙΠンτ

●労働者のब業ܧଓのՄ൱ࣄ業に͓けるब

業্のાஔ配慮߲ࣄに関しては、主治医意

見書をとに、࢈業医の意見צ案しͭͭ、

労働者とे分し߹ͬた্で、ࣄ業者が࠷終

的に決定する

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

● 労働者の体調ѱԽのࢭ治療ܧଓの؍点かΒ、ࣄ業者に
よるब業ܧଓの検討のՄ൱にͭいて意見を記載（ब業ܧଓ
のՄ൱の࠷終的なஅは、労働者の҆શと݈߁確อの؍点
かΒあ͘までࣄ業者が行うのであり、ͦのஅのߟࢀと
するため、主治医の意見をٻめるのである）

●勤務ใఏڙ書を௨じてࣄ業者労働者かΒ૬談の
あͬた߲ࣄにରする意見を中৺に記載

●職務্、ඞཁとなる࡞業・ཁ݅にରして੍ݶがඞཁな
߹には、ͦのཧ༝と੍ݶがඞཁとなる期間にͭいてซ記
すると、ࣄ業者ܭը的にର応を検討しすい

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●職に͓いて治療のためにඞཁとߟえΒれる配慮にͭ
いて記載があると、労働者かΒの申出があͬたࡍにࣄ業
者に͓いてεϜʔζなର応がなされすい

●見௨しがཱͬているൣғのใを記載
●ෆ確定な予定に関しては、いͭ͝Ζ్がཱͭかにͭい
て記載があると、ࣄ業者にとͬてब業্のાஔ配慮を
見す時期の҆となる

●ෳՊ受の߹、ଞՊ受のසߟ慮して記載
●勤務ใఏڙ書の記載内容労働者の意見を踏まえ、
௨Ӄ௨Ӄの時間ଳに関して配慮できる߹には、
労働者とし߹ͬた্で治療の予定にө

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ब業্のાஔ
治療にରする配慮の内容がมΘる時期の҆
になる

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ඞͣし確定
していない߹ある点にཹ意

●௨Ӄ௨Ӄの時間ଳがͲのఔॊೈに調
できるのかを確認し、௨Ӄ時間確อのための
配慮を検討

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●主治医意見書のાஔ期間は、ब業্のાஔ
配慮߲ࣄの見し、࣍の主治医の意見の取ಘ
のタイミングの҆になる
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ҩのҙ見࣏ଓのՄ൱ʹ͍ͭͯओܧۀबگのঢ়ྍ࣏   ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載のϙΠンτ

●労働者のब業ܧଓのՄ൱ࣄ業に͓けるब

業্のાஔ配慮߲ࣄに関しては、主治医意

見書をとに、࢈業医の意見צ案しͭͭ、

労働者とे分し߹ͬた্で、ࣄ業者が࠷終

的に決定する

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

● 労働者の体調ѱԽのࢭ治療ܧଓの؍点かΒ、ࣄ業者に
よるब業ܧଓの検討のՄ൱にͭいて意見を記載（ब業ܧଓ
のՄ൱の࠷終的なஅは、労働者の҆શと݈߁確อの؍点
かΒあ͘までࣄ業者が行うのであり、ͦのஅのߟࢀと
するため、主治医の意見をٻめるのである）

●勤務ใఏڙ書を௨じてࣄ業者労働者かΒ૬談の
あͬた߲ࣄにରする意見を中৺に記載

●職務্、ඞཁとなる࡞業・ཁ݅にରして੍ݶがඞཁな
߹には、ͦのཧ༝と੍ݶがඞཁとなる期間にͭいてซ記
すると、ࣄ業者ܭը的にର応を検討しすい

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●職に͓いて治療のためにඞཁとߟえΒれる配慮にͭ
いて記載があると、労働者かΒの申出があͬたࡍにࣄ業
者に͓いてεϜʔζなର応がなされすい

●見௨しがཱͬているൣғのใを記載
●ෆ確定な予定に関しては、いͭ͝Ζ్がཱͭかにͭい
て記載があると、ࣄ業者にとͬてब業্のાஔ配慮を
見す時期の҆となる

●ෳՊ受の߹、ଞՊ受のසߟ慮して記載
●勤務ใఏڙ書の記載内容労働者の意見を踏まえ、
௨Ӄ௨Ӄの時間ଳに関して配慮できる߹には、
労働者とし߹ͬた্で治療の予定にө

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ब業্のાஔ
治療にରする配慮の内容がมΘる時期の҆
になる

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ඞͣし確定
していない߹ある点にཹ意

●௨Ӄ௨Ӄの時間ଳがͲのఔॊೈに調
できるのかを確認し、௨Ӄ時間確อのための
配慮を検討

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●主治医意見書のાஔ期間は、ब業্のાஔ
配慮߲ࣄの見し、࣍の主治医の意見の取ಘ
のタイミングの҆になる
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復職のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔ の記載のϙΠンτ（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍ  

●労働者の職復ؼのՄ൱ࣄ業に͓ける

ब業্のાஔ配慮߲ࣄに関しては、主治

医意見書をとに、࢈業医の意見צ案

しͭͭ、労働者とे分し߹ͬた্で、ࣄ

業者が࠷終的に決定する

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

● 主治医意見書のાஔ期間は、ब業্のાஔ
配慮߲ࣄの見し、࣍の主治医の意見の取ಘ
のタイミングの҆になる

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者の体調ѱԽのࢭ治療ܧଓの؍点かΒ、ࣄ業者
による職復ؼ検討のՄ൱にͭいて意見を記載
��（職復ؼのՄ൱の࠷終的なஅは҆શと݈߁確อの؍点
かΒあ͘までࣄ業者が行うのであり、ͦのஅのߟࢀ
とするため、主治医の意見をٻめるのである）

●見௨しがཱͬているൣғのใを記載
●ෆ確定な予定に関しては、いͭ͝Ζ్がཱͭかにͭい
て記載があると、ࣄ業者にとͬてब業্のાஔ配慮を
見す時期の҆となる

●ෳՊ受の߹、ଞՊ受のසߟ慮して記載
●勤務ใఏڙ書の記載内容労働者の意見を踏まえ、
௨Ӄ௨Ӄの時間ଳに関して配慮できる߹には、
労働者とし߹ͬた্で治療の予定にө

●勤務ใఏڙ書を௨じてࣄ業者労働者かΒ૬談のあͬ
た߲ࣄにରする意見を中৺に記載

●職務্、ඞཁとなる࡞業・ཁ݅にରして੍ݶがඞཁな߹
には、ͦのཧ༝と੍ݶがඞཁとなる期間にͭいてซ記する
と、ࣄ業者ܭը的にର応を検討しすい

●職に͓いて治療のためにඞཁとߟえΒれる配慮にͭい
て記載があると、労働者かΒの申出があͬたࡍにࣄ業者に
͓いてεϜʔζなର応がなされすい

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ब業্のાஔ
治療にରする配慮の内容がมΘる時期の҆
になる

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ඞͣし確定
していない߹ある点にཹ意

●௨Ӄ௨Ӄの時間ଳがͲのఔॊೈに調
できるのかを確認し、௨Ӄ時間確อのための
配慮を検討
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復職のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔ の記載のϙΠンτ（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍ  

●労働者の職復ؼのՄ൱ࣄ業に͓ける

ब業্のાஔ配慮߲ࣄに関しては、主治

医意見書をとに、࢈業医の意見צ案

しͭͭ、労働者とे分し߹ͬた্で、ࣄ

業者が࠷終的に決定する

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

● 主治医意見書のાஔ期間は、ब業্のાஔ
配慮߲ࣄの見し、࣍の主治医の意見の取ಘ
のタイミングの҆になる

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者の体調ѱԽのࢭ治療ܧଓの؍点かΒ、ࣄ業者
による職復ؼ検討のՄ൱にͭいて意見を記載
��（職復ؼのՄ൱の࠷終的なஅは҆શと݈߁確อの؍点
かΒあ͘までࣄ業者が行うのであり、ͦのஅのߟࢀ
とするため、主治医の意見をٻめるのである）

●見௨しがཱͬているൣғのใを記載
●ෆ確定な予定に関しては、いͭ͝Ζ్がཱͭかにͭい
て記載があると、ࣄ業者にとͬてब業্のાஔ配慮を
見す時期の҆となる

●ෳՊ受の߹、ଞՊ受のසߟ慮して記載
●勤務ใఏڙ書の記載内容労働者の意見を踏まえ、
௨Ӄ௨Ӄの時間ଳに関して配慮できる߹には、
労働者とし߹ͬた্で治療の予定にө

●勤務ใఏڙ書を௨じてࣄ業者労働者かΒ૬談のあͬ
た߲ࣄにରする意見を中৺に記載

●職務্、ඞཁとなる࡞業・ཁ݅にରして੍ݶがඞཁな߹
には、ͦのཧ༝と੍ݶがඞཁとなる期間にͭいてซ記する
と、ࣄ業者ܭը的にର応を検討しすい

●職に͓いて治療のためにඞཁとߟえΒれる配慮にͭい
て記載があると、労働者かΒの申出があͬたࡍにࣄ業者に
͓いてεϜʔζなର応がなされすい

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ब業্のાஔ
治療にରする配慮の内容がมΘる時期の҆
になる

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルは、ඞͣし確定
していない߹ある点にཹ意

●௨Ӄ௨Ӄの時間ଳがͲのఔॊೈに調
できるのかを確認し、௨Ӄ時間確อのための
配慮を検討

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

連携マニュアル（青）.indb   13 2021/03/09   10:14:05



1514企業・医療機関連携マニュアル

（３）両立支援プラン／職場復帰支援プランの作成　【事業者において作成】
ア　様式例

●    ガイドラインP.16「両立支援プランʗ職場復帰支援プランの作成例」参照

イ　作成の目的
●    事業者は、労働者が治療を継続しながら就業を継続することが可能である1と判断した場合、業務によって

疾病が増悪することのないよう、就業上の措置や治療に対する配慮の内容及び実施時期などについて決定し、
実施する必要がある。この際必要に応じて、両立支援プラン�職場復帰支援プランを作成することが望ましい。

●    両立支援プラン�職場復帰支援プランの作成過程を通じて、労働者本人や産業医、人事労務担当者、上司
等との十分な話合いを行い、その内容を共有し、必要な就業上の措置や治療に対する配慮が実施されるよう、
環境を整えることが重要である。

ウ　作成方法
●    事業者は、主治医意見書の内容をもとに、産業医等の意見を勘案しつつ、労働者と十分話し合った上で両

立支援プラン�職場復帰支援プランを作成する。
●    両立支援プラン�職場復帰支援プランの作成に当たっては、労働者との十分な話合いを通じて本人の了解が

得られるよう努めることが必要である。作成した両立支援プラン�職場復帰支援プランには署名ཝを設け、労
働者本人、事業者及び関係者（産業医、人事労務担当者、上司等）による話合いの上作成されたものであるこ
とが分かるようにすることが望ましい。

●    両立支援プラン�職場復帰支援プランが対とする期間は、1週間から数か月、半年等、様々であることが
想定されるため、労働者の状況等に応じて個別に適切な期間を設定する。期間を検討する際は、主治医意見
書の措置期間が一つの目安となる。

●    両立支援プラン�職場復帰支援プランは、労働者の状況等に応じて適時見直すことが重要である。そのため、
見直しの時期についても記載することが望ましい。見直しを行った場合には、その経緯や経過が分かるよう、
記録することも重要である。

●    職場において、プランに定めた就業上の措置や治療に対する配慮が適切に実施されるよう、労働者本人の
同意を得た上で、プランの内容のうち必要な情報に限定して同僚や上司等に可能な限り情報を開示し、理解
を得ることが望ましい。

1 具体的には、労働者の申出や主治医や産業医の意見を参考に、配慮事項を踏まえながら事業者の要求する最低限の作業や要件を達成できると判断した場合を指す。
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ཱ྆支援プランʗ職場復帰   支援プランの記載のϙΠンτ

▲事業者が作成する際のポイント

●治療のܦաに応じて、ඞཁなब業্のાஔ
配慮߲ࣄがมΘることかΒ、ద時ϓϥンの見
しがඞཁ

●主治医意見書をߟࢀにしながΒ、ϓϥンの見
しの時期方法にͭいて記載

●ब業্のાஔ配慮の実施にたり、্࢘
ಉ྅ใを։ࣔする߹には、ڞ༗する
ใのൣғର者にͭいて記載すること
定される

ԉϓϥンࢧしたཱ྆࡞● � 職復ࢧؼԉϓϥ
ンには署名ཝをઃけ、労働者ຊਓ、ࣄ業者ٴͼ
関係者（࢈業医、ਓࣄ労務୲者、্࢘）に
よる߹いの্࡞されたのであることが分
かるようにすることがましい

●主治医意見書の内容をとに、࢈業医の意
見をצ案にしながΒ、労働者ຊਓとे分にし
߹い、ब業্のાஔ配慮߲ࣄ、実施時期にͭ
いて検討し、記載

●実施期間は、�ि間かΒか݄、、༷ʑ
であることが定されるため、労働者の状況
に応じてݸผにదな期間をઃ定

●主治医意見書をとに、ब業্のાஔ配
慮߲ࣄに関連するใにݶ定して記載

●職復ࢧؼԉϓϥンの߹には、職復ؼ
明記
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事例一覧
疾
患 事例表題

年代
性

治療の状況 企業の状況
掲載

ϖージ病名 治療状況
企業
規模

職種等
産業医

等

が
ん

1

大腸がんと診断され、人工肛
門の管理を行いながら、通院
による治療と仕事の両立を目
指す事例

50歳代
男性

大腸がん
手術

薬物療法
中小
企業

正社員
（情報サービス

業 営業職）

嘱託
産業医

・
保健師

21

2

乳がんと診断され、通院によ
る治療と仕事の両立を目指す
も、疲労感が強く、いったん
治療に専念することとした事
例

40歳代
女性

乳がん
手術

放射線治療
中小
企業

パート
タイマー
（百貨店 

店頭販売員）

嘱託
産業医

30

3

胃がんと診断され、一時的な
短時間勤務や作業転換を行い
ながら、通院による治療と仕
事の両立を目指す事例

40歳代
男性

胃がん
手術

薬物療法
中小
企業

正社員
（食品製造業 
生産工程職）

なし 40

4
肺がんと診断され、業務体制
を調整しながら通院による治
療と仕事の両立を目指す事例

40歳代
男性

肺がん
放射線治療
薬物療法

大企業
正社員

（建設会社 
事務職）

専属
産業医

48

脳
卒
中

1
脳梗塞による入院後、通院に
よる治療と仕事の両立を目指
す事例

40歳代
男性

脳梗塞 薬物療法
中小
企業

正社員
（建設会社 

技能職）
なし 57

2
脳出血発症後、感覚障害を認
め、作業転換を行いながら治
療と仕事の両立を目指す事例

50歳代
女性

脳出血 薬物療法
中小
企業

正社員
（家電部品

製造業
 生産工程職）

嘱託
産業医

66

3

くも膜下出血による入退院後
に職場復帰し、その後記憶障
害を認め、業務内容を調整し
ながら治療と仕事の両立を目
指す事例

40歳代
男性

くも膜下
出血

手術
薬物療法

大企業
正社員

（電子部品
製造業 事務職）

専属
産業医

74

4
脳卒中後、高次脳機能障害を
認め、治療と仕事の両立に向
けた検討を行った事例

40歳代
男性

脳出血 薬物療法
中小
企業

正社員
（鉄鋼業 

生産工程職）

嘱託
産業医

82

肝
疾
患

1

B型肝炎でインターフェロン
治療の開始に伴い、一時的に
業務内容の調整を行いなが
ら、通院による治療と仕事の
両立を目指す事例

30歳代
男性

B型肝炎 薬物療法
中小
企業

正社員
（商社 営業職）

嘱託
産業医

91

2

C型肝炎の治療終了後、経過
観察中に肝がんが見つかり、
シフトの調整等を行いなが
ら、入院と通院による治療と
仕事の両立を目指す事例

60歳代
男性

C型肝炎
肝がん

ラジオ波
焼灼療法
薬物療法

中小
企業

契約社員
（警備会社 

交通誘導
警備員）

なし 100
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疾
患 事例表題

年代
性

治療の状況 企業の状況
掲載

ϖージ病名 治療状況
企業
規模

職種等
産業医

等

肝
疾
患

3

肝硬変の治療中、合ซ症を発
症したため、業務内容の変更
などを行いながら、通院によ
る治療と仕事の両立を目指す
事例

50歳代
男性

肝硬変 薬物療法 大企業
正社員

（製造業 
生産工程職）

専属
産業医

・
保健師

108

難
病

1

全 身 性 Τ リ テ マ ト ー デ ス
（S-&）の診断後、体調面にも
配慮しながら、通院による治
療と仕事の両立を目指す事例

30歳代
女性

全身性
Τリテマ
トーデス

薬物療法
中小
企業

正社員
（ҹ業 
事務職）

なし 117

2

௵瘍性大腸炎（6C）の再೩に
よる入院後、一時的な配置転
換を行いながら、治療と仕事
の両立を目指す事例

30歳代
男性

௵瘍性
大腸炎

薬物療法
中小
企業

正社員
（出൛社 記者）

嘱託
産業医

126

3

H5-V�1関 連   症（HAM）
の診断後、症状の進行に備えて、
長期的に治療と仕事の両立に
関する方針を検討する事例

40歳代
男性

H5-V�1
関連
症（HAM）

薬物療法
中小
企業

正社員
 告会社）

営業職）

専属
産業医

142

心
疾
患

１

による（心症ڱ）血性心疾患ڏ
バイパス手術を経て職場復帰
をし、治療と仕事の両立を目
指す事例

50歳代
男性

血性ڏ
心疾患

（心症ڱ）

手術
薬物療法

中小
企業

正社員
 立高校ࢲ）

教་）
なし 151

２
心不全に対する心臓リハビリ
テーションを行いながら、治
療と仕事の両立を目指す事例

30歳代
女性

心不全

薬物療法
心臓

リハビリ
テーション

中小
企業

正社員
（スーパー 

店員）

嘱託
産業医

160

３

不整຺のため২込み型除細
動器（*CD）の২込み手術を行
い、治療と仕事の両立を目指
す事例

40歳代
男性

不整຺
手術

薬物療法
大企業

正社員
（製造業 

Τンジニア）

専属
産業医

168

糖
尿
病

1

糖尿病教育入院を行う初期の
２型糖尿病で、退院後、通院
による治療と仕事の両立を目
指す事例

40歳代
男性

2型糖尿病
薬物療法

（経口薬）
中小
企業

正社員
（建設会社 

作業員）
なし 177

2

部署異動がきっかけで経口薬
治療を中断していた２型糖尿
病で、治療を再開し仕事の両
立を目指す事例

50歳代
男性

2型糖尿病
薬物療法

（経口薬）
中小
企業

正社員
（運送会社 

営業職）

嘱託
産業医

・
保健師

186

3

インスリン治療中の１型糖尿
病で、交ସ制勤務を継続しな
がら、治療と仕事の両立を目
指す事例

40歳代
男性

１型糖尿病
薬物療法

（インスリン）
大企業

正社員
（製造業 

生産工程職）

専属
産業医

194
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＜構成＞

事例１　大腸がんと診断され、人工肛門の管理を行いながら、通院による治療

と仕事の両立を目指す事例

事例２　乳がんと診断され、通院による治療と仕事の両立を目指すも、疲労感

が強く、いったん治療に専念することとした事例

事例３　胃がんと診断され、一時的な短時間勤務や作業転換を行いながら、通

院による治療と仕事の両立を目指す事例

事例４　肺がんと診断され、業務体制を調整しながら通院による治療と仕事

の両立を目指す事例

企業・医療機関連携マニュアル（事例編：がん）

本参考資料は、具体的な事例を通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）の記載例を
示すものである。

掲載の事例はあくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置等は個別の労働者の状況によって異なる点
に留意する必要がある。
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事例 1　大腸がんと診断され、人工肛門の管理を行いながら、通院による治療と仕
事の両立を目指す事例

Ａさん
治療の状況 企業の状況

がん種 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

５0歳代
男性

大腸がん
手術

薬物療法
中小企業 正社員

（情報サービス業、営業職）

嘱託産業医
・保健師

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、情報サービス業の中小企業において営業課長（正社員）として勤務する50代男性である。
週５日勤務であり、1日当たりの所定労働時間は8時30分～ 17時30分（休憩１時間）の８時間であるが、ほ

ぼ毎日時間外労働がある。管理職として部下20名程のマネジメントを行うほか、自身も営業で客先に出向く
ことが多く、遠隔地（国内・国外）への出張も日常的にある。

会社には産業医が１名選任されており、産業医は月１回、会社に来訪する。その他、会社には常勤保健師が
１名おり、日常的な健康相談に対応している。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Aさんががん検診を受けたところ、大腸がんが見つかった。手術が必要であったため、Aさんは職場の上司

に相談し、しばらく休職して手術を受け、無事退院した。手術では肛門に近い大腸の一部（直腸）を切除したこ
とから、人工肛門を造設した。退院後は、病院に定期的に通院しながら約半年間、飲み薬での薬物療法（抗が
ん剤治療）を行うこととなっていた。

薬物療法開始から約4か月が経過した頃、主治医からAさんに対し、体調も落ち着き、人工肛門の管理にも
慣れてきたことから、そろそろ復職しても大丈夫だろうとの声かけがあった。Aさん自身もできれば早く仕事
に戻りたいと考えていたため、上司に復職について相談することにした。

相談を受けた上司は、復職後すぐに営業を含めた元の業務ができるのかどうか分からなかったため、産業医
も交えて復職後の働き方について検討することとした。

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Aさん、人事、上司、産業医とで復職後の働き方について話し合った結果、Aさん自身の希望もあり、元の
営業職での復帰を長期的な目標にしつつ、復職後しばらくは治療の内容や体調を考慮し、外勤や出張、残業は
避け、デスクワーク中心の業務とすることとした。また、利用可能な休暇制度・勤務制度についても確認した。

日常的な体調や健康管理に関する注意点や、業務調整を行うために必要な今後の見通し（当面の通院スケ
ジュール、営業職として元の業務内容が可能となるおおよその時期など）に関しては主治医に確認する必要が
あったため、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Aさんに通勤や仕事の内容、復職に向けて悩ん

でいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
薬物療法に伴う副作用や、人工肛門の管理に伴い配慮が望ましい事項について、その理由や配慮が必要な時

期の目安とともに明記した。元の業務内容への復帰について質問があったため、治療スケジュールを勘案して
現時点の主治医としての見解を記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Aさん、人事、上司、産業医とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し時差

出勤を適用することとした。また、最初の１～２か月は、身体的負荷の軽減のため、時差出勤・短時間勤務と
した。元の業務内容への復帰は薬物療法が終了し、体調が落ち着いてから再度検討することとし、プランを作
成した。

プランは経過に応じて見直しが必要になることから、産業医の来社日に合わせて月1回面談し、就労状況に
ついて確認することとした。また、人工肛門の管理など、日常的な相談に対しては保健師が対応することとした。

（３）その他留意事項
大腸がんの手術後は、人工肛門の造設の有無に関わらず、下痢等の消化器症状が長く残る場合があり、職場

環境や業務内容の調整が必要となることがある点に留意が必要である。
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▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例 �（がん）：ۈঢ়گΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ    Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

● 体調ෆྑ時にはࡏ勤務の׆༻ࢹにೖれ
ているため、νΣοΫ

●いͣれはݩの業務内容に復ؼすることを念಄
に、具体的にࣄの内容を記載

がՄな時期を主治医ؼの業務内容の復ݩ●
にਘͶるにあたͬて、ࣄのෛՙが分かるよう、
֎勤出ுがあること、休ܜが取りͮΒいこと
なͲにͭいてใを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄには༗څ休Ջのར༻でର応する予定であ
り、ܭը的に取ಘՄであることを確認し、記載

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労
働者がΜでいること、主治医に૬談したいこ
と、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

● 業務調のために、治療の今後の見௨しにͭ
いて࣭

●௨Ӄεέδϡʔルをצ案して、௨Ӄは༗څ休Ջでର応Մ
であることを労働者と確認

●௨Ӄにはかなりの時間をཁするため、主治医意見書でࣄ
業者のใఏڙがඞཁとஅ

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか
確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
● ֎勤出ு業務の復ؼ時期に関しては、ʮ職務内容ʯ
の内容かΒ、ༀ療法中はしいとஅɻ復ؼ時期とし
てはༀ療法終了後、さΒに෭࡞༻の৺配がな͘なͬて
かΒがଥではないかと予

●ॺ໊࿙Ε͕ͳ͍͔確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認
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▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例 �（がん）：ۈঢ়گΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ    Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

● 体調ෆྑ時にはࡏ勤務の׆༻ࢹにೖれ
ているため、νΣοΫ

●いͣれはݩの業務内容に復ؼすることを念಄
に、具体的にࣄの内容を記載

がՄな時期を主治医ؼの業務内容の復ݩ●
にਘͶるにあたͬて、ࣄのෛՙが分かるよう、
֎勤出ுがあること、休ܜが取りͮΒいこと
なͲにͭいてใを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄには༗څ休Ջのར༻でର応する予定であ
り、ܭը的に取ಘՄであることを確認し、記載

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労
働者がΜでいること、主治医に૬談したいこ
と、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

● 業務調のために、治療の今後の見௨しにͭ
いて࣭

●௨Ӄεέδϡʔルをצ案して、௨Ӄは༗څ休Ջでର応Մ
であることを労働者と確認

●௨Ӄにはかなりの時間をཁするため、主治医意見書でࣄ
業者のใఏڙがඞཁとஅ

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか
確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
● ֎勤出ு業務の復ؼ時期に関しては、ʮ職務内容ʯ
の内容かΒ、ༀ療法中はしいとஅɻ復ؼ時期とし
てはༀ療法終了後、さΒに෭࡞༻の৺配がな͘なͬて
かΒがଥではないかと予

●ॺ໊࿙Ε͕ͳ͍͔確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認
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事例 �（がん）：職場復帰Մ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●現ࡏ定しているσεΫϫʔΫでの復職にͭ
いて、がない旨確認�

●̎ʙ̏か݄後にはݩの業務内容復ؼするこ
とをඪとして、ϓϥン࡞を検討

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●ʮ業務の内容にͭいて職で配慮した΄うがよ
いことʯのうͪ̎）と̏）はର応ඞਢであり、̍ ）
と̐）はର応方法にͭいて労働者職との調
によりର応する内容であるとஅ

●ʮͦのଞ配慮߲ࣄʯの記載かΒ、௨Ӄは � 
୯Ґでの༗څ休Ջによりର応することを定ɻ
ଟ的τイϨ（Φετϝイτର応）にͭいては
ࣾ内にطにあり、༻できることを確認

●݄̕Ҏ߱にͭいてはվめて労働者に状況を確
認し、ඞཁに応じて主治医意見書をٻめること
を念಄にϓϥン࡞を検討

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●主治医意見書のાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治
医に意見をٻめるき時期の҆になる

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

、の్にͭいて࣭があͬたためؼの業務内容の復ݩ●
治療予定踏まえ、現時点の見ղを記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

ཧのためඞཁな߁業者かΒ࣭のあͬた、体調݈ࣄ●
配慮ཹ意点にͭいて、具体的に記載

●出ுがあるとのことかΒ、̐）に͓いて、֎勤・出ுが
Մな時期の҆を記載
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事例 �（がん）：職場復帰Մ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●現ࡏ定しているσεΫϫʔΫでの復職にͭ
いて、がない旨確認�

●̎ʙ̏か݄後にはݩの業務内容復ؼするこ
とをඪとして、ϓϥン࡞を検討

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●ʮ業務の内容にͭいて職で配慮した΄うがよ
いことʯのうͪ̎）と̏）はର応ඞਢであり、̍ ）
と̐）はର応方法にͭいて労働者職との調
によりର応する内容であるとஅ

●ʮͦのଞ配慮߲ࣄʯの記載かΒ、௨Ӄは � 
୯Ґでの༗څ休Ջによりର応することを定ɻ
ଟ的τイϨ（Φετϝイτର応）にͭいては
ࣾ内にطにあり、༻できることを確認

●݄̕Ҏ߱にͭいてはվめて労働者に状況を確
認し、ඞཁに応じて主治医意見書をٻめること
を念಄にϓϥン࡞を検討

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●主治医意見書のાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治
医に意見をٻめるき時期の҆になる

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

、の్にͭいて࣭があͬたためؼの業務内容の復ݩ●
治療予定踏まえ、現時点の見ղを記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

ཧのためඞཁな߁業者かΒ࣭のあͬた、体調݈ࣄ●
配慮ཹ意点にͭいて、具体的に記載

●出ுがあるとのことかΒ、̐）に͓いて、֎勤・出ுが
Մな時期の҆を記載
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事例 �（がん）：職場復    帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医の意見にैい、ༀ療法中は௨勤ϥο
γϡをආけるため時ࠩ出勤とし、̍ʙ̎か݄は
体的ෛՙܰݮのために短時間勤務ద༻

●̏か݄にはༀ療法が終ΘることかΒ、体
調を確認しͭͭݩの業務内容の復ؼにͭいて
検討する旨、ܭը

●ͦの後は定期的に࢈業医面談によりがな
いかͲうか確認する予定を記載

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●労働者ຊਓとの߹いの݁Ռ、ݸਓใの։
ࣔに関しては労働者ຊਓのஅにҕͶることと
したため、ͦの旨記載

●主治医の意見をצ案し、ਓᡗのཧ෭
のର応にͭいて記載༺࡞

●ಛ定の関༩がある߹は、ͦのׂにͭいて
記載

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓ
との߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞


●主治医意見書を踏まえ、ݩの業務内容の復
、はༀ療法が終了して体調がམͪணいた後ؼ
関係者で協議し検討する
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事例 �（がん）：職場復    帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医の意見にैい、ༀ療法中は௨勤ϥο
γϡをආけるため時ࠩ出勤とし、̍ʙ̎か݄は
体的ෛՙܰݮのために短時間勤務ద༻

●̏か݄にはༀ療法が終ΘることかΒ、体
調を確認しͭͭݩの業務内容の復ؼにͭいて
検討する旨、ܭը

●ͦの後は定期的に࢈業医面談によりがな
いかͲうか確認する予定を記載

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●労働者ຊਓとの߹いの݁Ռ、ݸਓใの։
ࣔに関しては労働者ຊਓのஅにҕͶることと
したため、ͦの旨記載

●主治医の意見をצ案し、ਓᡗのཧ෭
のର応にͭいて記載༺࡞

●ಛ定の関༩がある߹は、ͦのׂにͭいて
記載

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓ
との߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞


●主治医意見書を踏まえ、ݩの業務内容の復
、はༀ療法が終了して体調がམͪணいた後ؼ
関係者で協議し検討する
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事例２　乳がんと診断され、通院による治療と仕事の両立を目指すも、疲労感が強く、
いったん治療に専念することとした事例

Ｂさん
治療の状況 企業の状況

がん種 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４0歳代
女性

乳がん
手術

放射線治療
中小企業 パートタイマー

（百貨店、店頭販売員）
嘱託産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Bさんは、百貨店で店頭販売員（パートタイマー）として勤務する40代女性である。
週5日勤務（土曜日・水曜日が休日）であり、1日当たりの所定労働時間は10時～ 18時（休憩1時間）の7時間

である。セールなどの繁忙期は時間外労働が多く、休みがとりづらい。Bさんは経験年数が長く、人の出入り
が多い職場で頼りにされる存在となっている。

本社に嘱託産業医が1名おり、月1回会社に来訪し、従業員の面談等を行っている。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Bさんが乳がん検診を受けたところ、がんが見つかった。治療については、入院して手術を行い、その後放

射線治療、ホルモン療法をすることを主治医より提案された。手術のための入院期間は数日の予定であったた
め、Bさんは職場の上司に相談し、入院とその後の自宅療養期間については有給休暇を利用することとし、手
術を受けることにした。手術は無事終わり、予定どおり退院できた。

その後の自宅療養期間中に、経過観察のため病院を受診したところ、主治医から、今後は放射線治療を行う
こととするので、平日毎日の通院が必要であること、またこの治療は仕事をしながら行う人もいるとの話があっ
た。早く仕事に戻りたいと考えていたBさんは上司に相談することとした。

相談を受けた上司としても、これから繁忙期を迎える時期であり、短時間でも仕事に戻ってきてほしいと考
えていたところであったため、さらに産業医も交え、治療を受けながらどのように働くか、検討することとした。

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

手術後の自宅療養中に、Bさんと人事、上司、産業医とで今後の働き方について話し合った結果、これから
は繁忙期のため休憩がとりづらいこと、毎日通院が必要であることを踏まえ、放射線治療中は短時間勤務で働
くプランを検討することとした。

話し合った案で問題がないかどうかについて、当面の治療スケジュールや治療による仕事への影響、体調管
理のための注意点を主治医に確認する必要があると考えられたため、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を
求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Bさんに通勤や仕事の内容、復職に向けて悩ん

でいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
放射線治療は平日毎日の通院が必要となることから、通院への配慮が得られるよう、所要時間も明記した。

立ち仕事で身体的負荷がかかることから、休憩等の配慮が望ましい旨を記載した。また、放射線治療後はホル
モン療法を実施する予定であるが、副作用の症状や強さは個人差があり、現段階では望ましい配慮について意
見ができないため、状況に応じた対応を求める内容とした。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】

○初回のプラン作成
主治医意見書を踏まえ、再度Bさんと人事、上司、産業医とで話し合った結果、当初の予定どおり、放射線

治療中は午後のみの短時間勤務とし、職場では体調不良時の休憩場所を確保することとした。その後、ホルモ
ン療法が予定されているが、体調を見ながら徐々に通常勤務に戻すことを計画した。産業医とは月1回の来社
日に合わせて面談し、問題があればプランを見直すこととした。

○プランの見直し
放射線治療開始から2週間ほど経ったころ、Bさんから上司に対し、予想以上に倦怠感が強く、通勤が辛くなっ

たため、しばらく休みたいとの申出があった。上司、人事、産業医で相談を行い、プランを見直すこととした。
具体的には申出のとおりしばらく休業することとし、Bさんがいない間は人員を補てんすることとし、放射線
治療終了後は店頭販売職として短時間勤務で復職することについて検討した。プランの見直しの検討にあたっ
て、業務調整のため、治療スケジュールに変更はないか、主治医に確認する必要があったため、Bさんは病院
を受診した際に主治医に尋ねることとした。

主治医からは、倦怠感はよくある症状であること、場合によっては放射線治療を1週間追加すること、放射
線治療終了後に予定されているホルモン療法は通院頻度が少なくなる（3か月に1回）ので、体調次第で短時間
勤務での復職も可能であるだろうとの説明があった。

主治医の意見を踏まえ、Bさん、人事、上司、産業医とで再度話し合い、放射線治療中の３～４週間は休み、
放射線治療終了後、短時間勤務により復職し、体調に問題がなければ徐々に通常の勤務に戻るプランを作成す
ることとした。また、治療が変わるタイミングや通院のタイミングにあわせて面談を行い、適時プランの見直
しを行うこととした。

（３）その他留意事項
がん治療として薬物療法（抗がん剤治療）を行う場合がある。薬物療法を行う場合、副作用として、吐き気や

免疫力の低下等のほかに、脱毛など、外見に関わる症状が出る場合がある。ウィッグ（医療用のかつら）をつけ
る場合には更衣が難しい場合もあることから、服装等への配慮も重要である。
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事例 2（がん）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●いͣれはݩの業務内容に復ؼすることを念಄
に、具体的にࣄの内容を記載

業ෛՙをえるため、時間にΘたりཱͪ࡞●
であること、ରਓ業務があることを記載ࣄ

●௨Ӄ体調ෆྑ時なͲのために、࣍༗څ休
Ջのར༻Մを記載

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労
働者がΜでいること、主治医に૬談したいこ
と、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌
記

●業務調のために、治療の今後の見௨しにͭ
いて࣭

●ඞཁに応じて時間୯Ґの࣍༗څ休Ջ、時ࠩ
出勤、短時間勤務੍のར༻がՄであること
を確認し、νΣοΫ

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●放射線治療中はগな͘と �� ճの௨Ӄがඞཁであり、
労働者に௨Ӄ時間の確อの方法を確認

●௨Ӄには࣍༗څ休ՋをΘͣ、短時間勤務でର応する
予定であることを確認

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか

確認
●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
であるなͲ、体的なෛՙがかかるため、短時ࣄཱͪ●
間勤務であͬて休ܜの配慮がඞཁであるとஅ

●放射線治療後はホルモン療法を予定しているが、෭࡞༻
の状はݸਓࠩがେきいため、具体的な配慮߲ࣄに関す
る意見は現時点では記載できないとஅ

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●復職を予定している業務にͭいて、ඞཁとなるཁ （ཱ݅Ґ、
ରਓ業務）を確認
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事例 2（がん）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●いͣれはݩの業務内容に復ؼすることを念಄
に、具体的にࣄの内容を記載

業ෛՙをえるため、時間にΘたりཱͪ࡞●
であること、ରਓ業務があることを記載ࣄ

●௨Ӄ体調ෆྑ時なͲのために、࣍༗څ休
Ջのར༻Մを記載

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労
働者がΜでいること、主治医に૬談したいこ
と、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌
記

●業務調のために、治療の今後の見௨しにͭ
いて࣭

●ඞཁに応じて時間୯Ґの࣍༗څ休Ջ、時ࠩ
出勤、短時間勤務੍のར༻がՄであること
を確認し、νΣοΫ

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●放射線治療中はগな͘と �� ճの௨Ӄがඞཁであり、
労働者に௨Ӄ時間の確อの方法を確認

●௨Ӄには࣍༗څ休ՋをΘͣ、短時間勤務でର応する
予定であることを確認

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか

確認
●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
であるなͲ、体的なෛՙがかかるため、短時ࣄཱͪ●
間勤務であͬて休ܜの配慮がඞཁであるとஅ

●放射線治療後はホルモン療法を予定しているが、෭࡞༻
の状はݸਓࠩがେきいため、具体的な配慮߲ࣄに関す
る意見は現時点では記載できないとஅ

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●復職を予定している業務にͭいて、ඞཁとなるཁ （ཱ݅Ґ、
ରਓ業務）を確認
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事例 2（がん）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●௨Ӄのためにඞཁな時間を確認
●ホルモン療法時は௨Ӄසがগな͘なること
、෭࡞༻にݸਓࠩがあることを念಄に、体調
を見ながΒϓϥンの࡞を検討

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●短時間勤務でのର応がՄである旨確認
●休ܜを取りすいڥඋがඞཁである旨確
認

●ホルモン療法が予定されて͓り、ඞཁな配慮
に関しては治療։࢝後、体調を見ながΒ調す
るඞཁがあることを確認

●今後の治療εέδϡʔルを確認
●௨Ӄの配慮体調のมԽの配慮がඞཁで
ある旨確認

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

●放射線治療でよ͘ΈΒれる෭࡞༻を記載するととに、
ਵ時休ܜが取れるよう配慮をٻめる意見を記載

●ホルモン療法の予定を記載するが、具体的な෭࡞༻ඞ
ཁな配慮߲ࣄはݸਓࠩがあるため、状況に応じて配慮が
ඞཁである旨を記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄස௨Ӄにཁする
時間を明記
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事例 2（がん）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●௨Ӄのためにඞཁな時間を確認
●ホルモン療法時は௨Ӄසがগな͘なること
、෭࡞༻にݸਓࠩがあることを念಄に、体調
を見ながΒϓϥンの࡞を検討

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●短時間勤務でのର応がՄである旨確認
●休ܜを取りすいڥඋがඞཁである旨確
認

●ホルモン療法が予定されて͓り、ඞཁな配慮
に関しては治療։࢝後、体調を見ながΒ調す
るඞཁがあることを確認

●今後の治療εέδϡʔルを確認
●௨Ӄの配慮体調のมԽの配慮がඞཁで
ある旨確認

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

●放射線治療でよ͘ΈΒれる෭࡞༻を記載するととに、
ਵ時休ܜが取れるよう配慮をٻめる意見を記載

●ホルモン療法の予定を記載するが、具体的な෭࡞༻ඞ
ཁな配慮߲ࣄはݸਓࠩがあるため、状況に応じて配慮が
ඞཁである旨を記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄස௨Ӄにཁする
時間を明記
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事例 2（がん）：職場復帰支援プラ     ンの記載例（ॳճプランの࡞）

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

業医とは݄�ճのདྷࣾに߹Θͤて面談を行࢈●
い、ద時ϓϥンを見す旨を記載

●放射線治療終了時に࠶面談を行い、ͦの後
の働き方にͭいて検討するܭըを明記

●放射線治療中は௨Ӄ・体調の配慮のため短
時間勤務とし、放射線治療終了後は体調を見な
がΒঃʑに௨ৗ勤務にすϓϥンをઃ定

●短期的なඪとして、࠷ॳの�ि間ఔはฏ
ຖの௨Ӄと短時間勤務でのࣄをཱ྆する
こと、期的なඪとして、௨ৗ勤務にるこ
とをઃ定

●放射線治療中は݇ଵײが出すいとの主治医
意見書を踏まえ、休ܜॴの確อを明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓ
との߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞


●ฏຖの௨Ӄがあること、௨Ӄにཁする時
間を明記し、ਓ࢈、্࢘、ࣄ業医、にݶりϓϥ
ンをڞ༗
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事例 2（がん）：職場復帰支援プラ     ンの記載例（ॳճプランの࡞）

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

業医とは݄�ճのདྷࣾに߹Θͤて面談を行࢈●
い、ద時ϓϥンを見す旨を記載

●放射線治療終了時に࠶面談を行い、ͦの後
の働き方にͭいて検討するܭըを明記

●放射線治療中は௨Ӄ・体調の配慮のため短
時間勤務とし、放射線治療終了後は体調を見な
がΒঃʑに௨ৗ勤務にすϓϥンをઃ定

●短期的なඪとして、࠷ॳの�ि間ఔはฏ
ຖの௨Ӄと短時間勤務でのࣄをཱ྆する
こと、期的なඪとして、௨ৗ勤務にるこ
とをઃ定

●放射線治療中は݇ଵײが出すいとの主治医
意見書を踏まえ、休ܜॴの確อを明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓ
との߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞


●ฏຖの௨Ӄがあること、௨Ӄにཁする時
間を明記し、ਓ࢈、্࢘、ࣄ業医、にݶりϓϥ
ンをڞ༗

連携マニュアル（青）.indb   37 2021/03/09   10:14:10



3938企業・医療機関連携マニュアル

事例 2（がん）：職場復帰支援プ     ランの記載例（プランの見直し）

▲事業者が作成する際のポイント

●休業中は治療・療養に専念する旨明記
●主治医意見書を踏まえ、放射線治療終了後は
体調を見て面談を行い、具体的な働き方を検討
することを明記（現時点の案として、短時間勤
務で復職することを記載）

●休業中の連絡は労働者と取り決めた方法によ
り行う旨を明記

●面談の実施時期を記載
●今後予定されるホルモン療法に関して現時点
では具体的な記載はできないため、状況に応じ
て配慮を検討する方針を記載

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●労働者の申出を受け、休業する旨明記
●復職を検討するタイミング、面談の実施予定
を明記
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事例 2（がん）：職場復帰支援プ     ランの記載例（プランの見直し）

▲事業者が作成する際のポイント

●休業中は治療・療養に専念する旨明記
●主治医意見書を踏まえ、放射線治療終了後は
体調を見て面談を行い、具体的な働き方を検討
することを明記（現時点の案として、短時間勤
務で復職することを記載）

●休業中の連絡は労働者と取り決めた方法によ
り行う旨を明記

●面談の実施時期を記載
●今後予定されるホルモン療法に関して現時点
では具体的な記載はできないため、状況に応じ
て配慮を検討する方針を記載

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●労働者の申出を受け、休業する旨明記
●復職を検討するタイミング、面談の実施予定
を明記
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事例３　胃がんと診断され、一時的な短時間勤務や作業転換を行いながら、通院に
よる治療と仕事の両立を目指す事例

Ｃさん
治療の状況 企業の状況

がん種 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４0歳代
男性

胃がん
手術

薬物療法
中小企業 正社員

（食品製造業、生産工程職）
なし

（１）事例の概要
ア　基本情報

Cさんは、食品製造業の工場でパンの製造スタッフ（正社員）として勤務する40代男性である。パンの製造ス
タッフは総勢35名であるが、Cさんは12名（うち正社員4名）からなる菓子パンチームに配属されている。

平日5日間と土曜日（隔週）が出勤日であり、平日は20時～ 4時（休憩1時間）の常夜勤、土曜日は半日勤務（5
時間）である。パン製造ラインで材料を機械で練る、蒸す作業に従事しており、原則立ち仕事である。また、
上司であるチームリーダーの右腕として、アルバイトの指導や取りまとめも行うほか、新商品の企画も行って
おり、ヒット商品も生み出している。

職場は労働者数が50人未満の小規模事業場であり、産業医はいない。なお、衛生管理上、職場には食べ物・
飲み物の持ち込みはできず、休憩室でのみ飲食可能である。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Cさんが胃がん検診を受けたところ、がんが見つかった。Ｃさんは職場の上司に相談し、しばらく休職して

手術を受け、無事退院した。退院後は自宅療養を行い月2回、病院に通院し、飲み薬による薬物療法（抗がん剤
治療）を受けている。

手術で胃の一部を切除したため、食事は小分けにとる必要がある。当初は体重減少が著しく体力の低下が目
立ったが、新しい食事の取り方にも慣れ、体力は回復傾向にある。

Cさんが主治医にそろそろ復職したいと相談したところ、主治医からは復職の検討を始めてもよいこと、病
院の医療ソーシャルワーカーが仕事に関する相談にも対応していることについて話があった。そこでＣさんは
医療ソーシャルワーカーに相談し、会社にどのように話をすればよいか助言を得た上で、総務担当に復職につ
いて相談することとした。

Cさんから相談を受けた総務担当は、どのように復職の検討を進めるとよいか分からなかったため、Cさん
を通じて医療ソーシャルワーカーに相談した。その結果、まずはCさんと面談し、最低限どのような仕事がで
きるとよいか、どこまでであれば職場として業務内容の調整ができるかを確認した上で、健康管理上気をつけ
るべき点があれば主治医に相談することとした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Cさんと総務担当とで復職後の働き方について話し合った結果、パンの製造スタッフとして勤務することが
最終目標であることは合意できたものの、すぐに元のように仕事をすることは難しいと考えられた。Cさんの
同意のもと、上司も交えて話し合ったところ、現場の人員体制等も考慮し、2か月程度であれば開発部門での
業務も可能と判断されたため、当面は新商品の企画等の座り作業中心の仕事とし、徐々に元の業務内容に戻す
プランを検討することとした。

Cさんから食事に関する話を聞いた総務担当は、パンの製造スタッフとして勤務する場合、食事や休憩が取
りづらいことも気になっていた。そこで、検討したプラン案で問題がないかどうか、健康や安全の確保のため
に必要な配慮について、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求めることとした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Cさんに通勤や仕事の内容、復職に向けて悩ん

でいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
パンの製造スタッフに戻った場合には、食事や休憩が取りづらいことが懸念されたため、食事や休憩を適時

とることができるよう配慮を求めるとともに、その必要性についても説明を加えた。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Cさんと総務担当とで話し合った結果、当初の予定通り、最初の2か月は座り

作業中心の業務とし、主治医の意見にもあるように、徐々に元の業務に戻すプランを作成した。主治医意見書
では食事や間食の必要性が指摘されていたため、上司も交えて食事や間食のタイミングを検討し、プランに食
事・間食の時間を明記することとした。現場の人員体制等の関係もあることから、3か月目の時点で元の業務
に戻ることが難しい場合には、再度休職を検討することも、Cさん、総務担当の間で確認した。

（３）その他留意事項
胃の切除に伴い、急な血糖低下などによる意識消失が生じる場合がある（ダンピング症候群）ため、食事や間

食の頻度に関する配慮が必要となる。また、下痢や胸やけなどの消化器症状のほか、貧血などの症状が出る場
合があり、作業環境や業務内容の調整が必要となる点に留意が必要である。
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事例 �（がん）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●௨Ӄ体調ෆྑ時なͲのために、あるఔॊ
ೈに༗څ休Ջが取ಘՄであることを確認し、
記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●いͣれはݩの業務内容に復ؼすることを念಄
に、具体的にࣄの内容を記載

の業務内容の復職ϓϥンがないかͲݩ●
うかを主治医にਘͶるにあたͬて、ࣄのෛՙ
৯ࣄ休ܜが取りͮΒいことなͲにͭいて
ใを記載

●ඞཁに応じて短時間勤務はՄであることを
確認し、νΣοΫ

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労
働者がΜでいること、主治医に૬談したいこ
と、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌
記

● 労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●௨Ӄεέδϡʔルをצ案して、௨Ӄは༗څ休Ջでର応Մ
であることを労働者と確認

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか
確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
●体ॏݮগにう体ྗԼがあるが、ఏࣔされたϓϥンの
方ੑはがないとஅ

●たͩし、ύンのϥインにͬた߹、৯ࣄ休ܜの
とりͮΒさがݒ念されるため、৯ࣄ休ܜの確อのඞཁ
ੑにͭいてใఏڙがඞཁとஅ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、৯ࣄ休ܜのとりすさにͭいて労働者に確認
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事例 �（がん）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●௨Ӄ体調ෆྑ時なͲのために、あるఔॊ
ೈに༗څ休Ջが取ಘՄであることを確認し、
記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●いͣれはݩの業務内容に復ؼすることを念಄
に、具体的にࣄの内容を記載

の業務内容の復職ϓϥンがないかͲݩ●
うかを主治医にਘͶるにあたͬて、ࣄのෛՙ
৯ࣄ休ܜが取りͮΒいことなͲにͭいて
ใを記載

●ඞཁに応じて短時間勤務はՄであることを
確認し、νΣοΫ

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労
働者がΜでいること、主治医に૬談したいこ
と、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌
記

● 労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●௨Ӄεέδϡʔルをצ案して、௨Ӄは༗څ休Ջでର応Մ
であることを労働者と確認

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか
確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
●体ॏݮগにう体ྗԼがあるが、ఏࣔされたϓϥンの
方ੑはがないとஅ

●たͩし、ύンのϥインにͬた߹、৯ࣄ休ܜの
とりͮΒさがݒ念されるため、৯ࣄ休ܜの確อのඞཁ
ੑにͭいてใఏڙがඞཁとஅ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、৯ࣄ休ܜのとりすさにͭいて労働者に確認
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事例 �（がん）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●現ࡏ定している࠲り࡞業中৺での復職にͭ
いて、がない旨確認

●̏か݄にはύンのεタοϑ復ؼする
ことを期的なඪとして、ϓϥン࡞を検討

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●ʮ業務の内容にͭいて職で配慮した΄うがよ
いことʯのうͪ̍点はର応ඞਢであるとஅ
し、調を検討ɻ̎点出དྷるݶりର応する
方ੑで検討

●ʮͦのଞ配慮߲ࣄʯの記載かΒ、௨Ӄは༗څ
休Ջでର応することを検討

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の

ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載
●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●ύンのεタοϑは体的なෛՙがେきいが、現状で
はͦこまで体ྗがͬていないՄੑがあることかΒ、
ঃʑに業務ྔを૿すことをਪ

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

●৯ࣄをখ分けにઁることができない߹、݈߁҆શが
に関する配慮のࣄかされるՄੑがあることかΒ、৯ڴ
ඞཁੑとͦのཧ༝にͭいて記載

●体ྗのճ復状況をצ案し、ద時休ܜが取れる配慮がま
しい旨を記載
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事例 �（がん）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●現ࡏ定している࠲り࡞業中৺での復職にͭ
いて、がない旨確認

●̏か݄にはύンのεタοϑ復ؼする
ことを期的なඪとして、ϓϥン࡞を検討

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●ʮ業務の内容にͭいて職で配慮した΄うがよ
いことʯのうͪ̍点はର応ඞਢであるとஅ
し、調を検討ɻ̎点出དྷるݶりର応する
方ੑで検討

●ʮͦのଞ配慮߲ࣄʯの記載かΒ、௨Ӄは༗څ
休Ջでର応することを検討

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の

ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載
●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●ύンのεタοϑは体的なෛՙがେきいが、現状で
はͦこまで体ྗがͬていないՄੑがあることかΒ、
ঃʑに業務ྔを૿すことをਪ

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

●৯ࣄをখ分けにઁることができない߹、݈߁҆શが
に関する配慮のࣄかされるՄੑがあることかΒ、৯ڴ
ඞཁੑとͦのཧ༝にͭいて記載

●体ྗのճ復状況をצ案し、ద時休ܜが取れる配慮がま
しい旨を記載

連携マニュアル（青）.indb   45 2021/03/09   10:14:11



4746企業・医療機関連携マニュアル

事例 �（がん）：職場復    帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●ϓϥンの状況見しのタイミングにͭいて
労働者とし߹い、面談の実施時期を記載

●労働者ຊਓと߹意した、࠷終的なඪを明記・
༗ڞ

業中৺の業務かΒ、体調を見ながΒঃʑ࡞り࠲●
にύンのεタοϑにるϓϥンをઃ定

●৯ࣄ・間৯の時間の確อർれすさといͬ
た体ྗ面の配慮߲ࣄにͭいて明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●৯ࣄ間৯の時間の確อのඞཁੑに関して、職
のཧղがඞཁであるため、্࢘、ಉ྅とڞ༗
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事例 �（がん）：職場復    帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●ϓϥンの状況見しのタイミングにͭいて
労働者とし߹い、面談の実施時期を記載

●労働者ຊਓと߹意した、࠷終的なඪを明記・
༗ڞ

業中৺の業務かΒ、体調を見ながΒঃʑ࡞り࠲●
にύンのεタοϑにるϓϥンをઃ定

●৯ࣄ・間৯の時間の確อർれすさといͬ
た体ྗ面の配慮߲ࣄにͭいて明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●৯ࣄ間৯の時間の確อのඞཁੑに関して、職
のཧղがඞཁであるため、্࢘、ಉ྅とڞ༗
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事例４　肺がんと診断され、業務体制を調整しながら通院による治療と仕事の両立
を目指す事例

Ｄさん
治療の状況 企業の状況

がん種 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４0歳代
男性

肺がん
放射線治療
薬物療法

大企業 正社員
（建設会社、事務職）

専属産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Dさんは、現在は大手の建設会社本社に勤める40代男性であり、海外プラント建設の事業計画・施工管理の
とりまとめを行う部署に所属している（正社員、課長）。

週５日勤務であり、1日当たりの所定労働時間は8時～ 17時（休憩１時間）の８時間である。Dさんは課長と
して部下のマネジメントを行う傍ら、いくつかのプロジェクトの責任者も務めている。国内や海外への出張も
多く、長いときは１か月ほど海外に滞在することもある。時間外労働は通常月20時間程度であるが、繁忙時
には月60時間を超えることもある。

本社に専属産業医が１名おり、日頃の健康管理や面談を行っている。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Dさんが肺がん検診を受けたところ、進行がん（肋骨転移あり）が見つかった。主治医からは、今後の治療計

画として、放射線治療（数回の通院）のあと、抗がん剤治療（初回は10日前後入院。その後通院しながら治療）
を行うことが提案された。

Dさんは、１年後に立ち上げ予定の海外プラント建設の大型プロジェクトの管理を任されており、仕事が継
続できるかどうかが気がかりであった。そこで主治医に仕事への影響について尋ねたところ、主治医からは、
提案された治療法は多くの方が仕事を辞めず通院で治療を受けていること、治療がうまくいけば１年後も引き
続き仕事ができる可能性があることについて説明があった。Dさんは仕事を続けたいと思う一方、プロジェク
トの管理を担う立場を継続すべきかどうか分からなかったため、所属部長に相談することとした。

相談を受けた部長は、Dさんは信頼の厚い社員であり、担当しているプロジェクトも重要なタイミングであ
ることから、治療に支障がなければ担当を継続してほしいと考えているものの、長期的な視点から、業務調整
や引き継ぎの要否も検討する必要があるかもしれないと考えた。そこで、Dさん、部長、人事部、産業医とで
話し合った結果、現在の仕事を続けながら治療を受けられるよう業務調整も視野に入れ、両立支援に必要な情
報を収集することとした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Dさんと部長、人事部、産業医とで今後の働き方について話し合った結果、放射線治療は有給休暇を利用し
て受けることとし、その後の抗がん剤治療に備え、入院や通院の時間の確保と仕事の両立が可能かどうかを検
討することとした。

検討にあたって、治療の状況や体調に応じた業務遂行上の留意事項、治療はどの程度続くのか等について確
認する必要があると考え、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求めることとした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Dさんに通勤や仕事の内容、就労を継続する上

で悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作
成した。

入院や通院への配慮が得られるよう、通院等のスケジュールや治療に要する時間も可能な限り具体的に記載
した。また、仕事の状況に応じて、ある程度通院日の調整が可能であることも明記した。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Dさんと部長、人事部、産業医とで話し合った結果、抗がん剤治療に関しては、

初回の治療が入院を伴うことから、治療経過や体調をみるため、しばらく休職して治療を受けることとした。
入院までしばらく時間があるため、本人の同意のもと、プロジェクトメンバーに事情を話し、引き継ぎ等を行
うこととした。治療が進み、安定して仕事ができる見通しが得られた段階で、一時的な在宅勤務制度の活用も
視野に入れながら復職を検討することとした。なお、独力で安全に通勤ができること、所定労働時間の業務が
できる限りにおいては治療と仕事の両立を行うこととし、治療経過や体調によっては、海外の大型プロジェク
トの責任者から外れ、社内での国内プロジェクト管理業務に変更する可能性がある点も、Dさん本人との話合
いで確認した。

（３）その他留意事項
治療と仕事の両立支援にあたっては、あらかじめ、職務上最低限必要となる要件（独力で安全に通勤できる等）

を労働者本人とともに確認しておくことが望ましい。病状の進行が見込まれる場合であっても、適時両立支援
プランを見直しながら支援することが望ましい。

治療と仕事の両立が困難であると考えられる場合には、主治医や産業医等の意見を求め、就業継続の可否に
ついて慎重に判断するとともに、労働者との十分な話合いを通じて、本人の了解が得られるよう努めることが
重要である。
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事例 �（がん）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

内容ࣄ業ෛՙをえるため、具体的な࡞●
時間֎労働、ւ֎出ுがあることを記載

●௨Ӄ体調ෆྑ時なͲのために、࣍༗څ休
Ջのར༻Մを記載

●ඞཁに応じてইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ出勤
੍、ࡏ勤務のར༻がՄであることを確認
し、νΣοΫ

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●業務調のために、治療の今後の見௨しにͭ
いて࣭

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●休業Մ期間༗څ休Ջのりで、௨Ӄにର応Մ
か確認

●休Έは取りすいかͲうかを確認
●ඞཁに応じて௨Ӄの時間༵の調を検討

●記載されている働き方にͭいて、がないか確認
●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
●出ுをආけるなͲ、ࣄ内容の調がՄとの記載があ
ることかΒ、調Մなൣғ内でब業のܧଓがՄかͲ
うか、労働者とし߹ͬて検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄしているの
かを確認

●時間֎労働ւ֎出ுの༗ແ・සにͭいて確認
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事例 �（がん）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

内容ࣄ業ෛՙをえるため、具体的な࡞●
時間֎労働、ւ֎出ுがあることを記載

●௨Ӄ体調ෆྑ時なͲのために、࣍༗څ休
Ջのར༻Մを記載

●ඞཁに応じてইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ出勤
੍、ࡏ勤務のར༻がՄであることを確認
し、νΣοΫ

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定してい
る働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●業務調のために、治療の今後の見௨しにͭ
いて࣭

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●休業Մ期間༗څ休Ջのりで、௨Ӄにର応Մ
か確認

●休Έは取りすいかͲうかを確認
●ඞཁに応じて௨Ӄの時間༵の調を検討

●記載されている働き方にͭいて、がないか確認
●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
●出ுをආけるなͲ、ࣄ内容の調がՄとの記載があ
ることかΒ、調Մなൣғ内でब業のܧଓがՄかͲ
うか、労働者とし߹ͬて検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にཁෆ҆の༗ແ
にͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄしているの
かを確認

●時間֎労働ւ֎出ுの༗ແ・සにͭいて確認
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事例 �（がん）：ྍ࣏のঢ়گबܧۀଓのՄ൱ʹ͍ͭͯओ    ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●体調がམͪணいていれσεΫϫʔΫ中৺の
をଓけΒれることを確認ࣄ

●ॳճの߅がΜࡎ治療はೖӃをཁすること、体
調がམͪணいていれσεΫϫʔΫ中৺のࣄ
をଓけΒれるとのことかΒ、体調の༷ࢠをΈ
るため、しΒ͘は休職する方ੑで検討

●復職のࡍは、௨Ӄ時間の確อができるか、௨
Ӄのための༗څ休ՋがりるかͲうか、確認
がඞཁとஅ

●記載内容かΒ、今後の治療εέδϡʔルを確
認

治療中は定期的な௨ӃがඞཁであるࡎがΜ߅●
ことを確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

の状況に応じてあるఔ௨Ӄの調がՄであるࣄ●
旨を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

、な医ֶใよりࡉ業者にとͬては、専的かͭৄࣄ●
࣬ප治療にう෭࡞༻が業務にͲのようなӨڹをٴ΅
すのか、いͭまでͦのӨڹがଓ͘のかといͬた見௨しに
関するใがॏཁなため、現ࡏの状治療の予定を記
載

●現時点で定される、Ұൠ的な෭࡞༻を記載
●௨Ӄの配慮業務調のߟࢀとなるよう、治療のε
έδϡʔルॴཁ時間をՄなݶり具体的に記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

●勤務ใఏڙ書に͓いて業務内容の調はՄとの記載
があͬたため、෭࡞༻がམͪணいていれσεΫϫʔ
ΫのܧଓはՄであることを明記
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事例 �（がん）：ྍ࣏のঢ়گबܧۀଓのՄ൱ʹ͍ͭͯओ    ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●主治医への質問事項に対する回答を確認
●体調がམͪணいていれσεΫϫʔΫ中৺の
をଓけΒれることを確認ࣄ

●ॳճの߅がΜࡎ治療はೖӃをཁすること、体
調がམͪணいていれσεΫϫʔΫ中৺のࣄ
をଓけΒれるとのことかΒ、体調の༷ࢠをΈ
るため、しΒ͘は休職する方ੑで検討

●復職のࡍは、௨Ӄ時間の確อができるか、௨
Ӄのための༗څ休ՋがりるかͲうか、確認
がඞཁとஅ

●記載内容かΒ、今後の治療εέδϡʔルを確
認

治療中は定期的な௨ӃがඞཁであるࡎがΜ߅●
ことを確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

の状況に応じてあるఔ௨Ӄの調がՄであるࣄ●
旨を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

、な医ֶใよりࡉ業者にとͬては、専的かͭৄࣄ●
࣬ප治療にう෭࡞༻が業務にͲのようなӨڹをٴ΅
すのか、いͭまでͦのӨڹがଓ͘のかといͬた見௨しに
関するใがॏཁなため、現ࡏの状治療の予定を記
載

●現時点で定される、Ұൠ的な෭࡞༻を記載
●௨Ӄの配慮業務調のߟࢀとなるよう、治療のε
έδϡʔルॴཁ時間をՄなݶり具体的に記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載

●勤務ใఏڙ書に͓いて業務内容の調はՄとの記載
があͬたため、෭࡞༻がམͪணいていれσεΫϫʔ
ΫのܧଓはՄであることを明記
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事例 �（がん）：ཱ྆   支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓ
との߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●今後治療がܧଓすることかΒ、明している
治療予定を明記し、෦、ਓࣄ෦、࢈業医に͓
いてڞ༗

●休職のためඞཁなࢧԉを行うこと明記
●休職中の連絡にͭいて明記
●現時点で定している復職面談の時期にͭい
て明記

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●点ణ治療が࢝まるまでは、放射線治療のため
の௨Ӄの配慮、පؾ休業にඋえてのҾ͗ܧを
予定し、௨Ӄ時間確อのため出ுをࢭې

●ೖӃによる点ణ治療終了後、෭࡞༻の状
がམͪணいていれσεΫϫʔΫでのब業ܧଓ
がՄとの主治医意見書を踏まえ、体調に
がないかͲうか༷ࢠをΈるため、ୀӃ後に面
談を行い、復職Մ൱を検討することを予定
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事例 �（がん）：ཱ྆   支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓ
との߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●今後治療がܧଓすることかΒ、明している
治療予定を明記し、෦、ਓࣄ෦、࢈業医に͓
いてڞ༗

●休職のためඞཁなࢧԉを行うこと明記
●休職中の連絡にͭいて明記
●現時点で定している復職面談の時期にͭい
て明記

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●点ణ治療が࢝まるまでは、放射線治療のため
の௨Ӄの配慮、පؾ休業にඋえてのҾ͗ܧを
予定し、௨Ӄ時間確อのため出ுをࢭې

●ೖӃによる点ణ治療終了後、෭࡞༻の状
がམͪணいていれσεΫϫʔΫでのब業ܧଓ
がՄとの主治医意見書を踏まえ、体調に
がないかͲうか༷ࢠをΈるため、ୀӃ後に面
談を行い、復職Մ൱を検討することを予定
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＜構成＞

事例１　脳梗塞による入院後、通院による治療と仕事の両立を目指す事例

事例２　脳出血発症後、感覚障害を認め、作業転換を行いながら治療と仕事の両立を

目指す事例

事例３　くも膜下出血による入退院後に職場復帰し、その後記憶障害を認め、業務内

容を調整しながら治療と仕事の両立を目指す事例

事例４　脳卒中後、高次脳機能障害を認め、治療と仕事の両立に向けた検討を行った

事例

企業・医療機関連携マニュアル（事例編：脳卒中）

本参考資料は、具体的な事例を通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）の記載例を
示すものである。

掲載の事例はあくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置等は個別の労働者の状況によって異なる点
に留意する必要がある。

※脳卒中の特徴及び治療と仕事の両立支援に当たっての留意事項
● 脳卒中によって生じる症状には、運動麻痺のように『本人も周囲も気づきやすい症状』以外に

も、感覚障害のように『本人は気づきやすく困難を感じやすいが、周囲は気づきにくい症状』、
あるいは記憶障害といった高次脳機能障害のように『本人は気づきにくく、周囲が生活や仕事
における異変として気づきやすい症状』、さらには脳卒中後うつのように『本人や周囲であっ
ても気づきにくい症状』がある。

● そのため、治療と仕事の両立に本人と周囲が一緒になって取り組んでいくためには、本人や
家族、職場の上司や同僚がそれぞれに気づいた辛さ、困難さ、異変などを共有して、本人や
周囲がそれぞれできる取組について話し合うことが重要である。 

● また、主治医や産業医等の産業保健スタッフは上記のような特性を理解した上で、特に非専
門家では認識しにくい症状に対しては注意深く把握し、本人とその周囲への認識・理解を促
すよう努めることが望まれる。

● なお、治療と仕事の両立支援に際しては、本人に対する支援のみならず、周囲の同僚等に対
しても配慮が必要な場合があることに留意が必要である。自らの業務を遂行しながら他者の
サポートを行うことは想像以上のストレスとなり、抑うつ的になることがある。病者へのサ
ポートを特定の同僚等に任せきりにせず、複数人でサポートする意識を職場全体で持つこと
が求められる。
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事例 1　脳梗塞による入院後、通院による治療と仕事の両立を目指す事例

Ａさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４0歳代
男性

脳梗塞 薬物療法 中小企業 正社員
（建設会社、技能職）

なし

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、従業員数が40名ほどの建設会社に勤務する40歳代男性である。従業員のうち35名が技能労働者
として建設現場で働いており、Aさんは５人１班のチームの一員として、高所作業や重機操作などに従事して
いる。Aさんは経験年数が長いことから、職場の同僚や共同作業者から頼りにされている。

1日当たりの所定労働時間は8時～17時（休憩1時間、週5日間）であり、工期の進み具合によって時間外労働
や休日出勤もある。建設現場によっては夜勤や交代勤務の場合もあるほか、通勤時間（自動車通勤）も様々であ
る。従業員規模が小さく、産業医は選任していない。

イ　両立支援を行うに至った経緯
ある日、Aさんは突然、右半身の脱力と呂律のまわりにくさ、ふらつきを覚え、救急車を要請したところ、

搬送先の病院で脳梗塞と診断され、緊急入院することとなった。治療や検査、リハビリテーションのために２
週間ほど入院することになったが、退院後も２週間ほどは自宅療養するようにとの主治医の指示があったため、
Aさんは職場に相談して休業することとした。

治療が功を奏し、退院２週間後の検査でも顕著な後遺症は認められず、主治医からは通院による治療を受け
ながら仕事に復帰できるだろうとの意見をもらった。Aさん自身としては、建設現場での仕事の継続を希望す
るものの、自宅療養中にふらつきを覚えることがあり、高所作業を含む元の仕事への復帰に不安を感じていた。
そのためAさんは上司に対し、主治医からはそろそろ職場復帰可能であること、定期的な通院が必要であるこ
と、ふらつきがあり、仕事に影響があるかもしれないことを伝え、復職について相談することにした。相談を
受けたAさんの上司は、どのような就業上の措置や配慮が必要であるか判断しかねたため、産業保健総合支援
センターに相談し、まずは主治医の意見を求めることとした。

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Aさんと上司とで復職後の働き方について話し合った結果、建設現場で勤務することを念頭に、ふらつき等
の症状がいつまで続くのか、高所作業や重機操作といった元の仕事が継続できるかどうかを勤務情報提供書を
通じて主治医に意見を求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Aさんに仕事の内容や職場環境、復職に向けて

悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成
した。

通院は今後生涯にわたり必要となる可能性があるため、通院への配慮が得られるよう、頻度を明記した。ふ
らつきが残っていることから、高所作業や重機操作のほか、夜勤を避けたほうが望ましく、その期間について
も現時点の見解として記載した。治療の副作用により出血が止まりにくくなっているため、早めに医療機関を
受診させるべき条件についても明記した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Aさんと上司とで話し合った結果、最初の2か月は夜勤・時間外労働・遠隔地

勤務を避け、高所作業や重機操作も禁止することとし、これらの就業上の措置・配慮が可能な建設現場にて勤
務することにした。班編成の変更が生じることから、本人の同意を得て、同僚にも経緯を説明し、協力を求め
るとともに、早めに医療機関を受診することが望ましい状況についても共有した。

高所作業や重機操作に関しては、復職から２か月後に再度主治医から意見を聴取し、プランの見直しを行う
こととした。

（３）その他留意事項
高所作業や重機操作といった業務は、脳卒中による意識障害や運動麻痺などによって転落や激突などの事故

につながる恐れがある。そのため、危険を伴う作業では、特に症状や後遺症がない場合でも、再発の可能性を
考慮し、本人及び周囲の労働者の安全を確保するための措置を講じる必要がある。ただし、再発の可能性を過
剰に見積り、過度に就業制限を行うことは適切でないことから、就業上の措置や配慮等を行う場合には、主治
医や産業医等の医師の意見を十分に勘案する必要がある。

なお、脳卒中の再発の危険因子として、寒冷暑熱環境での作業や過重労働、喫煙（受動喫煙を含む）、本人の
糖尿病や脂質異常症、高血圧などの基礎疾患等がある。こうした要因の改善も、治療と仕事の両立を行う際の
重要な視点である。
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事例 �（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●現ࡏの業務内容をܧଓすることを念಄に、具
体的にࣄの内容を記載

●復職のՄ൱にͭいて主治医の意見を確認する
にたり、࡞ݥة業֎での࡞業ڥなͲ、
のಛを記載ࣄ

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定している
復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労働
者がΜでいること、主治医に૬談したいこと
、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●職としてର応Մな配慮にͭいて記載して
͓͘と主治医は意見を書きすい

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、࡞ݥة業の内容֎での࡞業ڥにͭいて確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾܰの;Βͭきがあること࡞ݥة業があることを踏ま
え、復職のՄ൱ඞཁとߟえΒれる配慮を検討
ɾ状がܰであͬて業務内容との૬ੑによͬては業務
行にେきなࢧো҆શ্のϦεΫがੜじる߹がある
ことに意がඞཁ
ɾපؾのൃ࠶ࢭ҆શ確อのために、職に͓いてඞཁ
とߟえΒれる配慮意߲ࣄを検討
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事例 �（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●現ࡏの業務内容をܧଓすることを念಄に、具
体的にࣄの内容を記載

●復職のՄ൱にͭいて主治医の意見を確認する
にたり、࡞ݥة業֎での࡞業ڥなͲ、
のಛを記載ࣄ

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓとし߹い、現時点で定している
復職後の働き方にͭいて記載し、ࣄ業者労働
者がΜでいること、主治医に૬談したいこと
、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●職としてର応Մな配慮にͭいて記載して
͓͘と主治医は意見を書きすい

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、࡞ݥة業の内容֎での࡞業ڥにͭいて確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾܰの;Βͭきがあること࡞ݥة業があることを踏ま
え、復職のՄ൱ඞཁとߟえΒれる配慮を検討
ɾ状がܰであͬて業務内容との૬ੑによͬては業務
行にେきなࢧো҆શ্のϦεΫがੜじる߹がある
ことに意がඞཁ
ɾපؾのൃ࠶ࢭ҆શ確อのために、職に͓いてඞཁ
とߟえΒれる配慮意߲ࣄを検討
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事例 �（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾඞཁな業務্の配慮として、ߴॴ࡞業の࡞ݥة業は
面߇えるなͲ、具体的な内容配慮期間なͲを記載

ɾैདྷのࣄにるࡍなͲ、࠶医ࢣの意見をٻめること
がましい߹は、ͦの時期ؚめて記載

ɾ௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾॏ࡞ૢػ勤をආけるなͲ、Ұ時的に業務
内容働き方をมߋするඞཁがある߹は、
ର応を検討

ɾ࠶主治医の意見をٻめるඞཁがある߹、
ͦの時期の҆を確認

ɾ業務内容のมߋ現での配慮のために、ಉ
྅のઆ明・調がඞཁな߹には、労働
者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ
༗し、ର応を検討

ɾ業務内容働き方をมえる߹なͲ、࠶主
治医の意見をٻめることがましい߹があ
る点にཹ意

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認
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事例 �（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾඞཁな業務্の配慮として、ߴॴ࡞業の࡞ݥة業は
面߇えるなͲ、具体的な内容配慮期間なͲを記載

ɾैདྷのࣄにるࡍなͲ、࠶医ࢣの意見をٻめること
がましい߹は、ͦの時期ؚめて記載

ɾ௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾॏ࡞ૢػ勤をආけるなͲ、Ұ時的に業務
内容働き方をมߋするඞཁがある߹は、
ର応を検討

ɾ࠶主治医の意見をٻめるඞཁがある߹、
ͦの時期の҆を確認

ɾ業務内容のมߋ現での配慮のために、ಉ
྅のઆ明・調がඞཁな߹には、労働
者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ
༗し、ର応を検討

ɾ業務内容働き方をมえる߹なͲ、࠶主
治医の意見をٻめることがましい߹があ
る点にཹ意

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認
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事例 �（ଔத）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹い
踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間を
ઃ定

●௨ӃなͲの治療予定、業務にࡍして意す
き点（出݂がࢭまりに͘いなͲ）を明記

●ब業্のાஔ、配慮のためにಉ྅の協ྗがඞ
ཁな߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、આ明
する内容・ର者を明記

●ૣ期に医療ػ関を受すき݅、ਫ分ิڅ
休ܜ時間の確อ、ඞཁな配慮を記載

める時期ϓϥンを見ٻ主治医に意見を࠶●
す時期を記載

●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載
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事例 �（ଔத）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹い
踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間を
ઃ定

●௨ӃなͲの治療予定、業務にࡍして意す
き点（出݂がࢭまりに͘いなͲ）を明記

●ब業্のાஔ、配慮のためにಉ྅の協ྗがඞ
ཁな߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、આ明
する内容・ର者を明記

●ૣ期に医療ػ関を受すき݅、ਫ分ิڅ
休ܜ時間の確อ、ඞཁな配慮を記載

める時期ϓϥンを見ٻ主治医に意見を࠶●
す時期を記載

●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載
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事例２　脳出血発症後、感覚障害を認め、作業転換を行いながら治療と仕事の両
立を目指す事例

Bさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

50歳代
女性

脳出血 薬物療法 中小企業
正社員

（家電部品製造業、
生産工程職）

嘱託産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Bさんは、従業員数が100名ほどの製造業の会社に勤務する50歳代女性である。職場は家電の部品製造を行
う工場であり、細かい部品を組み立てる作業に従事している。Bさんは勤務経験が長く、後輩指導にも熱心に
取り組んでいる。Bさんは現在の職場や仕事に愛着があり、また、高校生の子どもを育てていることからも、
定年まで勤めたいと考えている。

週５日勤務であり、1日当たりの所定労働時間は8時30分～ 17時30分（休憩１時間）の8時間である。繁忙
期には１日２～３時間の時間外労働がある。嘱託の産業医が1名おり、月１回来社している。

イ　両立支援を行うに至った経緯
ある日Bさんは脳出血を発症し、救急搬送されて２週間入院することになった。右半身の麻痺があったこと

から、リハビリテーションを専門とする病院に転院し、リハビリテーションを受けていた。
発症から４か月ほどが経った頃、主治医からそろそろ復職できるのではないかとの意見があった。Bさんは

早く職場に戻りたいと考える一方、右手・右足のしびれや痛み、感覚の鈍さが残っており、これまでのような
細かな作業は難しいのではないかと感じていた。また、治療や通院のために月１回の通院が必要であり、その
時間の確保も必要であった。そこでBさんは復職に向けて、復職後の働き方について職場の上司に相談するこ
ととした。 

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Bさんと上司とで復職後の働き方について話し合った結果、これまで同様、工場での勤務を原則としながら、
症状や治療の継続に配慮した働き方を検討するため、勤務情報提供書を通じて、主治医に確認することにした。
特に、感覚障害や痛みなどの目に見えない症状が仕事に与える影響や、その継続期間が分からなかったため、
主治医に意見を求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Bさんに仕事の内容や職場環境、復職に向けて

悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成
した。

感覚障害は目に見えない症状であり、また１日のなかでも症状が変動することから職場の理解が得られにく
い。そのため、感覚障害の特徴を具体的に記載し、本人とよく話し合って対応することについて理解を求める
内容とした。また、深部感覚障害があることから、精密な作業は難しいと考えられたため、Bさんの意向も確
認しながら、粗大なものを扱う作業、検品作業等に変えることについても検討するよう、記載した。

Bさんには、自身の症状について上司や産業医に適時伝え、必要な配慮等について相談するよう助言した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Bさんと上司、産業医とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し、作業内容

を転換することにした。また、体力面への配慮から、最初の２か月は短時間勤務、時間外労働禁止とし、徐々
に勤務時間を延ばし、３か月目には通常勤務に戻すことを目標とした。また、復職して１か月後をめどに主治
医の意見を再度確認のうえ、プランを見直すことにした。

また、復職後は本人、産業医、人事労務担当者とで面談を行い、職場環境での不具合な点について本人の話
を聞き、必要な配慮について適時協議することとした。

なお、本人から辛い症状等について相談がしやすくするとともに、周囲が理解するよう、本人の同意を得て、
産業医から上司・同僚等に対して感覚障害の特徴について説明を行った。

（３）その他留意事項
感覚には、表在感覚と深部感覚がある。表在感覚とはいわゆる肌で感じる温痛覚や触覚をいい、深部感覚と

は振動や関節の位置などを感じ取る感覚をいう。感覚障害とは、刺激を受けた末梢神経から脳までの伝達経路
の障害や心因性の反応によって正確に刺激を認識できない状態をいい、大きく分けて①感覚過敏、②感覚鈍麻、
③異常感覚がある。

脳卒中で脳の感覚中枢が障害を受けると、その担当部位に一致した感覚障害をきたす。時には感覚鈍麻だけ
でなく、異常感覚として痛みを伴うこともある。特に視床という部位の障害では脳卒中後中枢性疼痛をきたす
ことがあり、場合によっては耐え切れないほどのひどいしびれや灼熱痛に悩まされることがある。しかも難治
性であることが多く、それが原因でうつ状態になることも珍しくない。

感覚障害は運動麻痺と違い、客観的には分かりにくいが、本人が一番理解している。そのため、職場復帰後
も適時労働者本人とよく話し合い、必要に応じて主治医やリハビリテーションスタッフ、産業医等の意見を勘
案しながら対応を検討することが望ましい。

また、感覚障害の症状や辛さは客観的に分かりにくいことから、職場の上司や周りの同僚の理解も重要であ
り、可能な範囲で、本人と職場の間で本人の状況をよく理解してもらうための相互のコミュニケーションが図
られることが望ましい。
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事例 2（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者がΜ
でいること、主治医に૬談したいこと、特に
主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●職としてର応Մな配慮にͭいて記載して͓
͘と主治医は意見を書きすい

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●現ࡏの業務内容での復職がՄかͲうか主治
医にਘͶるために、具体的にࣄの内容を記載

念さݒなることが͘ڧいとしͼれ௧Έがפ●
れたことかΒ、࡞業ڥにͭいて記載

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、࡞業ڥ、しͼれ௧Έ、֮ײのಷさの֮ײ
োによりӨڹを受ける業務内容にͭいて労働者に確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ֮ײোがあること࡞業ڥを踏まえ、復職のՄ൱
ඞཁとߟえΒれる配慮を検討

ɾ労働者の意確認しながΒ、Ͳのようなࣄであれ
Մか検討

ɾපؾোにରするཧղ、職に͓ける配慮のた
めにඞཁな点を検討
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事例 2（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者がΜ
でいること、主治医に૬談したいこと、特に
主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●職としてର応Մな配慮にͭいて記載して͓
͘と主治医は意見を書きすい

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●現ࡏの業務内容での復職がՄかͲうか主治
医にਘͶるために、具体的にࣄの内容を記載

念さݒなることが͘ڧいとしͼれ௧Έがפ●
れたことかΒ、࡞業ڥにͭいて記載

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、࡞業ڥ、しͼれ௧Έ、֮ײのಷさの֮ײ
োによりӨڹを受ける業務内容にͭいて労働者に確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ֮ײোがあること࡞業ڥを踏まえ、復職のՄ൱
ඞཁとߟえΒれる配慮を検討

ɾ労働者の意確認しながΒ、Ͳのようなࣄであれ
Մか検討

ɾපؾোにରするཧղ、職に͓ける配慮のた
めにඞཁな点を検討
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事例 2（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾ業務内容࡞業ڥ、働き方にͭいて調が
ඞཁである߹、ର応を検討

ɾ労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのた
めに、্࢘ಉ྅のཧղ・協ྗがඞཁな
߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣ
ғでใをڞ༗し、ର応を検討

ɾ৽たに治療がඞཁになるなͲ、治療の予定は
มߋのՄੑがあり、ましいब業্のાஔ
がมΘる߹ある点にཹ意し、治療の状
況はద時労働者に確認することがましい

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていたݩの業務ସՄな
業務にͭいて、現ࡏの労働者の状を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾݩの業務がしい߹、勤務ใఏڙ書の内容労働者
のを踏まえ、Մなൣғでସ案を記載

ɾো状にͭいて記載するࡍは、状はมಈする、具
体的な状はຊਓによ͘確認する、といͬた意点記載

ɾ労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのため、্࢘
ಉ྅に͓ける状にରするཧղをಘることなͲ、ඞ
ཁな取を記載

ɾผ్௨ӃがඞཁになるՄੑがある߹には、௨Ӄの
配慮がಘΒれるよう、治療の見௨しを記載
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事例 2（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾ業務内容࡞業ڥ、働き方にͭいて調が
ඞཁである߹、ର応を検討

ɾ労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのた
めに、্࢘ಉ྅のཧղ・協ྗがඞཁな
߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣ
ғでใをڞ༗し、ର応を検討

ɾ৽たに治療がඞཁになるなͲ、治療の予定は
มߋのՄੑがあり、ましいब業্のાஔ
がมΘる߹ある点にཹ意し、治療の状
況はద時労働者に確認することがましい

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていたݩの業務ସՄな
業務にͭいて、現ࡏの労働者の状を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾݩの業務がしい߹、勤務ใఏڙ書の内容労働者
のを踏まえ、Մなൣғでସ案を記載

ɾো状にͭいて記載するࡍは、状はมಈする、具
体的な状はຊਓによ͘確認する、といͬた意点記載

ɾ労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのため、্࢘
ಉ྅に͓ける状にରするཧղをಘることなͲ、ඞ
ཁな取を記載

ɾผ్௨ӃがඞཁになるՄੑがある߹には、௨Ӄの
配慮がಘΒれるよう、治療の見௨しを記載
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事例 2（ଔத）：職場    復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

の状・ఔ、௨Ӄの予定なͲ、ब業ো֮ײ●
্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

であるࠔがあり、ैདྷの業務内容はো֮ײ●
ため、࡞業内容をૈେなをѻう、検業務
にมߋ

●体ྗ面に配慮するため、短時間勤務かΒ࢝め、
̏か݄に௨ৗ勤務にることをඪとしてϓ
ϥンをઃ定

●௨Ӄ時間を確อできるよう、配慮߲ࣄを記載

に関してඞཁな配慮ڥ業࡞、にいো֮ײ●
を記載߲ࣄ

ಉ྅が状をཧղするため、労働者・্࢘●
ຊਓのಉ意をಘて、্࢘・ಉ྅をରとした
આ明を行う旨を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名
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事例 2（ଔத）：職場    復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

の状・ఔ、௨Ӄの予定なͲ、ब業ো֮ײ●
্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

であるࠔがあり、ैདྷの業務内容はো֮ײ●
ため、࡞業内容をૈେなをѻう、検業務
にมߋ

●体ྗ面に配慮するため、短時間勤務かΒ࢝め、
̏か݄に௨ৗ勤務にることをඪとしてϓ
ϥンをઃ定

●௨Ӄ時間を確อできるよう、配慮߲ࣄを記載

に関してඞཁな配慮ڥ業࡞、にいো֮ײ●
を記載߲ࣄ

ಉ྅が状をཧղするため、労働者・্࢘●
ຊਓのಉ意をಘて、্࢘・ಉ྅をରとした
આ明を行う旨を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名
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事例３　くも膜下出血による入退院後に職場復帰し、その後記憶障害を認め、業務
内容を調整しながら治療と仕事の両立を目指す事例

Cさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

40歳代
男性

くも膜下出血
手術

薬物療法
大企業

正社員
（電子部品製造業、

事務職）
専属産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Cさんは、従業員数が1000名超の大手電子部品メーカーに勤務する40歳代男性である。Cさんはその中で
も資材管理部門に配属されており、リーダー的立場として、10名ほどのスタッフとともに、資材の調達管理
を行っている。実際にはパソコンを使用したデータ分析や書類作成、部下への指導や上司への報告等、デスク
ワーク中心の業務である。

週５日勤務であり、1日当たりの所定労働時間は8時30分～17時30分（休憩１時間）の8時間である。時間
外労働は１か月当たり平均30時間ほどであるが、繁忙期には60時間ほどにのぼる。専属の産業医が1名おり、
日頃の健康管理や面談を行っている。

イ　両立支援を行うに至った経緯
ある日Cさんはくも膜下出血を発症し、救急搬送されたのち、緊急手術を受けることになった。手術は無事

終了し、３週間の入院と１か月の自宅療養を経て、元の職場に復職した。麻痺やその他の後遺症等もなく、復
職後は以前と変わらない様子であったが、取引先との連絡や納入時期を失念していることが、取引先からの連
絡で発覚することが続いた。上司や同僚は、当初は本人の疲労によるものだろうと考えていたところ、何度か
同じようなことが続き、様子がおかしいと感じたため、上司から人事部、産業医に相談したところ、産業医と
本人とで面談を行うこととなった。面談の結果、本人も就業継続に不安があることから、産業医の勧めもあり、
再度病院を受診したところ、検査入院することとなった。

検査入院の結果、軽度ないし中等度の記憶障害があり、業務遂行能力は保持されているが、新しいできごと
を記憶することが困難であることが判明した。検査結果はCさんの同意を得て、主治医から産業医に伝えられ
た。そこで、今後の職場での対応について、Cさん、産業医、上司とで検討することとした。 

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

検査入院の結果を踏まえて、Cさんと産業医、上司とで今後の働き方について話し合った結果、記憶障害の
内容や仕事への影響について勤務情報提供書を通じて改めて主治医の意見を求めた上で、業務内容の調整等を
検討することとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Cさんに仕事の内容や職場環境、就労継続に向

けて悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を
作成した。

記憶障害があること以外は業務遂行能力が保持されていることから、過度の就業制限が行われないよう、記
憶障害の症状を具体的に解説するとともに、再発しない限り進行しないこと、スマートフォンの録音機能やメ
モの使用など補助ツールの活用や、周囲がサポートしやすくするための同僚等との情報共有があれば業務遂行が
可能であること、ただし本人のストレスや疲労等を考慮し、今後６か月ほどは時間外労働を控えたほうが望ま
しい旨を記載した。また、通院への配慮が得られるよう、経過観察のために３か月ごとの受診が必要であるこ
とも明記した。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Cさんと産業医、上司とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し、今後６か

月ほどは時間外労働・深夜勤務等を禁止し、リーダー的立場をサポートする体制を確保したうえで、記憶障害
に対応するため記憶補助ツールを活用しながら業務を継続することとした。その後は定期的な産業医面談を行
い、経過を見ながら元の勤務に戻す予定とした。

なお、記憶障害という目に見えない障害への配慮について同僚が理解・協力するよう、本人の同意を得て、
産業医による社内研修を行うこととした。

（３）その他留意事項
高次脳機能とは、記憶、学習、思考、判断などの認知過程と情動を含めた心理機能の総称で、脳卒中や脳腫瘍、

脳外傷などによって脳が損傷を受け、認知機能に障害が起きた状態を高次脳機能障害という。
症状は損傷を受けた脳の部位によって多彩で、注意力や集中力の低下、古い記憶は保たれているのに新しい

ことが覚えられない、感情や行動の抑制が利かなくなる、よく知っている場所や道で迷う、ものによくぶつか
る等の症状が単独または複合して認められる。このため周囲の状況に見合った適切な行動がとれなくなり、生
活や仕事に支障をきたすようになる。なお、必ずしも本人が症状を自覚していない場合があるので、周囲から
みて気になる様子がある場合には、本人の了承のもと、主治医に相談する等の対応が望ましい。

症状は個別性があり多様であるため、治療と仕事の両立支援を進める際には、必要に応じて主治医やリハビ
リテーションスタッフ、産業医等の意見を勘案しながら対応を検討することが望ましい。
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事例 �（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者がΜ
でいること、主治医に૬談したいこと、特に
主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

● 労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●σεΫϫʔΫが中৺であり、෦Լのࢦಋ
のಛをࣄ、がඞཁであるなͲࠂのใ্࢘
記載

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄしているの
かを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・記Աোはൃ࠶しないݶりਐ行の͓ͦれはないこと、
ͦれҎ֎の業務行ྗはอ࣋されていることを踏ま
え、現ࡏの業務内容でのब業ܧଓのՄ൱を検討

・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、
業務をܧଓするためにඞཁなब業্のાஔ配慮にͭい
て検討
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事例 �（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者がΜ
でいること、主治医に૬談したいこと、特に
主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

● 労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●σεΫϫʔΫが中৺であり、෦Լのࢦಋ
のಛをࣄ、がඞཁであるなͲࠂのใ্࢘
記載

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄしているの
かを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・記Աোはൃ࠶しないݶりਐ行の͓ͦれはないこと、
ͦれҎ֎の業務行ྗはอ࣋されていることを踏ま
え、現ࡏの業務内容でのब業ܧଓのՄ൱を検討

・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、
業務をܧଓするためにඞཁなब業্のાஔ配慮にͭい
て検討
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事例 �（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

とするߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
ため、状の見௨し現ஈ֊で定されている
治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब業
えΒれるかͲうか、主治医の意ߟଓがՄとܧ
見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾิॿπʔルの׆༻、पғのαϙʔτ体੍なͲ、
ब業ܧଓのためにඞཁな取がある߹、ର
応を検討

ɾ্࢘ಉ྅のཧղ・協ྗがඞཁな߹には、
労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใ
をڞ༗し、ର応を検討

ɾපؾがൃ࠶した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書でࣄ業者、ຊਓがؾにしている記Աো
の状ਐ行・վળの見௨しを具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢの
のか、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾิॿπʔルの׆༻पғのαϙʔτなͲ、現ࡏの業務
をܧଓするためにඞཁな配慮を具体的に記載

ɾब業্のાஔにͭいては、労働者とし߹い、ຊਓ
のετϨεർ労ߟ慮し、記載

ɾ職でのαϙʔτがಘΒれるようにするため、ಉ྅
のཧղをಘることなͲ、ඞཁな取を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ
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事例 �（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

とするߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
ため、状の見௨し現ஈ֊で定されている
治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब業
えΒれるかͲうか、主治医の意ߟଓがՄとܧ
見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾิॿπʔルの׆༻、पғのαϙʔτ体੍なͲ、
ब業ܧଓのためにඞཁな取がある߹、ର
応を検討

ɾ্࢘ಉ྅のཧղ・協ྗがඞཁな߹には、
労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใ
をڞ༗し、ର応を検討

ɾපؾがൃ࠶した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書でࣄ業者、ຊਓがؾにしている記Աো
の状ਐ行・վળの見௨しを具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢの
のか、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾิॿπʔルの׆༻पғのαϙʔτなͲ、現ࡏの業務
をܧଓするためにඞཁな配慮を具体的に記載

ɾब業্のાஔにͭいては、労働者とし߹い、ຊਓ
のετϨεർ労ߟ慮し、記載

ɾ職でのαϙʔτがಘΒれるようにするため、ಉ྅
のཧղをಘることなͲ、ඞཁな取を記載

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ
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事例 �（ଔத）：྆     ཱ支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●記Աোのఔ・見௨し、௨Ӄの予定なͲ、
ब業্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใを
ཧ

●これまでとಉ༷の業務をܧଓするが、今後̒か
݄間は時間֎労働を߇えるため、Ϧʔμʔཧ
とҰ෦業務を分୲するϓϥンをઃ定

●௨Ӄ時間を確อできるよう、配慮߲ࣄを記載
●͘ບԼ出݂のൃ࠶にඋえ、̍ਓでの勤務には
意するよう記載

に関してཧղするよう、労ಉ྅がো・্࢘●
働者ຊਓのಉ意をಘて、্࢘・ಉ྅をରと
したݚमの実施を明記

●ৗ業務に͓いて׆༻されるよう、定される
ิॿπʔルを具体的に明記

●労働者の༷ࢠを見ながΒద時ϓϥンの見し
௨ৗ勤務にすため、࢈業医との面談実施にͭ
いて明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記載

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名
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事例 �（ଔத）：྆     ཱ支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●記Աোのఔ・見௨し、௨Ӄの予定なͲ、
ब業্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใを
ཧ

●これまでとಉ༷の業務をܧଓするが、今後̒か
݄間は時間֎労働を߇えるため、Ϧʔμʔཧ
とҰ෦業務を分୲するϓϥンをઃ定

●௨Ӄ時間を確อできるよう、配慮߲ࣄを記載
●͘ບԼ出݂のൃ࠶にඋえ、̍ਓでの勤務には
意するよう記載

に関してཧղするよう、労ಉ྅がো・্࢘●
働者ຊਓのಉ意をಘて、্࢘・ಉ྅をରと
したݚमの実施を明記

●ৗ業務に͓いて׆༻されるよう、定される
ิॿπʔルを具体的に明記

●労働者の༷ࢠを見ながΒద時ϓϥンの見し
௨ৗ勤務にすため、࢈業医との面談実施にͭ
いて明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記載

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名
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事例４　脳卒中後、高次脳機能障害を認め、治療と仕事の両立に向けた検討を行った
事例

Dさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

40歳代
男性

脳出血 薬物療法 中小企業
正社員

（鉄鋼業、
生産工程職）

嘱託産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Dさんは、従業員数が200名ほどの製造業の企業に勤務する40歳代男性である。Dさんは製造２部に配属さ
れており、ライン作業の中でプレス機器を操作して打ち抜き、曲げ加工等を行うほか、鋼や銅などの被加工剤
の運搬、製品の運搬作業にも従事している。作業場は熱処理工程があり、夏場は冷房を入れても室温が30度
以上になることがある。立ち仕事が中心であり、体力的な消耗は大きい。職場の人間関係は良好であり、勤務
経験が長いこともあり、Dさんは現在の職場に愛着を持っている。

週５日勤務であり、1日当たりの所定労働時間は8時15分～17時15分（休憩１時間）の8時間である。時間外
労働はほぼないが、まれに２～３時間ほどある場合がある。

嘱託の産業医が１名おり、月１回来社する。

イ　両立支援を行うに至った経緯
脳出血を発症したDさんは、入院当初から復職希望があったが、左半身の重度麻痺と注意障害のため早期復

職は困難であった。発症から1年後に杖なしで歩行できるくらいまで回復したため、再度、本人、産業医、上
司とで話し合うこととなった。

話合いの結果、左半身の麻痺が残っているため、プレス作業自体は困難と考えられたが、配置転換すること
で復職が可能かどうか検討することとした。

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Dさんと産業医、上司とで復職について話し合い、安全に業務を遂行できることを前提として、復職に向け
て検討することとした。検討にあたり、今までのプレス作業等は難しいのではないかと考えられたことから、
工場内の他の業務についても洗い出し、作業転換の候補とした。その上で、仕事に影響する障害に関する内容、
どのような作業であれば可能かどうか、職場で必要な配慮は何か等について、勤務情報提供書を通じて主治医
に意見を求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Dさんに仕事の内容や職場環境、復職に向けて

悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成
した。

意見書には、左半身麻痺に伴って動作や姿勢が制限されること、注意障害への対応に関しては職場において
確認が必要であること、プレス作業は難しい見込みであるものの、技術者としての経験を活かした就労継続で
あれば可能であると考えられること等について記載した。また、通院への配慮が得られるよう、通院の頻度に
ついても記載した。なお、日常生活は自力で可能な状態まで回復しており、通勤も公共交通機関を利用して可
能であると見込まれることから、その旨を明記した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Dさんと産業医、上司とで話し合った結果、事務作業へ作業転換して復職する

こととした。復職後１か月目までは体力面に配慮し、短時間勤務により経過を観察することし、問題がなけれ
ば２か月目以降は通常勤務に戻すプランとした。復職後は１か月ごとに本人と産業医、人事部とで面談を行い、
必要に応じてプランを見直すことにした。

エ　職場復帰支援プラン作成後の経過（補足）
復職２か月後にプランの評価を行ったところ、注意障害の影響により、ツールを活用しても物忘れやミスが

生じた。本人も事務作業の経験がなくストレスを感じていたことから、本人との十分な話し合いのもと、退職
することとした。

退職に当たっては、身体障害者手帳や障害年金等、利用可能な制度の紹介を行い、制度利用申請や再就職支
援について病院の医療ソーシャルワーカー（以下、MSW）に相談することにした。

退職が決まった段階で、病院のMSW、障害者就業・生活支援センターと連携して支援を行うこととなった。
退職後は障害年金による生活支援、障害者就業・生活支援センターと協働した就業支援の結果、作業所を経

て障害者雇用で新規就労した。

（３）その他留意事項
病気の罹患により障害が残った場合においても、主治医や産業医等の医師の意見を勘案し、本人と十分に話

し合った上で、治療と仕事の両立を図ることが望ましい。しかしながら、就労により病気の増悪、再発や労働
災害が生じる恐れがある場合には、復職や就労継続に関して慎重な判断が求められる。治療と仕事の両立が困
難であると判断した場合においては、産業保健総合支援センターや障害者就業・生活支援センター、地域障害
者職業センターをはじめとした関係機関に支援を求める等により、職業訓練や障害者雇用などの新規就労の検
討につながるよう配慮することも支援の１つとして想定される。
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事例 �（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、҆શӴੜの؍点かΒ、োのಛをՃຯした意
がඞཁな業務内容࡞業ڥにͭいて確認

●௨Ӄεέδϡʔルをצ案して、復職後の௨Ӄは༗څ休Ջ
のར༻でର応ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ労働者の体状況࡞業ڥを踏まえ、復職のՄ൱
ඞཁとߟえΒれるब業্のાஔを検討

ɾ҆શӴੜの؍点かΒ意がඞཁなোにͭいて、ͦの
状ର法なͲ、ใఏڙすき߲ࣄを検討

ɾ労働者の意確認しながΒ、Ͳのようなࣄであれ
Մか検討

●労働者ຊਓとし߹い、復職にࡍしてࣄ業者
労働者がΜでいること、主治医に૬談したい
こと、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて
໌記

●配ஔసのՄੑがある߹、ଞの業務内容の
ྫࣔがあると主治医は意見を書きすい

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●҆શに業務を行できることが復職のલఏと
なるため、ݥة業務（ػցのӡస・ૢ࡞）࡞
業ڥにͭいて記載

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

連携マニュアル（青）.indb   84 2021/03/09   10:14:19



85 企業・医療機関連携マニュアル

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例
̐

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

84

事例 �（ଔத）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、҆શӴੜの؍点かΒ、োのಛをՃຯした意
がඞཁな業務内容࡞業ڥにͭいて確認

●௨Ӄεέδϡʔルをצ案して、復職後の௨Ӄは༗څ休Ջ
のར༻でର応ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ労働者の体状況࡞業ڥを踏まえ、復職のՄ൱
ඞཁとߟえΒれるब業্のાஔを検討

ɾ҆શӴੜの؍点かΒ意がඞཁなোにͭいて、ͦの
状ର法なͲ、ใఏڙすき߲ࣄを検討

ɾ労働者の意確認しながΒ、Ͳのようなࣄであれ
Մか検討

●労働者ຊਓとし߹い、復職にࡍしてࣄ業者
労働者がΜでいること、主治医に૬談したい
こと、特に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて
໌記

●配ஔసのՄੑがある߹、ଞの業務内容の
ྫࣔがあると主治医は意見を書きすい

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●҆શに業務を行できることが復職のલఏと
なるため、ݥة業務（ػցのӡస・ૢ࡞）࡞
業ڥにͭいて記載

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載
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事例 �（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●ાஔ期間中であͬて、復職後に労働者の状況
がมΘる߹あり、状況に応じたର応がඞཁ

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載し、記
載時点でાஔ期間をえることが予される߹には、˓
か݄後に࠶検討といͬた記載༗ޮ

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた業務内容ଞの࡞業ީ
ิを踏まえ、復職にͭいての検討がՄかͲうか意見を
記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾݩの業務内容がࠔとߟえΒれる߹、職かΒఏ案さ
れた業務内容かΒՄとߟえΒれる業務内容ඞཁな配
慮を記載

ɾ復職後௨Ӄがඞཁな߹、௨Ӄの配慮がಘΒれるよ
う、今後の治療方針௨Ӄසを記載

ɾ職のΈでの検討がしいことが予される߹、医療
関に͓いて૬談い߹Θͤを受けける旨を記載すػ
ると、労働者ࣄ業者にとͬてߟࢀになる

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを確認
ɾ業務内容のมߋがඞཁな߹、ຊਓのݧܦを
ੜかした業務、Ҡ行しすい業務のస
を検討

ɾ意োのରॲにͭいて、職でのର応を検討
ɾ௨勤方法のมߋがඞཁな߹、ର応を検討
ɾපؾがൃ࠶した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ
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事例 �（ଔத）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●ાஔ期間中であͬて、復職後に労働者の状況
がมΘる߹あり、状況に応じたର応がඞཁ

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載し、記
載時点でાஔ期間をえることが予される߹には、˓
か݄後に࠶検討といͬた記載༗ޮ

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた業務内容ଞの࡞業ީ
ิを踏まえ、復職にͭいての検討がՄかͲうか意見を
記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾݩの業務内容がࠔとߟえΒれる߹、職かΒఏ案さ
れた業務内容かΒՄとߟえΒれる業務内容ඞཁな配
慮を記載

ɾ復職後௨Ӄがඞཁな߹、௨Ӄの配慮がಘΒれるよ
う、今後の治療方針௨Ӄසを記載

ɾ職のΈでの検討がしいことが予される߹、医療
関に͓いて૬談い߹Θͤを受けける旨を記載すػ
ると、労働者ࣄ業者にとͬてߟࢀになる

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを確認
ɾ業務内容のมߋがඞཁな߹、ຊਓのݧܦを
ੜかした業務、Ҡ行しすい業務のస
を検討

ɾ意োのରॲにͭいて、職でのର応を検討
ɾ௨勤方法のมߋがඞཁな߹、ର応を検討
ɾපؾがൃ࠶した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ
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事例 �（ଔத）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●োのఔ௨Ӄの予定なͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧ

務ࣄ、であると予されたためࠔの業務はݩ●
し、がないかͲうか確認するϓ業にస࡞
ϥンをઃ定

ॳの̍か݄は短時間勤務とし、がなけ࠷●
れ̎か݄かΒ௨ৗ勤務（時間֎労働に੍ݶ
あり）にすことをඪとしてઃ定

●௨Ӄස状なͲにͭいてߟࢀใとして
記載

●体調に応じて休ܜを取ることができるよう、ద
時休ܜを認める旨を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名
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事例 �（ଔத）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●োのఔ௨Ӄの予定なͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧ

務ࣄ、であると予されたためࠔの業務はݩ●
し、がないかͲうか確認するϓ業にస࡞
ϥンをઃ定

ॳの̍か݄は短時間勤務とし、がなけ࠷●
れ̎か݄かΒ௨ৗ勤務（時間֎労働に੍ݶ
あり）にすことをඪとしてઃ定

●௨Ӄස状なͲにͭいてߟࢀใとして
記載

●体調に応じて休ܜを取ることができるよう、ద
時休ܜを認める旨を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名
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＜構成＞

事例１　B型肝炎でインターフェロン治療の開始に伴い、一時的に業務内容の調整を

行いながら、通院による治療と仕事の両立を目指す事例

事例２　C型肝炎の治療終了後、経過観察中に肝がんが見つかり、シフトの調整等を

行いながら、入院と通院による治療と仕事の両立を目指す事例

事例３　肝硬変の治療中、合併症を発症したため、業務内容の変更などを行いながら、

通院による治療と仕事の両立を目指す事例

企業・医療機関連携マニュアル（事例編：肝疾患）

本参考資料は、具体的な事例を通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）の記載例を
示すものである。

掲載の事例はあくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置等は個別の労働者の状況によって異なる点
に留意する必要がある。

※肝疾患の特徴及び治療と仕事の両立支援に当たっての留意事項
● 肝疾患の治療には、規則正しい生活、栄養バランスの取れた食事、適度な運動による肥満防止、

禁酒・節酒などが重要であり、体調に応じて夜勤や時間外労働を免除するなどの一時的なシ
フトの調整、あるいは勤務体系の変更が必要となる場合がある。ただし、個別に必要な就業
上の措置や治療への配慮は異なるため、主治医や産業医の意見を勘案して対応を検討するこ
とが重要である。

● ウイルス性肝炎は通常の日常生活や就業の範囲では感染することはないが、職場の関係者が
感染のリスクについて誤った認識を持つことがあり、就業の継続のための理解や協力が得ら
れにくい場合もある。そうした誤った認識は、労働者本人からの支援の相談や申出を妨げる
要因にもなりうる。このため、事業者は必要に応じて肝炎に対する正しい知識の啓発を行う
ことが重要である。

● 両立支援の実施に当たり、職場の関係者等に対して労働者の状況について説明が必要である
場合には、労働者本人の同意のもと、支援に必要な情報に限って説明することが求められる。
その際、診断名は必ずしも必要な情報ではないことについて留意が必要である。

● なお、肝疾患は症状や障害の程度に応じて、様々な医療費助成制度や、生活支援制度を利用
できる場合がある。（詳しくはガイドラインP.17 ～ 19参照）
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事例１　B 型肝炎でインターフェロン治療の開始に伴い、一時的に業務内容の調整
を行いながら、通院による治療と仕事の両立を目指す事例

Ａさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

３０歳代
男性

B型肝炎 薬物療法 中小企業 正社員
（商社、営業職）

嘱託産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、従業員数が60名ほどの、日本食の輸出を取り扱う専門商社に勤務する30歳代男性である。Aさん
は営業１課に属しており、日本食の買い付けから商談、輸出までを担っている。入社10年目で中核人材とし
て活躍しており、上司からも頼りにされている。Aさん自身は仕入れ先と顧客との板挟みに苦労しながらも、
やりがいを感じている。また、Aさんは妻との２人暮らしであり、家計を支えるためにも自分が頑張らなくて
はと思い、日々仕事に励んでいる。

1日当たりの所定労働時間は９時～ 17時45分（休憩1時間、週５日間）である。食品の買い付けのための国
内の出張のほか、海外顧客との商談のため長期の海外出張もある。

嘱託産業医が１名おり、月１回来社している。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Aさんは20歳代のころ、虫垂炎治療のために入院したことがきっかけでB型肝炎が見つかった。幸い無症候

性キャリア（B型肝炎ウイルスに感染しているが、肝炎の症状がない状態）であったため、経過観察のために半
年に1回病院を受診し、検査を受けていた。Aさんは病気のことを入社時の健康診断の問診で申告していたも
のの、通院には有給休暇を使って対応しており、特別な配慮は必要なかったことから、職場の上司や同僚等に
は伝えていなかった。

ある日の検査で、Aさんは慢性肝炎と診断され、医師からインターフェロン治療を勧められた。医師からは、
治療のためには毎週１回の通院が必要であり、出張は控える必要があるとの説明があった。Aさんは職場に迷
惑がかかるのではないかという懸念とともに、知人から治療の副作用が強いという話を聞いたこともあり、治
療を受けることにためらいがあり、上司に相談することにした。

上司がAさんの同意を得て、人事部に相談したところ、産業医にも意見を求めて、治療と仕事の両立に向け
て検討することとした。 

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Aさんと上司、産業医、人事部とで話し合い、通院して治療を受けながら仕事を続けるために必要な就業上
の措置や配慮を検討するために、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求めることとした。具体的には、仕
事柄、不規則な勤務になりやすい特徴を伝えた上で、海外出張や国内出張は可能か、時間外労働は可能か、通
院日はどの程度の時間を確保すればよいか等について確認することとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Aさんに仕事の内容や職場環境、治療開始に向

けて悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を
作成した。

可能な限り規則正しい生活が送れるような業務の調整が望ましいこと、通院日が確保できれば出張は差し障
りがないこと、通院日は数時間から半日の時間が必要であること等について明記した。また、Aさんは副作用
に対して強い不安を覚えていることから、副作用に関しては病院の看護師が対応することも明記した。仕事の
状況に応じて通院日や時間帯、通院先は調整可能な場合がある旨も記載した。

なお、人によっては治療が合わず中止・変更する場合があることも記載した。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Aさんと上司、産業医、人事部とで話し合った結果、原則、通院には時差出勤

を活用すること、長期の出張は制限するが、体調に問題がなければ短期間の国内出張は認めることとした。体
調に配慮し、治療開始後しばらくは時間外労働、休日出勤を制限するとともに、定期的に産業医がAさんと面
談し、治療方針の変更があった場合などには、プランの見直しを行うこととした。

なお、長期出張の制限にあたり、同僚と業務調整をすることにした。そのため、本人の同意を得て、上司
から同僚に業務調整が必要なことを説明し、理解・協力を求めた。説明の際、詳しい病名は伝えず、１年ほ
ど毎週通院が必要であることや想定される副作用など、長期出張の制限が必要となる症状等について情報提
供を行った。

（３）その他留意事項
B型肝炎治療の１つとしてインターフェロン治療がある。この治療は週１回の通院が１年ほど続く。ある程

度期間が決まっているため、その期間の通院時間が確保できるような勤務制度や休暇制度の整備が重要である。
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事例 の記載例（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ࡍΔ͢     ڙҩʹఏ࣏ใΛओۈ：（ױ࣬؊）�

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●ඞཁに応じて、休業Մ期間のうͪ、څ༩ิ
ঈを受けΒれる期間を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、出ுなͲ、業務্ඞཁなཁ݅にͭいて確認

●௨Ӄεέδϡʔルٴͼ࣍༗څ休Ջが時間୯Ґでར༻Մ
であることを踏まえ、௨Ӄは༗څ休Ջでର応Մであ
ることを労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・出ுなͲのब業内容がաに੍ݶされることがないよ
う、௨Ӄ時間確อのためにඞཁな配慮を検討

・෭࡞༻に関して、現時点で記載できる内容職でඞ
ཁとߟえΒれる配慮を検討

・ͦのଞ、治療をଓける্でඞཁなใを検討

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者がΜ
でいること、主治医に૬談したいこと、特に
主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容をܧଓすることを念಄に、具
体的にࣄの内容を記載

●ब業ܧଓのՄ൱にͭいて主治医の意見を確認
するにたり、ෆنଇな勤務になりすいこと、
時間֎労働がଟいこと、出ுがあること、
のಛを記載ࣄ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

連携マニュアル（青）.indb   94 2021/03/09   10:14:20



95 企業・医療機関連携マニュアル

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例
̍

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

94

事例 の記載例（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ࡍΔ͢     ڙҩʹఏ࣏ใΛओۈ：（ױ࣬؊）�

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●ඞཁに応じて、休業Մ期間のうͪ、څ༩ิ
ঈを受けΒれる期間を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、出ுなͲ、業務্ඞཁなཁ݅にͭいて確認

●௨Ӄεέδϡʔルٴͼ࣍༗څ休Ջが時間୯Ґでར༻Մ
であることを踏まえ、௨Ӄは༗څ休Ջでର応Մであ
ることを労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・出ுなͲのब業内容がաに੍ݶされることがないよ
う、௨Ӄ時間確อのためにඞཁな配慮を検討

・෭࡞༻に関して、現時点で記載できる内容職でඞ
ཁとߟえΒれる配慮を検討

・ͦのଞ、治療をଓける্でඞཁなใを検討

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者がΜ
でいること、主治医に૬談したいこと、特に
主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容をܧଓすることを念಄に、具
体的にࣄの内容を記載

●ब業ܧଓのՄ൱にͭいて主治医の意見を確認
するにたり、ෆنଇな勤務になりすいこと、
時間֎労働がଟいこと、出ுがあること、
のಛを記載ࣄ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名
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▲ ▲

●௨Ӄ・時間௨ӃઌなͲ、労働者を௨じて主
治医に૬談Մなことにͭいて確認

●ાஔ期間後はඞཁに応じて主治医の意見の確認
ϓϥンの見しを行うことを定

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใをదに取りѻう

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

とするߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
ため、現ஈ֊で定されている治療の予定を
確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब業
えΒれるかͲうか、主治医の意ߟଓがՄとܧ
見を確認

●෭࡞༻に関する࣭・૬談のର応、௨Ӄに関する
調なͲ、医療ػ関ଆでର応Մなことにͭいて記載する
と、労働者ࣄ業者にとͬてߟࢀになる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●現時点で記載Մな治療の予定を記載
●治療の中ࢭมߋのڪれがある߹はͦの旨を明記
●治療終了後௨ӃなͲのために職での配慮がඞཁと
定される߹には、治療後の見௨しにͭいて記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質問
事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾ௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄස時間を記載
ɾ෭࡞༻の状を記載するࡍは、ݸਓࠩがあること状
がҰ定でないなͲ、ཹ意がඞཁな点記載

ɾنଇਖ਼しいੜ׆がૹれるようにするなͲ、治療݈߁
ཧのためにඞཁな߲ࣄがあれ具体的に記載

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄにͭいて、ର応ඞਢののかましい
のかを確認

ɾ出ுの調なͲ働き方のมߋがඞཁなのに
ͭいてはର応Մੑを検討

ɾ体調ཧうͭ状のૣ期ൃ見のためなͲ
に、্࢘の協ྗがඞཁな߹には、労働者
ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ༗
し、ର応を検討

ɾ治療の中ࢭมߋにい、ましいब業্の
ાஔがมΘる߹ある点にཹ意

事例 の記載例（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍΊΔٻҩのҙ見Λ࣏ଓのՄ൱ʹ͍ͭͯ     ओܧۀଓबܧのྍ࣏：（ױ࣬؊）�

事業者が֬ೝする際のポイントҩྍؔػが作成する際のポイント

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載
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▲ ▲

●௨Ӄ・時間௨ӃઌなͲ、労働者を௨じて主
治医に૬談Մなことにͭいて確認

●ાஔ期間後はඞཁに応じて主治医の意見の確認
ϓϥンの見しを行うことを定

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใをదに取りѻう

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

とするߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
ため、現ஈ֊で定されている治療の予定を
確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब業
えΒれるかͲうか、主治医の意ߟଓがՄとܧ
見を確認

●෭࡞༻に関する࣭・૬談のର応、௨Ӄに関する
調なͲ、医療ػ関ଆでର応Մなことにͭいて記載する
と、労働者ࣄ業者にとͬてߟࢀになる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●現時点で記載Մな治療の予定を記載
●治療の中ࢭมߋのڪれがある߹はͦの旨を明記
●治療終了後௨ӃなͲのために職での配慮がඞཁと
定される߹には、治療後の見௨しにͭいて記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質問
事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾ௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄස時間を記載
ɾ෭࡞༻の状を記載するࡍは、ݸਓࠩがあること状
がҰ定でないなͲ、ཹ意がඞཁな点記載

ɾنଇਖ਼しいੜ׆がૹれるようにするなͲ、治療݈߁
ཧのためにඞཁな߲ࣄがあれ具体的に記載

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄにͭいて、ର応ඞਢののかましい
のかを確認

ɾ出ுの調なͲ働き方のมߋがඞཁなのに
ͭいてはର応Մੑを検討

ɾ体調ཧうͭ状のૣ期ൃ見のためなͲ
に、্࢘の協ྗがඞཁな߹には、労働者
ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ༗
し、ର応を検討

ɾ治療の中ࢭมߋにい、ましいब業্の
ાஔがมΘる߹ある点にཹ意

事例 の記載例（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍΊΔٻҩのҙ見Λ࣏ଓのՄ൱ʹ͍ͭͯ     ओܧۀଓबܧのྍ࣏：（ױ࣬؊）�

事業者が֬ೝする際のポイントҩྍؔػが作成する際のポイント

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載
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▲事業者が作成する際のポイント

●̎か݄まではि̍ճはޕલ休による௨Ӄを
定

●ͦの後治療をܧଓする߹には、ࣄのӨ
慮し、௨Ӄߟ（༩面څ休Ջڅ༗）ڹ
は時ࠩ出勤を׆༻し、༦方に受できるϓϥ
ンをઃ定

●現時点のඪとして、治療終了後（̎）は
௨ৗ勤務にることをઃ定

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

事例 支援プランの記載例ཱ     ྆：（ױ࣬؊）�

●治療方針のมߋに応じてద時ϓϥンの見し
を行うなͲ、ϓϥンの見しの時期に関して
記載

●௨Ӄと出ுがॏなͬた߹のର応方針な
Ͳ、あΒかじめ取り決めた内容があれ記載

●ඞཁ時に休ܜが取れるよう、体調に応じてద時
休ܜを認める旨を明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●௨Ӄ体調面の配慮を行うために、௨Ӄස
治療期間、෭࡞༻として༷ʑな状がありう
ること、ඞཁなใをཧ

●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載
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▲事業者が作成する際のポイント

●̎か݄まではि̍ճはޕલ休による௨Ӄを
定

●ͦの後治療をܧଓする߹には、ࣄのӨ
慮し、௨Ӄߟ（༩面څ休Ջڅ༗）ڹ
は時ࠩ出勤を׆༻し、༦方に受できるϓϥ
ンをઃ定

●現時点のඪとして、治療終了後（̎）は
௨ৗ勤務にることをઃ定

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

事例 支援プランの記載例ཱ     ྆：（ױ࣬؊）�

●治療方針のมߋに応じてద時ϓϥンの見し
を行うなͲ、ϓϥンの見しの時期に関して
記載

●௨Ӄと出ுがॏなͬた߹のର応方針な
Ͳ、あΒかじめ取り決めた内容があれ記載

●ඞཁ時に休ܜが取れるよう、体調に応じてద時
休ܜを認める旨を明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●௨Ӄ体調面の配慮を行うために、௨Ӄස
治療期間、෭࡞༻として༷ʑな状がありう
ること、ඞཁなใをཧ

●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載
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事例２　C 型肝炎の治療終了後、経過観察中に肝がんが見つかり、シフトの調整等
を行いながら、入院と通院による治療と仕事の両立を目指す事例

Bさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

60歳代
男性

C型肝炎
肝がん

ラジオ波焼灼療法
薬物療法

中小企業
契約社員

（警備会社、
交通誘導警備員）

なし

（１）事例の概要
ア　基本情報

Bさんは、従業員数が30名ほどの警備会社に勤務する60歳代男性である。定年後、再雇用制度により契約
社員として勤めて1年ほど経過している。従業員は交通誘導警備班（建設現場や工事現場等の交通誘導）と施設
警備班（ビルや駐車場等の施設警備）に分けられており、Bさんは交通誘導警備班に所属している。Bさんは勤
務経験が長く、元気で面倒見がよい性格から、同僚や後輩に慕われている。

交通誘導警備班の仕事は天候に関係なく屋外での勤務が中心であり、月に数回の夜勤と日勤のシフト制であ
ることから、体力を要する仕事である。シフトは各従業員の希望を踏まえて作成されるほか、急きょ休暇が必
要になった場合でも同僚等と調整して取得しており、概ね希望どおり休暇を取ることができる。なお、産業医
は選任されていない。

イ　両立支援を行うに至った経緯
数年前、Bさんは自ら受けた肝炎ウイルス検査がきっかけで、C型慢性肝炎であることが判明した。医師から

の勧めでインターフェロンフリーの飲み薬による治療を行い、無事SVR（C型肝炎ウイルス持続陰性化）になっ
た。なお、肝炎に対する偏見が怖かったため職場には報告せず、平日の休みを利用して通院、治療を受けていた。

１年ほど経過した頃、定期検査で肝がんが見つかり、ラジオ波焼灼術を受けることとした。経過観察の通院
を欠かさず行っていたため、幸い早期のがんであり、治療自体は４日ほどの入院期間で済むとのことであった。
しかし、主治医から、治療後１週間ほどは自宅療養し、職場復帰後は規則正しい生活を送るよう指示があった。
また、手術後も２～３か月に１回の通院が必要との説明があった。

Bさんはがんが見つかったことでひどく落ち込み、妻も大変心配していた。Bさんは長年携わっている仕事
にやりがいを感じており、老後の生活のためにもできるだけ長く働きたいと考えていたが、今回の入院で1週
間程度の有給休暇の希望を出さねばならず、退院後もこれまでのように屋外での仕事ができないのではないか
と思い悩んでいた。今まで病気のことを会社の人間に知らせたことはなく、会社に迷惑をかけると思い、離職
するという選択肢も考えた。

主治医に相談したところ、医療ソーシャルワーカー（以下、MSW）を紹介された。MSWから治療と仕事の
両立について教えてもらい、まずは上司に相談するよう助言があった。そこでBさんは上司に肝がんが見つかっ
たこと、今度の治療の見通しを伝えて今後の働き方について相談した。

上司は産業保健総合支援センターにも意見を求めながら、対応を検討することとした。 
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Bさんと上司とで話し合った結果、入院や通院のためにシフト調整をするに当たって必要な情報を確認する
とともに、退院後もこれまでと同様の仕事ができるかどうか、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求める
こととした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Bさんに仕事の内容や職場環境、就労継続に向

けて悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を
作成した。

意見書には入院や通院の配慮が得られるよう、現時点での治療予定や要する時間等について具体的に記載し
た。また、肝がんは再発の可能性が高いことから、定期的な通院による検査が重要であることも明記した。
Bさんが交通誘導警備班での仕事の継続を希望していることから、当該業務を継続するに当たり、治療後は倦
怠感が強いため適時休憩をとる等の配慮が望ましいこと、体調面・通院への配慮のためにしばらくは規則正し
い生活ができるよう、夜勤回数を減らす等の対応が望ましいことなどを明記した。

また、病院ではMSWが患者からの相談窓口となっているため、治療と仕事の両立に関する相談には病院の
MSWが対応することも記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Bさんと上司とで話し合った結果、入院・自宅療養には有給休暇を活用するこ

ととし、復職後しばらくは夜勤と土日勤務は免除することにした。また、治療や通院頻度が落ち着いた頃に
元の勤務に戻ることを長期的な目標とした。プランの内容は産業保健総合支援センターの助言を得ながら作
成した。

シフトの調整や休憩時間の確保が必要であったため、本人の同意を得て上司から同僚等に状況を説明し、理
解・協力を求めた。上司は日々の体調を確認するようにし、本人から相談しやすい環境づくりを心掛けること
とした。

（３）その他留意事項
肝がんは再発しやすい病気であり、再発の早期発見ができるよう、定期的な通院による検査が必要となる。

そのため、通院に必要な業務調整や有給休暇の取得等への配慮が重要である。
なお、各都道府県に設置されている産業保健総合支援センターでは、治療と仕事の両立支援に関する支援を

無料で行っている。全ての事業場において産業保健総合支援センターの利用は可能だが、特に、産業医が選任
されておらず、専門的な観点から助言が得られにくい事業場においては、産業保健総合支援センターを活用す
ることも有用である。 
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事例 の記載例（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ࡍΔ͢     ڙҩʹఏ࣏ใΛओۈ：（ױ࣬؊）2

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、֎勤務であることかΒ࡞業ڥ休ܜのとり
すさにͭいて労働者に確認

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻
でର応ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ֎勤務ަ੍であることを踏まえ、ަ௨༠ಋܯඋ
業務をܧଓするためにඞཁとߟえΒれる配慮を検討

ɾ体調ཧ治療ܧଓのために、職に͓いてඞཁとߟ
えΒれる配慮意߲ࣄを検討

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●労働者のཁ・意があれ、記載して͓͘
と主治医が意見を検討するࡍのߟࢀになる

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容をܧଓすることを念಄に、具
体的にࣄの内容を記載

●復職のՄ൱にͭいて主治医の意見を確認する
にたり、ཱҐでの࡞業であること、ࣄの
ಛを記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名
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事例 の記載例（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ࡍΔ͢     ڙҩʹఏ࣏ใΛओۈ：（ױ࣬؊）2

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、֎勤務であることかΒ࡞業ڥ休ܜのとり
すさにͭいて労働者に確認

●ೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻
でର応ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ֎勤務ަ੍であることを踏まえ、ަ௨༠ಋܯඋ
業務をܧଓするためにඞཁとߟえΒれる配慮を検討

ɾ体調ཧ治療ܧଓのために、職に͓いてඞཁとߟ
えΒれる配慮意߲ࣄを検討

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●労働者のཁ・意があれ、記載して͓͘
と主治医が意見を検討するࡍのߟࢀになる

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容をܧଓすることを念಄に、具
体的にࣄの内容を記載

●復職のՄ൱にͭいて主治医の意見を確認する
にたり、ཱҐでの࡞業であること、ࣄの
ಛを記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名
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▲ ▲

ԉに関して、労働者を௨じて.48に૬ࢧཱ྆●
談Մなことにͭいて確認

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●治療とࣄのཱ྆に関する૬談にର応Մである߹に
は、૬談૭ޱなͲを記載すると、労働者ࣄ業者にとͬて
になるߟࢀ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄにͭいて、ର応がඞਢののか、
ましいのかを確認

ɾ休ܜの確実な取ಘのためにγϑτの調を行
う、現関係者ಉ྅との調がඞཁな
߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁな
ൣғでใをڞ༗し、ର応を検討

ɾ࠶治療の߹なͲ、治療の予定はมߋのՄ
ੑがあり、ましいब業্のાஔがมΘる
߹ある点にཹ意

事例 の記載例（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍΊΔٻҩ      のҙ見Λ࣏職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ：（ױ࣬؊）2

事業者が֬ೝする際のポイントҩྍؔػが作成する際のポイント

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルを記載するࡍは、職での配
慮がಘΒれるよう、記載Մなൣғで具体的に記載

ɾ෭࡞༻の状を記載するࡍは、ݸਓࠩがあること状
がҰ定でないなͲ、ཹ意がඞཁな点記載

ɾنଇਖ਼しいੜ׆がૹれるようにするなͲ、治療݈߁
ཧのためにඞཁな߲ࣄがあれ具体的に記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ
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▲ ▲

ԉに関して、労働者を௨じて.48に૬ࢧཱ྆●
談Մなことにͭいて確認

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●治療とࣄのཱ྆に関する૬談にର応Մである߹に
は、૬談૭ޱなͲを記載すると、労働者ࣄ業者にとͬて
になるߟࢀ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄにͭいて、ର応がඞਢののか、
ましいのかを確認

ɾ休ܜの確実な取ಘのためにγϑτの調を行
う、現関係者ಉ྅との調がඞཁな
߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁな
ൣғでใをڞ༗し、ର応を検討

ɾ࠶治療の߹なͲ、治療の予定はมߋのՄ
ੑがあり、ましいब業্のાஔがมΘる
߹ある点にཹ意

事例 の記載例（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍΊΔٻҩ      のҙ見Λ࣏職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ：（ױ࣬؊）2

事業者が֬ೝする際のポイントҩྍؔػが作成する際のポイント

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルを記載するࡍは、職での配
慮がಘΒれるよう、記載Մなൣғで具体的に記載

ɾ෭࡞༻の状を記載するࡍは、ݸਓࠩがあること状
がҰ定でないなͲ、ཹ意がඞཁな点記載

ɾنଇਖ਼しいੜ׆がૹれるようにするなͲ、治療݈߁
ཧのためにඞཁな߲ࣄがあれ具体的に記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ
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▲事業者が作成する際のポイント

●̍ʙ̎か݄は時間֎労働、勤、勤務を
し、ঃʑに௨ৗの勤務にすことをඪとࢭې
してઃ定

●休ܜ時間を確実に確อできるよう、Ұ時的に現
ަ時間をมߋするなͲ、復職にࡍしてඞ
ཁなब業্のાஔを明記

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

事例 職場     復帰支援プランの記載例：（ױ࣬؊）2

●休ܜ時間を確อするため、労働者の状況にͭい
てಉ྅にઆ明がඞཁな߹には、ඞཁなൣғ
にݶ定してઆ明する旨を明記

●主治医の意見をצ案し、࢈業อ݈૯߹ࢧԉηン
タʔのॿݴのと、労働者ຊਓとの߹いを踏
まえて職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●ೖӃ治療の予定なͲ、ब業্のાஔ配慮を
行うためにඞཁなใをཧ

●ϓϥンの見しの時期面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

●治療とࣄのཱ྆に関してར༻Մな૬談ઌが
あれ、具体的に記載
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▲事業者が作成する際のポイント

●̍ʙ̎か݄は時間֎労働、勤、勤務を
し、ঃʑに௨ৗの勤務にすことをඪとࢭې
してઃ定

●休ܜ時間を確実に確อできるよう、Ұ時的に現
ަ時間をมߋするなͲ、復職にࡍしてඞ
ཁなब業্のાஔを明記

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

事例 職場     復帰支援プランの記載例：（ױ࣬؊）2

●休ܜ時間を確อするため、労働者の状況にͭい
てಉ྅にઆ明がඞཁな߹には、ඞཁなൣғ
にݶ定してઆ明する旨を明記

●主治医の意見をצ案し、࢈業อ݈૯߹ࢧԉηン
タʔのॿݴのと、労働者ຊਓとの߹いを踏
まえて職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●ೖӃ治療の予定なͲ、ब業্のાஔ配慮を
行うためにඞཁなใをཧ

●ϓϥンの見しの時期面談の実施時期を記載
●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

●治療とࣄのཱ྆に関してར༻Մな૬談ઌが
あれ、具体的に記載
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事例３　肝硬変の治療中、合併症を発症したため、業務内容の変更などを行いながら、
通院による治療と仕事の両立を目指す事例

Cさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

５０歳代
男性

肝硬変 薬物療法 大企業
正社員

（製造業、
生産工程職）

専属産業医
・保健師

（１）事例の概要
ア　基本情報

Cさんは、従業員数が1000名超の製造業の企業に勤務する50歳代男性である。Cさんは工場内で製造ライ
ンにリフトで部品を供給する業務に就いており、基本的には１人で作業する。リフトの動線上は作業者の歩道
と交差する箇所もあるが、これまで事故を起こすようなことはなかった。

週５日勤務であり、夜勤もあるシフト制勤務である。健康管理部門には常勤の専属産業医1名、保健師1名
がいる。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Cさんは40歳の時に職場の健康診断がきっかけで糖尿病が見つかり、土曜日や平日休みを活用しながら近所

の診療所で治療を受けていた。薬による治療に加え、食事指導も受けていたが、独身で自炊が苦手なことから
外食に偏りがちであった。そのような中、診療所での治療中に非アルコール性脂肪肝炎（NASH）を原因とする
肝硬変が疑われ、総合病院を紹介された。総合病院で検査を受けたところ肝硬変が進行していることが分かり、
その後は総合病院で糖尿病と肝硬変の治療を受けることになった。しかし、総合病院は診療所よりも遠方にあ
り、また土曜日は休診であったことから受診しづらく、１年ほど受診できない日々が続いていた。

ある日、Cさんが出勤時刻になっても出社しないので職場の上司がCさんに電話をかけたところ、ろれつが
回らず要領を得ない状況であった。心配した上司がＣさんの自宅を訪問したところ、失禁して倒れているCさ
んを見つけたため、救急車を要請、Cさんは病院へ搬送された。病院で肝性脳症と腹水貯留が確認されたため
急きょ 2週間ほど入院することとなった。退院から2週間後の検査でも症状の改善が認められたため、主治医
からは復職可能であること、ただし夜勤は避けたほうがよい、と話があった。

Cさんは夜勤をしないと収入が減るばかりか、長年リフト運転に従事しており別の業務への異動は難しいと
感じており、仕事を辞めされられるのではないかと心配になった。Cさんは、主治医から紹介された病院の医
療ソーシャルワーカーに相談し、職場への相談方法について助言を得たうえで、所属長に相談することとした。
相談を受けた所属長はCさん、産業医、人事部と話し合い、復職後の働き方について検討することとした。 

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Cさんと産業医、上司、人事部とで今後の働き方について話し合った結果、通院への配慮や健康管理のため
に必要な情報を、勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求めることとした。特にリフト運転や通勤時の自家
用車の運転の可否や、夜勤の制限が一時的なものかどうか等を確認することとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Cさんに仕事の内容や職場環境、復職に向けて

悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成
した。

肝性脳症が悪化した場合の症状や判断の目安を記載し、必要であれば病院を受診させるよう協力を求めた。
肝性脳症を起こした場合は判断能力が低下するおそれがあり、夜勤は可能な限り避けること、リフト運転や周
囲に誰もいない環境で作業することは避けることも記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Cさんと産業医、上司、人事部とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し、

安全確保のためにリフト運転や夜勤は避け、また、通勤方法も自家用車からバスへ変更することとした。代わ
りに、これまでの経験を活かし、リフトの配車やメンテナンスの担当に配置転換することとした。復職後１か
月は身体的な負荷を軽減するため、担当者から配車やメンテナンスの教育を受ける期間とした。

肝性脳症を起こした場合に備え、Cさんの同意を得て、産業医から、「肝臓の病気の影響でいつもと違う行動
や危険な行動をする場合がある。異変に気づいたら上司に伝えること」を同僚に説明し、協力を求めた。

なお、病院受診の間隔にあわせて２週間に一度、本人と産業医や保健師との面談を行うこととし、必要に応
じてプランの見直しを行うこととした。

（３）その他留意事項
経過によっては、入退院を繰り返し、長期の支援が必要となる場合がある。あらかじめ、休みが必要になっ

た場合の業務の調整方法や、出勤を認める条件について、本人と十分に話し合った上で決めておくなどの対応
が望ましい。また、夜勤ができなくなることで収入が減少する場合もある。労働組合の共済金や健康保険組合
の傷病手当金制度など、利用可能な制度等を労働者に情報提供するなどの支援も有用である。
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▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

6.

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、࡞業ڥෆنଇな勤務の状況にͭいて、労働者
に確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●࣭・૬談するཧ༝記載すると、主治医は
意見を記載しすい

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●復職のՄ൱にͭいて主治医の意見を確認する
にたり、Ϧϑτӡస勤があること、̍ਓ
のಛを記載ࣄ、業であることなͲ࡞

事例 の記載例（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ࡍΔ͢     ڙҩʹఏ࣏ใΛओۈ：（ױ࣬؊）�

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ؊ੑなͲの労働者のප状と、業務内容࡞業ڥ
を踏まえ、ඞཁなब業্のાஔ配慮にͭいて意見を検討

ɾஅྗのԼなͲの状が見ࠐまれる߹には、業務
内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、労働者
ຊਓपғの҆શ確อの؍点かΒඞཁなब業্のાஔに
ͭいて検討

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

連携マニュアル（青）.indb   110 2021/03/09   10:14:24



111 企業・医療機関連携マニュアル

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例
̏

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

110

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

6.

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて৽ن༩のタイミング༩
、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）を記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記
（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時
ࠩ出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨ
ϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ಛに、࡞業ڥෆنଇな勤務の状況にͭいて、労働者
に確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて໌記

●࣭・૬談するཧ༝記載すると、主治医は
意見を記載しすい

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●復職のՄ൱にͭいて主治医の意見を確認する
にたり、Ϧϑτӡస勤があること、̍ਓ
のಛを記載ࣄ、業であることなͲ࡞

事例 の記載例（ॻڙใఏۈ）の༷ࣜ例ࡍΔ͢     ڙҩʹఏ࣏ใΛओۈ：（ױ࣬؊）�

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾ؊ੑなͲの労働者のප状と、業務内容࡞業ڥ
を踏まえ、ඞཁなब業্のાஔ配慮にͭいて意見を検討

ɾஅྗのԼなͲの状が見ࠐまれる߹には、業務
内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、労働者
ຊਓपғの҆શ確อの؍点かΒඞཁなब業্のાஔに
ͭいて検討

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名
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▲ ▲

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

業医がબされている߹は、ใをਖ਼確にえるた࢈●
めにඞཁに応じて専༻ޠ༻する

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質問
事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルを記載するࡍは、職での配
慮がಘΒれるよう、記載Մなൣғで具体的に記載

ɾૣ期にපӃの受をଅすき҆があれ、具体的に記載
ɾنଇਖ਼しいੜ׆がૹれるようにするなͲ、治療݈߁
ཧのためにඞཁな߲ࣄがあれ具体的に記載

ɾ治療とࣄのཱ྆ࢧԉに関する૬談にର応Մである
߹には、૬談૭ޱなͲを記載すると、労働者ࣄ業者に
とͬてߟࢀになる

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄにͭいて、ର応がඞਢののか、
ましいのかを確認

ɾ௨勤方法業務内容にͭいて、มߋがඞཁな
のがあれର応を検討

ɾ؊ੑがൃ࠶した߹のૣ期ൃ見҆શ確
อのために、্࢘ಉ྅の協ྗがඞཁな
߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣ
ғでใをڞ༗し、ର応を検討

ɾපؾがൃ࠶した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

事例 の記載例（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍΊΔٻҩ     のҙ見Λ࣏職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ：（ױ࣬؊）�

事業者が֬ೝする際のポイントҩྍؔػが作成する際のポイント

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる
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▲ ▲

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し主
治医の意見の確認を行うことを定

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓのཧ
ղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆༻
するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬて復職
がՄとߟえΒれるかͲうか、主治医の意見を
確認

●ਓࣄ෦のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため、
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

業医がબされている߹は、ใをਖ਼確にえるた࢈●
めにඞཁに応じて専༻ޠ༻する

●勤務ใఏڙ書に記載されていた復職後の働き方にͭい
て、現ࡏの労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職に
ͭいての検討がՄかͲうか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質問
事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾೖӃ௨Ӄのεέδϡʔルを記載するࡍは、職での配
慮がಘΒれるよう、記載Մなൣғで具体的に記載

ɾૣ期にපӃの受をଅすき҆があれ、具体的に記載
ɾنଇਖ਼しいੜ׆がૹれるようにするなͲ、治療݈߁
ཧのためにඞཁな߲ࣄがあれ具体的に記載

ɾ治療とࣄのཱ྆ࢧԉに関する૬談にର応Մである
߹には、૬談૭ޱなͲを記載すると、労働者ࣄ業者に
とͬてߟࢀになる

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄにͭいて、ର応がඞਢののか、
ましいのかを確認

ɾ௨勤方法業務内容にͭいて、มߋがඞཁな
のがあれର応を検討

ɾ؊ੑがൃ࠶した߹のૣ期ൃ見҆શ確
อのために、্࢘ಉ྅の協ྗがඞཁな
߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣ
ғでใをڞ༗し、ର応を検討

ɾපؾがൃ࠶した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

事例 の記載例（ҩҙ見ॻ࣏ओ）の༷ࣜ例ࡍΊΔٻҩ     のҙ見Λ࣏職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ：（ױ࣬؊）�

事業者が֬ೝする際のポイントҩྍؔػが作成する際のポイント

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

連携マニュアル（青）.indb   113 2021/03/09   10:14:25



115114企業・医療機関連携マニュアル

▲事業者が作成する際のポイント

●̍か݄は時間֎労働、休出勤をࢭېとし、
ঃʑに勤務時間をԆし、業務ෛՙを૿すϓ
ϥンをઃ定

業医面談にͭい࢈によるʑの体調確認্࢘●
て明記ɻ࢈業医面談はපӃ受の間ִにあΘ
ͤてઃ定

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

事例 職場     復帰支援プランの記載例：（ױ࣬؊）�

●主治医意見書に͓いてආけるようࣔࢦのあͬた
Ϧϑτӡస、ࣗՈ༻ंによる௨勤、勤、पғ
に୭いないڥでの࡞業は行Θないことを明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえて職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●ೖӃ治療の予定なͲ、ब業্のાஔ配慮を
行うためにඞཁなใをཧ

●؊ੑがٙΘれる߹のର応なͲ、ಉ྅の
協ྗがඞཁな߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘ
て、આ明する内容・ର者を明記

●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載
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▲事業者が作成する際のポイント

●̍か݄は時間֎労働、休出勤をࢭېとし、
ঃʑに勤務時間をԆし、業務ෛՙを૿すϓ
ϥンをઃ定

業医面談にͭい࢈によるʑの体調確認্࢘●
て明記ɻ࢈業医面談はපӃ受の間ִにあΘ
ͤてઃ定

●関係者による協議・確認を終えた内容であるこ
とが分かるよう、署名

事例 職場     復帰支援プランの記載例：（ױ࣬؊）�

●主治医意見書に͓いてආけるようࣔࢦのあͬた
Ϧϑτӡస、ࣗՈ༻ंによる௨勤、勤、पғ
に୭いないڥでの࡞業は行Θないことを明記

●主治医、࢈業医の意見をצ案し、労働者ຊਓと
の߹い踏まえて職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●ೖӃ治療の予定なͲ、ब業্のાஔ配慮を
行うためにඞཁなใをཧ

●؊ੑがٙΘれる߹のର応なͲ、ಉ྅の
協ྗがඞཁな߹には、労働者ຊਓのಉ意をಘ
て、આ明する内容・ର者を明記

●ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄがあれ記
載
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企業・医療機関連携マニュアル（事例編：難病）

本参考資料は、具体的な事例を通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）の記載例を
示すものである。

掲載の事例はあくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置等は疾病の種類や個別の労働者の状況によっ
て異なる点に留意する必要がある。

＜構成＞

事例１　�全身性エリテマトーデス（SLE）の診断後、体調面にも配慮しながら、

通院による治療と仕事の両立を目指す事例

事例２　�潰瘍性大腸炎（UC）の再燃による入院後、一時的な配置転換を行いな

がら、治療と仕事の両立を目指す事例

事例３　�HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の診断後、症状の進行に備えて、長期的

に治療と仕事の両立に関する方針を検討する事例

※難病の特徴及び治療と仕事の両立支援に当たっての留意事項
● 難病は聞きなれない病名や限られた情報から、「働くことが難しいのではないか」といった誤解を生じやすい。

主治医から正しい情報を得た上で、労働者本人と人事労務担当者、産業保健スタッフ、上司等との関係者間で
話し合い、関係者ができるだけ納得を得られるようなܗで対応することが望ましい。特に、難病に対する誤っ
た理解は、無用な差別や、労働者本人のこれまでの就業経験や意向などを考慮しないܗでの過剰な就業制限に
つながる恐れがある。こうした対応は、ए年の難病患者の場合、職業生活におけるキャリアܗ成にも影響を及
ぼす恐れがある。

● 難病の場合、他者には、痛みや倦怠感、疲労や発熱など症状の有無や程度が外見からは分からない場合が多い。
そのため、主治医から正しい情報を得た上で、上司等から労働者本人に声掛けを行うなど、労働者本人が配慮
の申出を行いやすい環境を整えることも重要である。

● 病状によっては急な発熱などの体調の変化も予ଌされるため、体調不良時に休ଉできる、急な欠勤に対しても
フォローができるなどの体制を整備することが望ましい。また、体調不良時は、早めに受診し主治医の意見を
ぐことで、体調の悪化を防ぐことが可能であることから、受診に対する申出があった場合には、通院時間のڼ
確保等の配慮を行うことが重要である。

● なお、病状や体調が安定している場合であっても、定期的な通院を継続することにより、診察や検査を受ける
ことが重要である。また、定期的な通院に加え、検査のために別్通院が必要となる場合があることに留意する。
必要に応じて、事業者は、周囲の同僚等に通院の必要性を説明するなど、理解や協力が得られるよう努めるこ
とが望ましい。

● 進行性の疾病の場合、ক来に対する不安から過剰反応することなく、進行の見通しを確認し、現在と当分の間
の対応とক来への長期的プランを分けて考えることが重要である。

● 症状が進行して従来の業務の遂行が困難になった場合、あるいは困難になる見通しがある場合には、在宅勤務
の導入等、勤務ܗ態の変更を検討するなど、労働者本人の意ཉと能力を最大限活用できるようにすることも重
要である。
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事例１　全身性エリテマトーデス（SLE）の診断後、体調面にも配慮しながら、通
院による治療と仕事の両立を目指す事例

Ａさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

３０歳代
女性

全身性Τリテマ
トーデス

薬物療法 中小企業
正社員

（ҹ業、事務職）
なし

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、従業員数が40名ほどのҹ工場に勤務する30歳代女性である。会社は営業部、製造部、管理部
からなる。Aさんは総勢5名の管理部に所属し、経理関係の仕事を１人で担当している。

所定労働時間は8時30分～ 17時30分（休憩1時間、週５日間）であり、繁忙期には１か月当たり時間外労働
時間が45時間程度、休日出勤も２日程度ある。通勤は自家用車でย道15分程度である。

Aさんが勤務する事業場は従業員規模が小さいため、産業医は選任していない。

イ　両立支援を行うに至った経緯
ある日Aさんが倦怠感や発熱などの体調不良がきっかけで病院を受診したところ、S-&と診断された。主治

医からは特に仕事の制限はなく、定期的な通院や服薬の継続、十分なਭ時間の確保など、疲労やストレスを
ཷめないことが重要であることについて、؆単な説明を受けた。

Aさんは上司（管理部長）にS-&と診断されたこと、通院が必要であること等を伝え、両立支援の申出を行った。
相談を受けた上司は当初ڻき、本当に仕事を続けさせて大丈夫かどうか不安になったが、労働者本人から医師
の説明内容を聞いて、通院への配慮や体調不良時の休憩など、適時対応することとし、Aさんの体調に配慮し
ながら、これまでどおり仕事を続ける方針とした。

診断からしばらく経った後、上司が定年退職となり、上司が変更になった。新任の上司はAさんがS-&と診
断されていることは引き継ぎで把握していたものの、特に就業上の制限は不要と聞いており、目に見える症状
もないことから、特段の対応は行っていなかった。一方、病状が安定していたことから、主治医は治療薬の減
ྔを進めていた。

そうした中、Aさんは、年度末の繁忙期で時間外労働が続いていた。Aさんは、疲労の積を感じていたものの、
責任感から無理を重ねた結果、40度近い高熱が出てしまい、1週間の緊急入院と１週間の自宅療養を༨ّなく
された。残った仕事は不慣れな同僚がフォローし、何とか期日までに書類作成を終わらせることができた。

Aさんは改めて新任の上司に自身の疾病について説明し、治療と仕事の両立について相談した。2週間の突
発休で同僚に負担をかけることになったため、Aさんはとても申し༁なく思っていた。上司も、急な体調不良
による欠勤が生じる可能性があるので、同僚と仕事の共有をするためにも、Aさんの疾病のことを、同僚に説
明した方が良いのではないかと感じていた。

相談を受けた新任の上司は就業上の措置や配慮をどのように検討すればよいか、ී段、社員の健康管理のこ
とで相談をしている地元の地域産業保健センターに相談したところ、産業保健総合支援センターを紹介された
ため、上司は産業保健総合支援センターに相談して、対応することにした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

上司は、産業保健総合支援センターから、主治医に対してAさんの病状に関する意見書の作成をґ頼しては
どうかという助言を得た。Aさんと上司は今後の働き方について話し合い、仕事を継続する上でどのような配
慮が必要であるかを勤務情報提供書を通じて主治医に確認することにした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Aさんに仕事の内容や職場環境、不安に思って

いることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
仕事に影響を与えるような症状がない場合でも通院と治療の継続が重要であるため、通院への配慮が得られ

るよう、通院の必要性と頻度を明記した。座੮配置など職場環境への配慮事項も記載した。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Aさんと上司との間で話し合った結果、業務内容の変更は行わないが、上司が

日々体調を確認しながら、必要に応じて時間外労働の制限等を検討することとした。なお、職場復帰後、最初
の１か月は短時間勤務ができるよう、社内制度も整備した。あわせて、通院が必要であること、体調不良時な
どに突発的な休暇が発生した場合に業務を引き継げる体制（チーム担当、フΝイル整理等）が必要であることか
ら、Aさんの同意のもと、上司から同僚に対して疾病や職場における配慮事項について説明を行うこととした。
また、職場復帰後３か月目以降はAさんの意向も踏まえ、フルタイムでの勤務が可能で体調が安定しているこ
とを条件として、体調に応じて自宅でも仕事ができるように社用パソコンの持ち出し等も検討することとした。

（３）その他留意事項
S-&をはじめとした難病の中には、治療初期に入院加療を要する場合があるが、定期的な通院等により病状

が安定していれば、必ずしも就業制限が必要とは限らない。ただし、このような病状が安定した状態は、服薬
や無理のない仕事内容や勤務条件、職場の理解・配慮によって適切にҡ持される必要があるため、両立支援が
重要である。

S-&において日 、過敏症を合ซしている場合には、座੮配置を調整する、屋外作業を避けるなど（外線ࢵޫ）
直射日 にさらされないようにするなどの配慮が必要となる場合もある。また、寒冷にさらされるこ（外線ࢵޫ）
とで手足の血ӷ॥環が悪くなる場合がある。そのため、ۭ調や座੮配置を調整する、個人用ஆ房器具を使用す
るなど、寒冷にさらされないようにするなどの配慮が必要となる場合もある。なお、S-&の治療経過中にވ関
節の骨の一部がյࢮする場合があり、重ྔ物運搬の制限などが必要になる場合がある点に留意する。
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●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、
ප状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえ
Βれる配慮意߲ࣄを検討

●ॺ໊࿙Ε͕ͳ͍͔֬ೝ
༰Λ౿·͑ͳ͕Βɺ࿑ಇऀʹͦͷଞཁෆ҆ͷࡌه●
༗ແʹ͍ͭͯ֬ೝ

● ࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ൟ時の労働時間なͲ、ࣄのಛ
を記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̍（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、
ප状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえ
Βれる配慮意߲ࣄを検討

●ॺ໊࿙Ε͕ͳ͍͔֬ೝ
༰Λ౿·͑ͳ͕Βɺ࿑ಇऀʹͦͷଞཁෆ҆ͷࡌه●
༗ແʹ͍ͭͯ֬ೝ

● ࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ൟ時の労働時間なͲ、ࣄのಛ
を記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̍（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

の調ڥ業࡞、業、ۭ調なͲ࡞֎੮࠲・
がඞཁである߹、ର応を検討

・पғがͮؾきに͘い状の߹、労働者が職
に૬談しす͘なるよう、労働者ຊਓのಉ
意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ༗し、ର応
を検討

・状が࠶೩した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ඞཁとなる期間なͲをؚめ
て、ࣄ業者が見௨しをཱてすいようにͦの旨を明記

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具
体的に記載

・状にͭいて記載するࡍは、状はมಈする、具体的
な状は、֎見্はஅがしに͘いため労働者ຊਓによ
͘確認する、といͬた意点記載

・労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのため、্࢘
かΒのֻけ、ಉ྅のઆ明なͲ、ඞཁな取を記載

・௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

事例 �（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

の調ڥ業࡞、業、ۭ調なͲ࡞֎੮࠲・
がඞཁである߹、ର応を検討

・पғがͮؾきに͘い状の߹、労働者が職
に૬談しす͘なるよう、労働者ຊਓのಉ
意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ༗し、ର応
を検討

・状が࠶೩した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ඞཁとなる期間なͲをؚめ
て、ࣄ業者が見௨しをཱてすいようにͦの旨を明記

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具
体的に記載

・状にͭいて記載するࡍは、状はมಈする、具体的
な状は、֎見্はஅがしに͘いため労働者ຊਓによ
͘確認する、といͬた意点記載

・労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのため、্࢘
かΒのֻけ、ಉ྅のઆ明なͲ、ඞཁな取を記載

・௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

事例 �（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

の調がඞཁな߹には、ඞཁな配ڥ業࡞●
慮߲ࣄを記載

●短時間勤務ࡏ勤務を認める߹、ར༻
݅をあΒかじめ確認・検討の্、記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●̎か݄にϑルタイϜ勤務（ݪଇ、業ࢭې）
にすことを面のඪとしてઃ定

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載ɹ

ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、・্࢘●
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記

ԉのࢧଓ的なܧ、なͲ͗ܧのҟಈ時のҾ্࢘●
ためにཹ意すき点があれ記載

事例 �（ප）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

の調がඞཁな߹には、ඞཁな配ڥ業࡞●
慮߲ࣄを記載

●短時間勤務ࡏ勤務を認める߹、ར༻
݅をあΒかじめ確認・検討の্、記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●̎か݄にϑルタイϜ勤務（ݪଇ、業ࢭې）
にすことを面のඪとしてઃ定

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載ɹ

ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、・্࢘●
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記

ԉのࢧଓ的なܧ、なͲ͗ܧのҟಈ時のҾ্࢘●
ためにཹ意すき点があれ記載

事例 �（ප）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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事例２　潰瘍性大腸炎（UC）の再燃による入院後、一時的な配置転換を行いながら、
治療と仕事の両立を目指す事例

Bさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

３０歳代
男性

௵瘍性大腸炎 薬物療法 中小企業
正社員

（出൛社、記者）
嘱託産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Bさんは従業員数が150名ほどの出൛会社に勤務する30歳代男性である。月ࢽץの記者として働いており、
中ݎ社員として上司・後輩から頼りにされる存在である。Bさんは今の職場や仕事を気に入っており、定年ま
で働きたいと考えている。

Bさんはྔࡋ労働制が適用されていること、取材のため॓ധを伴う出張などの外出が多いことから、不規則
な勤務になりやすい。さらに、కめ切り間際には深夜まで残業することも多い。外勤時は車での移動が中心で
ある。

Bさんが勤務する事業場は嘱託産業医を１名選任しており、月１回職場に来訪する。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Bさんは入社後、20歳代の頃に௵瘍性大腸炎を発症した。Bさん自身の希望により、上司や職場の同僚には

病気のことは知らせておらず、産業医と定期的に面談等をしながら、病気とうまく付き合い、仕事に勤しんで
きた。

中ݎ社員として任される仕事が増え、業務繁忙が続くようになった頃、ストレスを感じる日が増えてきたが、
Bさんは職場に病気をӅしているため、なかなか相談できずにいた。通院が్切れがちになり、内服薬が్切
れることも出てくるようになった。

ある日、激しい下血が生じ、病院を受診したところ、主治医から治療のためしばらく入院が必要であると言
われた。そこでBさんは上司に病気であること、入院が必要で、退院後の療養も含めて１か月から数か月休む
可能性があることを伝えた。あわせて、体調が落ち着いたら元の仕事に復帰して続けたいことも伝え、治療と
仕事の両立について相談した。相談を受けた上司は、入院中、必要な連絡や手続きがあれば上司が窓口となる
ことをＢさんに伝え、退院して生活や体調が落ち着いた頃に、職場復帰に向けた調整を行うこととした。

入院後、無事退院したＢさんであるが、退院後は下痢や下血の回数が減少したものの、時に急激なศ意を࠵
すことがあり、直ちに以前のϖースで記者の仕事をすることは難しいと感じた。療養中のBさんから退院後の
仕事について相談の連絡を受けた上司は、人事・産業医にも相談しながら、両立のために必要な検討を行うこ
ととした。

（２）様式例の記載例 - 初回プランの作成
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Ｂさん、上司、人事、産業医で復帰後の仕事について話し合った結果、Ｂさん自身が「直ちに以前のϖース
で記者の仕事をすることは難しい」と感じていることも踏まえ、元の仕事が可能かどうか、職場でどのような
配慮が必要か等について、勤務情報提供書を通じて主治医の意見を求めることとした。

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、従業員数が40名ほどのҹ工場に勤務する30歳代女性である。会社は営業部、製造部、管理部
からなる。Aさんは総勢5名の管理部に所属し、経理関係の仕事を１人で担当している。

勤務時間は8時30分～ 17時30分（休憩1時間、週５日間）であり、繁忙期には１か月当たり所定外労働時間
が45時間程度、休日出勤も２日程度ある。通勤は自家用車でย道15分程度である。

Aさんが勤務する事業場は従業員規模が小さいため、産業医は選任していない。

イ　両立支援を行うに至った経緯
ある日Aさんが倦怠感や発熱などの体調不良がきっかけで病院を受診したところ、S-&と診断された。主治

医からは特に仕事の制限はなく、定期的な通院や服薬の継続、十分なਭ時間の確保など、疲労やストレスを
ཷめないことが重要であることについて、؆単な説明を受けた。

Aさんは上司（管理部長）にS-&と診断されたこと、通院が必要であること等を伝え、両立支援の申出を行った。
相談を受けた上司は当初ڻき、本当に仕事を続けさせて大丈夫かどうか不安になったが、労働者本人から医師
の説明内容を聞いて、通院への配慮や体調不良時の休憩など、適時対応することとし、Aさんの体調に配慮し
ながら、これまでどおり仕事を続ける方針とした。

診断からしばらく経った後、上司が定年退職となり、上司が変更になった。新任の上司はAさんがS-&と診
断されていることは引き継ぎで把握していたものの、特に就業上の制限は不要と聞いており、目に見える症状
もないことから、特段の対応は行っていなかった。一方、病状が安定していたことから、主治医は治療薬の減
ྔを進めていた。

そうした中、Aさんは、年度末の繁忙期で残業が続いていた。Aさんは、疲労の積を感じていたものの、
責任感から無理を重ねた結果、40度近い高熱が出てしまい、1週間の緊急入院と１週間の自宅療養を༨ّなく
された。残った仕事は不慣れな同僚がフォローし、何とか期日までに書類作成を終わらせることができた。

Aさんは改めて新任の上司に自身の疾病について説明し、治療と仕事の両立について相談した。2週間の突
発休で同僚に負担をかけることになったため、Aさんはとても申し༁なく思っていた。上司も、急な体調不良
による欠勤が生じる可能性があるので、同僚と仕事の共有をするためにも、Aさんの疾病のことを、同僚に説
明した方が良いのではないかと感じていた。

相談を受けた新任の上司は就業上の措置や配慮をどのように検討すればよいか、ී段、社員の健康管理のこ
とで相談をしている地元の地域窓口（地域産業保健センター）に相談したところ、産業保健総合支援センターを
紹介されたため、上司は、産業保健総合支援センターに相談したところ、主治医に対してAさんの病状に関す
る意見書の作成をґ頼してはどうかとの助言を得た。そこで上司はAさんにその旨を伝え、Aさんは勤務情報
提供書を作成の上、主治医意見書を求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Ｂさんに仕事の内容や不安に思っていることに

ついて確認した上で、勤務情報提供書に記載されている質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
突然の下痢等の消化器症状がみられるため、外勤の多い記者の仕事にすぐに復帰することは難しいと判断さ

れたが、症状が落ち着けば記者の仕事に復帰できることも明記した。消化器症状に関して、通勤ラッシュを避
けること、内勤の場合の座੮配置等、配慮が望ましい事項について記載した。また、仕事による症状の悪化を
防ぐため、Ｂさんと話し合いながら、症状が悪化する要因を確認し、明記した。なお、Ｂさん自身は職場への
病気の開示を望んでいないため、その旨も記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Ｂさん、上司、人事、産業医とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し、一

時的に内勤に配置転換することにした。復帰当初は短時間勤務から始め、徐々に業務ྔ・内容を֦大すること
とした。通勤ラッシュを避けるため、フレックス勤務を行うとともに、トイレに行きやすいよう、座੮も変更
することとした。病気のことは人事、産業医、上司限りとする旨を改めて確認した。
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●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽのൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

ɾ労働者の意確認しながΒ、Ͳのようなࣄであれ
Մか検討

●ॺ໊࿙Ε͕ͳ͍͔֬ೝ
༰Λ౿·͑ͳ͕Βɺ࿑ಇऀʹͦͷଞཁෆ҆ͷࡌه●
༗ແʹ͍ͭͯ֬ೝ

● Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認�

● ిंでの௨勤ंでのҠಈがあること、ෆنଇな勤務で
あることなͲ、状によるӨڹがある、し͘は状に
Өڹを༩えるՄੑがあるࣄのಛを確認�

● 治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ిंでの௨勤ंでのҠಈがある
こと、ෆنଇな勤務であることなͲ、ࣄのಛ
を記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

● Ұ時的な配ஔసなͲ、ର応Մなબࢶが
あれ記載

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例 2（ප）：̡ ॳճʳۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例 
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●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽのൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

ɾ労働者の意確認しながΒ、Ͳのようなࣄであれ
Մか検討

●ॺ໊࿙Ε͕ͳ͍͔֬ೝ
༰Λ౿·͑ͳ͕Βɺ࿑ಇऀʹͦͷଞཁෆ҆ͷࡌه●
༗ແʹ͍ͭͯ֬ೝ

● Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認�

● ిंでの௨勤ंでのҠಈがあること、ෆنଇな勤務で
あることなͲ、状によるӨڹがある、し͘は状に
Өڹを༩えるՄੑがあるࣄのಛを確認�

● 治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ిंでの௨勤ंでのҠಈがある
こと、ෆنଇな勤務であることなͲ、ࣄのಛ
を記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

● Ұ時的な配ஔసなͲ、ର応Մなબࢶが
あれ記載

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例 2（ප）：̡ ॳճʳۈใΛओ࣏ҩʹఏڙ     ͢Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例 
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾҰ時的に業務内容働き方、௨勤時間をมߋ
するඞཁがある߹は、ର応を検討

ɾ࠶主治医の意見をٻめるඞཁがある߹、
ͦの時期の҆を確認

ɾ状がѱԽするཁҼにͭいて記載がある߹、
ର応を検討

ɾಉ྅のઆ明は労働者ຊਓの意をे分に
踏まえてର応を検討

ɾ業務内容働き方をมえる߹なͲ、࠶主
治医の意見をٻめることがましい߹がある
点にཹ意

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載

●ஈ֊的に職復ؼするඞཁੑがある߹、ͦの旨を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾ業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

ɾ労働者ຊਓに確認しながΒ、状がѱԽするཁҼͦ
のର応方法を具体的に記載

ɾ状にͭいて記載するࡍは、状はมಈする、具体的な
状を労働者ຊਓによ͘確認する、といͬた意点記載

ɾҰ時的に業務内容働き方をมߋする߹、ݩのࣄに
ることがՄとなる҆を記載

ɾ௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

事例 2（ප）：̡ ॳճʳ職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾҰ時的に業務内容働き方、௨勤時間をมߋ
するඞཁがある߹は、ର応を検討

ɾ࠶主治医の意見をٻめるඞཁがある߹、
ͦの時期の҆を確認

ɾ状がѱԽするཁҼにͭいて記載がある߹、
ର応を検討

ɾಉ྅のઆ明は労働者ຊਓの意をे分に
踏まえてର応を検討

ɾ業務内容働き方をมえる߹なͲ、࠶主
治医の意見をٻめることがましい߹がある
点にཹ意

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載

●ஈ֊的に職復ؼするඞཁੑがある߹、ͦの旨を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾ業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

ɾ労働者ຊਓに確認しながΒ、状がѱԽするཁҼͦ
のର応方法を具体的に記載

ɾ状にͭいて記載するࡍは、状はมಈする、具体的な
状を労働者ຊਓによ͘確認する、といͬた意点記載

ɾҰ時的に業務内容働き方をมߋする߹、ݩのࣄに
ることがՄとなる҆を記載

ɾ௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

事例 2（ප）：̡ ॳճʳ職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩ     のҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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事例 2（ප）：̡ ॳճʳ職場      復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ಉ྅のපؾの։ࣔにͭいて、労働者ຊਓ
の意を踏まえて方針を明記

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●状がѱԽするཁҼとなりうるաの業に
なΒないようにཹ意したうえで、Ұ時的に配ஔ
సを行い、ஈ֊的に業務ྔ内容を֦େし、
̏か݄にϑルタイϜ勤務にすることを面の
ඪとしてઃ定

●௨Ӄの配慮のため、௨Ӄස配慮߲ࣄを
記載

●௨勤、࠲੮配ஔなͲの࡞業ڥに関してඞ
ཁな配慮߲ࣄを記載

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ
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事例 2（ප）：̡ ॳճʳ職場      復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ಉ྅のපؾの։ࣔにͭいて、労働者ຊਓ
の意を踏まえて方針を明記

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●状がѱԽするཁҼとなりうるաの業に
なΒないようにཹ意したうえで、Ұ時的に配ஔ
సを行い、ஈ֊的に業務ྔ内容を֦େし、
̏か݄にϑルタイϜ勤務にすることを面の
ඪとしてઃ定

●௨Ӄの配慮のため、௨Ӄස配慮߲ࣄを
記載

●௨勤、࠲੮配ஔなͲの࡞業ڥに関してඞ
ཁな配慮߲ࣄを記載

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

連携マニュアル（青）.indb   133 2021/03/09   10:14:31



135134企業・医療機関連携マニュアル

（３）様式例の記載例 - プランの見直し
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

内勤での職場復帰から１年ほどが経過し、安定して仕事を続けることができるようになった頃、Ｂさんから、
記者の仕事へ復帰することについて、上司に相談があった。そこで、Ｂさん、上司、人事、産業医とで話し合
い、記者として復帰した後の働き方について検討することとした。その結果、記者として復帰するにあたって
必要な配慮事項や再೩の可能性について勤務情報提供書を通じて主治医に意見を求めることとした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Ｂさんに仕事の内容や不安に思っていることに

ついて確認した上で、勤務情報提供書に記載されている質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
通院が引き続き必要であるため、通院への配慮について記載した。また、不規則な勤務が多くなることが想

定されたため、過度なストレスを避けること等について記載した。急な体調不良も否定できないことから、Ｂ
さんの意向を確認した上で、社内のバックアップ体制が確保できるよう、同僚等への理解・協力を得ることを
勧めることとした。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Ｂさん、上司、人事、産業医とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し、記

者として復帰することとした。ྔࡋ労働制の適用となるため、ݫ密な労働時間の管理は難しいが、代わりに面
談をこまめに行うことで、問題の早期発見につなげることとした。また、Ｂさんの同意のもと、職場内で協力
が得られるよう、関係する同僚に限り、病気のことや必要な配慮等について説明することとした。

（４）その他留意事項
௵瘍性大腸炎は症状が落ち着いた状態でも、疲労やストレスの積などを理由として症状が悪化（再೩）する

場合がある。そのため、疲労やストレスの積の原因となる、仕事に関する要因の改善や配慮に努めることも、
治療と仕事の両立支援となる。

不規則な勤務は症状を悪化させる可能性がある。勤務時間が不規則になる業態の場合、可能な限り規則正し
い生活になるよう、仕事の編成を工夫するなどの支援も重要である。
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事例 2（ප）：̡ 見直しʳۈใΛओ࣏ҩʹ      ఏ͢ڙΔࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽのൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

ɾපؾにରするཧղ、職に͓ける配慮のためにඞཁ
な点を検討

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか
確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
●体ॏݮগにう体ྗԼがあるが、ఏࣔされたϓϥンの
方ੑはがないとஅ

●たͩし、ύンのϥインにͬた߹、৯ࣄ休ܜの
とりͮΒさがݒ念されるため、৯ࣄ休ܜの確อのඞཁ
ੑにͭいてใఏڙがඞཁとஅ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ෆنଇな勤務になるՄੑがあること、ີݫな定時勤
務がし͘なることなͲ、ࣄのಛを確認

ࣄのݩ、ԉϓϥンの見しにあたりࢧཱ྆●
に復ؼՄかͲうか確認するために、具体的に
の内容を記載ࣄ

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ෆنଇな勤務になるՄੑがある
ことなͲ、ࣄのಛを記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

● 労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名
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事例 2（ප）：̡ 見直しʳۈใΛओ࣏ҩʹ      ఏ͢ڙΔࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
ɾब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽのൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

ɾපؾにରするཧղ、職に͓ける配慮のためにඞཁ
な点を検討

●記載されている復職後の働き方にͭいて、がないか
確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
●体ॏݮগにう体ྗԼがあるが、ఏࣔされたϓϥンの
方ੑはがないとஅ

●たͩし、ύンのϥインにͬた߹、৯ࣄ休ܜの
とりͮΒさがݒ念されるため、৯ࣄ休ܜの確อのඞཁ
ੑにͭいてใఏڙがඞཁとஅ

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

●ෆنଇな勤務になるՄੑがあること、ີݫな定時勤
務がし͘なることなͲ、ࣄのಛを確認

ࣄのݩ、ԉϓϥンの見しにあたりࢧཱ྆●
に復ؼՄかͲうか確認するために、具体的に
の内容を記載ࣄ

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ෆنଇな勤務になるՄੑがある
ことなͲ、ࣄのಛを記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

● 労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名
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事例 2（ප）：̡ 見直しʳྍ࣏のঢ়گबܧۀଓのՄ൱ʹͭ      ͍ͯओ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾ業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

ɾ࠶೩のきͬかけとなるཁҼがあれ、労働者ຊਓに確認
しながΒ具体的に記載し、ඞཁな配慮に関する意見を
記載

ɾٸな体調ෆྑ時のόοΫΞοϓ体੍ܧଓ的な体調の確
認なͲ、職に͓けるඞཁな取を記載

ɾ௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾ࠶೩のきͬかけとなりすいཁҼにͭいて確
認

ɾٸな体調ෆྑ時のόοΫΞοϓ体੍なͲ、職
のಉ྅のཧղ・協ྗがඞཁな߹には、
労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใ
をڞ༗し、ର応を検討

ɾ状が࠶೩した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ͦの旨を明記

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる
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事例 2（ප）：̡ 見直しʳྍ࣏のঢ়گबܧۀଓのՄ൱ʹͭ      ͍ͯओ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
ɾ配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

ɾ業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

ɾ࠶೩のきͬかけとなるཁҼがあれ、労働者ຊਓに確認
しながΒ具体的に記載し、ඞཁな配慮に関する意見を
記載

ɾٸな体調ෆྑ時のόοΫΞοϓ体੍ܧଓ的な体調の確
認なͲ、職に͓けるඞཁな取を記載

ɾ௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
ɾ記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

ɾ࠶೩のきͬかけとなりすいཁҼにͭいて確
認

ɾٸな体調ෆྑ時のόοΫΞοϓ体੍なͲ、職
のಉ྅のཧղ・協ྗがඞཁな߹には、
労働者ຊਓのಉ意をಘて、ඞཁなൣғでใ
をڞ༗し、ର応を検討

ɾ状が࠶೩した߹なͲは、ましいब業্
のાஔがมΘる߹ある点にཹ意

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ͦの旨を明記

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄ
かͲうか意見を記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる
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事例 2（ප）：̡ 見直し  r    ཱ྆支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●労働者に確認しながΒ、࠶೩のきͬかけとな
るཁҼに関する配慮߲ࣄを具体的に記載

࢘ԉするため、定期的に্ࢧଓ的な受をܧ●
が௨Ӄ状況を確認する旨を記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹い
踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧɹ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間を
ઃ定

●時間֎労働੍ݶなͲを行うՄੑがある߹、
ద༻݅を記載

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
な労働時間のཧがしい߹には、こີݫ●
まめに面談を行うことでがないか確認する
の取を検討し、記載

●状に応じてҰ時的に業務内容をมߋする
Մੑがある߹には、関係者で֘方針をڞ
༗し、記載

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、・্࢘●
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記
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事例 2（ප）：̡ 見直し  r    ཱ྆支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●労働者に確認しながΒ、࠶೩のきͬかけとな
るཁҼに関する配慮߲ࣄを具体的に記載

࢘ԉするため、定期的に্ࢧଓ的な受をܧ●
が௨Ӄ状況を確認する旨を記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹い
踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧɹ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間を
ઃ定

●時間֎労働੍ݶなͲを行うՄੑがある߹、
ద༻݅を記載

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
な労働時間のཧがしい߹には、こີݫ●
まめに面談を行うことでがないか確認する
の取を検討し、記載

●状に応じてҰ時的に業務内容をมߋする
Մੑがある߹には、関係者で֘方針をڞ
༗し、記載

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、・্࢘●
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記
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事例３　HTLV-1 関連脊髄症（HAM）の診断後、症状の進行に備えて、長期的に
治療と仕事の両立に関する方針を検討する事例

Ｃさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４０歳代
男性

H5-V�1 関連
症（HAM）

薬物療法 大企業
正社員

（告会社、営業職）
専属産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Ｃさんは従業員数が1000名超の告会社に勤務する40歳代男性であり、勤続年数が長く、中ݎ社員として
上司や同僚、後輩からの信頼が厚い。営業部には約80名の社員が所属しているが、Ｃさんは̓～８名からな
るチームをଋねるリーダーである。上司は各チームをଋねる課長、その上司が営業部長である。

所定労働時間は８時30分～ 17時30分（休憩１時間、週5日勤務）であり、日によって残業や休日出勤が必要
な場合がある。勤務時間の半分以上は得意先を回っており、移動には営業車を使うことが多い。

Cさんの勤務先には専属産業医が選任され、日常の健康管理等に携わる保健師も配置されている。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Ｃさんはある時から歩行中つまずいたり転んだりすることが増え、歩く度もくなるといった自覚症状が

あった。気になって病院を受診したところ、最終的にH5-V�1関連症（̝Ａ̢）と診断された。
主治医からは、̝Ａ̢は下半身の運動機能が徐々に低下する進行性の疾患で、医療費助成の対となる指定

難病であり、進行度は個人差があること、進行をらせるため薬を内服する必要があり定期的に通院が必要
であることが伝えられた。主治医は現時点では仕事への影響はないと説明したが、Ｃさんは初めて聞く病名に
。惑いと不安を覚えたށ

主治医から紹介された医療ソーシャルワーカー（̢̨̬）に今後の生活や仕事について相談したところ、治
療と仕事の両立支援について説明を受けた。また、早めに職場に相談することを勧められ、上司に相談する内
容を一緒に整理した。

Ｃさんは上司である課長に疾病のこと、子どもがおり経済的基൫を確保するため今後も働き続けたい旨を伝
え、治療と仕事の両立について相談した。相談を受けた上司も初めて聞く病名であったため、インターネット
で調べてみたところ、徐々に進行する疾病であることや、ウイルス性疾患であるとの記載があり、周囲に感染
する恐れがあるのではないか等、不安を覚えることがあった。専属産業医に相談したが、産業医も専門外であ
り、̝Ａ̢に対する知識はなかった。

そこで、Ｃさん、産業医、上司のࡾ者は面談を行い、Cさんが仕事を続けたいという意向を確認するとともに、
症状の今後の見通しなどについて、主治医に意見を求めることとした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Ｃさん、上司、産業医はࡾ者で話し合い、治療と仕事を両立できるよう主治医に支援するために、勤務情報
提供書を通じて、通勤の状況や社用車を運転する場合があることなど、就業内容を主治医に伝えた上で、症状
が就業上の安全に影響を与える可能性や、仕事内容が症状の進行に影響する可能性について主治医に意見を求
めることとした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Ｃさんと面談し、仕事の内容や不安に思ってい

ること等について確認した上で、勤務情報提供書に記載されている質問内容を中心に、主治医意見書を作成し
た。

過度の就業制限とならないよう、あくまで下半身の運動機能が低下する疾病であり、脳や上半身の機能障害
はないこと、年単位でゆっくりと進行すること明記するとともに、今後生じうる障害と仕事への影響、対処法
について記載した。疾病の要因がウイルス性であることから、ウイルスの感染リスクに対する誤解があると考
えられたので、職場での感染の可能性は全くないことも明記した。あわせて、信頼できる情報ݯを紹介するこ
ととした。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度、人事担当者も入れて、Ｃさん、上司、産業医とで話し合った結果、主治医の

意見を勘案し、当面はこれまでどおり仕事を継続することとした。ただし、症状が進行し、車の運転等が難し
くなった場合に備え、あらかじめ運転の可否の基४を検討することとした。また、通勤が難しくなることも想
定されたため、ক来的にはテレワークの活用も視野に入れることとした。なお、職場の同僚等の理解や協力が
得られるよう、Ｃさんの意向を十分に確認した上で上司から保健師にґ頼し、疾病のことや感染リスクがない
こと、進行に応じて今後配慮が必要になること等を説明することとした。

（３）その他留意事項
HAMは下半身の運動機能に障害をもたらすが、脳や上半身の機能は基本的に正常である。また、進行性の

疾病であるが、進行をらせる治療もあり、適切な治療を継続すれば、仕事との両立は十分可能である。
症状の進行により、労働環境に配慮を要することも想定されるが、それらの課題に対応することができれば、

労働者本人の持てる能力を生かすことが可能である。症状の進行の見通しを踏まえ、治療と仕事の両立を続け
るために、職務上最低限必要となる要件を改めて確認したり、疾病の経過に応じた働き方や環境整備をあらか
じめ検討・४備したりしておくなどの取組も有用である。その際、労働者本人、上司、人事、産業医、（場合によっ
ては家族）で話し合いを行い、できるだけ現状をҡ持しながら仕事ができるように、関係者が情報を共有して、
対応することが重要である。

なお、難病のほとんどは感染性の疾病ではなく、HAMのようなウイルスを要因とする難病は非常にكである。
また、HAMを引き起こすウイルスの感染力は非常に低く、その感染ルートは乳による子感染や血ӷが体
内に直入りこむような場合に限られ、同ډ家族でも感染することはない。出血を伴う事故時等でも標४予防
。により感染は避けられるため、仕事や日常生活の中ではສが一にも他者に感染することはないࡦ

連携マニュアル（青）.indb   143 2021/03/09   10:14:33



145144企業・医療機関連携マニュアル

事例 �（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●労働者ຊਓのಉ意がಘΒれている内容かͲうか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●࣬පによͬては、όϦΞϑϦʔなͲのڥඋがඞཁな
ため、ͦのର応状況を確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ब
業に͓いてඞཁとߟえΒれる配慮意߲ࣄを検討

・現ஈ֊でඞཁがな͘て、今後ඞཁになるとߟえΒれる
配慮意߲ࣄがあれ見௨しをؚめた記載を検討

・࣬පにରするਖ਼しいཧղ、職に͓ける配慮のために
ඞཁな点を検討

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

ࣄ、業ॴ出ுの༗ແ・ස、ࣾ༻ंのར༻なͲ࡞●
のಛを確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●ࣾ༻ंのӡసެަڞ௨ػ関をͬた٬ސの
๚があることなͲ、ࣄのಛを記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

連携マニュアル（青）.indb   144 2021/03/09   10:14:33



145 企業・医療機関連携マニュアル

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例
̏

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

144

事例 �（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●労働者ຊਓのಉ意がಘΒれている内容かͲうか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●࣬පによͬては、όϦΞϑϦʔなͲのڥඋがඞཁな
ため、ͦのର応状況を確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ब
業に͓いてඞཁとߟえΒれる配慮意߲ࣄを検討

・現ஈ֊でඞཁがな͘て、今後ඞཁになるとߟえΒれる
配慮意߲ࣄがあれ見௨しをؚめた記載を検討

・࣬පにରするਖ਼しいཧղ、職に͓ける配慮のために
ඞཁな点を検討

●Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙのࣄにैࣄする予定で
あるのかを確認

ࣄ、業ॴ出ுの༗ແ・ස、ࣾ༻ंのར༻なͲ࡞●
のಛを確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●ࣾ༻ंのӡసެަڞ௨ػ関をͬた٬ސの
๚があることなͲ、ࣄのಛを記載

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認したうえで署名

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記
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事例 �（ප）：ྍ࣏のঢ়گबܧۀଓのՄ൱ʹ͍ͭͯओ      ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる ●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの

ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

、業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため࢈●
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書でࣄ業者労働者ຊਓがؾにしている
状の見௨しを具体的に記載

●現ࡏの状と、今後出るՄੑのある状は۠ผして記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ͦの旨を明記

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

・状のਐ行に応じてब業্のાஔがඞཁになるՄੑが
ある߹には、ͦの見௨しを記載

・࣬පにରするਖ਼しいཧղをଅすために、ߟࢀとなるใ
૬談ઌを記載ݯ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状のਐ行の見௨し現ஈ֊で定さ
れている治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・今後、ब業্のાஔがඞཁになる߹、ͦ
の見௨し内容を確認

ಉ྅のઆ明・調がඞཁな߹に্࢘・
は、労働者ຊਓに確認の্、検討にඞཁなൣ
ғでใをڞ༗

・状のਐ行োのఔなͲに応じて、ま
しいब業্のાஔがมΘる߹ある点に
ཹ意

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定
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事例 �（ප）：ྍ࣏のঢ়گबܧۀଓのՄ൱ʹ͍ͭͯओ      ࣏ҩのҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる ●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの

ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

、業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるため࢈●
Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書でࣄ業者労働者ຊਓがؾにしている
状の見௨しを具体的に記載

●現ࡏの状と、今後出るՄੑのある状は۠ผして記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ͦの旨を明記

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよう、
労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、ର応がඞਢのの
か、ましいのであるかがࣝผできるように記載

・状のਐ行に応じてब業্のાஔがඞཁになるՄੑが
ある߹には、ͦの見௨しを記載

・࣬පにରするਖ਼しいཧղをଅすために、ߟࢀとなるใ
૬談ઌを記載ݯ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状のਐ行の見௨し現ஈ֊で定さ
れている治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・今後、ब業্のાஔがඞཁになる߹、ͦ
の見௨し内容を確認

ಉ྅のઆ明・調がඞཁな߹に্࢘・
は、労働者ຊਓに確認の্、検討にඞཁなൣ
ғでใをڞ༗

・状のਐ行োのఔなͲに応じて、ま
しいब業্のાஔがมΘる߹ある点に
ཹ意

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●面ब業੍ݶがඞཁない߹には、ͦの旨を
明記

●௨Ӄの配慮がඞཁな߹、ͦのස時間
を明記

●状のਐ行に応じてब業্のાஔがඞཁとな
ることが見ࠐまれる߹には、今後のର応に関
する方針を記載

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●όϦΞϑϦʔのର応状況を確認したことな
Ͳ、ର応したことがあれ記載

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、・্࢘●
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹い
踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●現ࡏの状と、今後出るՄੑのある状は۠
ผして記載

事例 �（ප）：ཱ྆     支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●面ब業੍ݶがඞཁない߹には、ͦの旨を
明記

●௨Ӄの配慮がඞཁな߹、ͦのස時間
を明記

●状のਐ行に応じてब業্のાஔがඞཁとな
ることが見ࠐまれる߹には、今後のର応に関
する方針を記載

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●όϦΞϑϦʔのର応状況を確認したことな
Ͳ、ର応したことがあれ記載

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、・্࢘●
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹い
踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のાஔ
配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●現ࡏの状と、今後出るՄੑのある状は۠
ผして記載

事例 �（ප）：ཱ྆     支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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企業・医療機関連携マニュアル（事例編：心疾患）

本参考資料は、具体的な事例を通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）の記載例を示
すものである。 

掲載の事例はあくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置等は疾病の種類や個別の労働者の状況によっ
て異なる点に留意する必要がある。

＜構成＞

事例１　�虚血性心疾患（狭心症）によるバイパス手術を経て職場復帰をし、治療

と仕事の両立を目指す事例

事例２　�心不全に対する心臓リハビリテーションを行いながら、治療と仕事の

両立を目指す事例

事例３　�不整脈のため植込み型除細動器（ICD）の植込み手術を行い、治療と仕

事の両立を目指す事例

※心疾患の特徴及び治療と仕事の両立支援に当たっての留意事項
● 心疾患は重症度や治療法によって業務への影響は大きく異なるため、診断名やҹで就業上の措置や配慮を判

断すべきでない。労働者の作業内容や職場環境について、主治医に十分な情報提供を行った上で、治療法や心
機能等についての情報を主治医から取得し、就業上の措置を判断することが重要である。

● 心疾患には、業務内容が症状や経過に影響を及ぼしたり、症状や治療内容が業務上の安全に影響を及ぼしたり
といったリスクが存在するが、リスクを大きく見積り過ぎることで、本来可能な就業の機会を制限してしまう
ことがある。リスクをθロにすることは難しいが、再発や増悪、突然ࢮ等のリスクを低減させることは十分可
能である。残存リスクについて事業者と労働者が共通認識を持ち、リスク低減に向けて適切な理解に基づく就
業上の措置を行うことが重要である。

● 心疾患では、事業者、労働者の方が就業上の不安を๊くことが多い。本人、事業者、主治医、産業医等の間
でコミュニケーションをとり、話し合うことが望ましい。
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事例１　虚血性心疾患（狭心症）によるバイパス手術を経て職場復帰をし、治療と
仕事の両立を目指す事例 

Ａさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

５０歳代
男性

血性心疾患ڏ
（心症ڱ）

手術
薬物療法

中小企業
正社員

（立高校、教་ࢲ）
なし

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、ࢲ立高校の教་で学ڃ担任、運動部の顧問をしている。ਅ面目な仕事ぶりで上司同僚や生ెから
の信頼が厚い。主װ教་としてデスクワーク中心の変ܗ労働時間制による勤務だが、生活指導・書類作成・部
活の指導などにより時間外労働がൺֱ的多い。校ࣷは４階建てでΤレϕーターはない。教室・職員室には冷ஆ
房が設置されているが、体育ؗにはない。ෑ地内は禁煙となっている。Aさんの勤務先の学校は、規模が小さ
いため産業医は選任されていない。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Aさんは職場の定期健康診断で肥満と高血圧・高脂血症を指摘され、健診結果通知により受診勧されてい

たが、仕事が忙しく受診できていなかった。たばこは職場のෑ地内が禁煙となったことを機に５年前にやめた。
部活動の指導で体を動かす際に度々ଉ切れや胸痛を感じることがあり、自宅からほど近い診療所を受診した。
診療所から紹介された病院に入院して精密検査を受けたところ、最終的にڏ血性心疾患（ڱ心症）との診断を受
け、引き続き胸骨正中切開によるバイパス手術を受けることとなった。入院から手術を経て約１か月で退院と
なったが、主治医からは職場への復帰までには概ね３か月が必要と言われた。

Ａさんは職場に診断書を提出し、３か月休職することとなった。仕事は継続したいが、職場に迷惑をかけて
いることや、体力の低下・再発への恐れによる職場復帰への不安もあることから、学校ଆへ両立支援の申出を
することとした。

学校ଆでは外部講師を起用し代理の担任を立てAさんが不在時の対応をした。職場復帰が見えてきたころに、
改めて主治医の意見を求め、職場で必要な就業上の措置や配慮を検討することとした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Ａさんと上司で復職後の働き方について話し合った結果、業務の内容等を伝えた上で、職場復帰の時期、就
業上配慮すべき事項、通院の頻度や通院に必要な時間、内服薬の副作用等に関して主治医に意見を求めること
とした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Aさんに仕事の内容や職場環境、復職に向けて悩

んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に主治医意見書を作成した。
職場復帰は短時間勤務から開始し、徐々に元の業務に戻してもよいが、体力が十分に回復するまでは定時内

の勤務にとどめ、その後も長時間の時間外労働は避けることや、術後６か月までは重ྔ物の運搬や運動部の活
動を避け、無理のない範囲で声を出して良いこと、さらに、抗血小板剤による副作用への注意が必要であるこ
とも記載した。

今後は月に１～２回の外来受診が必要であることや、ڱ心症の再発予防ࡦ、病状悪化時の対応等についても
記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Aさんと上司で話し合った結果、主治医の意見を勘案し、午前中勤務から開始

し、復職後１か月でフルタイムでの勤務を目指すこととした。フルタイム復帰後も原則として定時での帰宅と
し、本人の同意を得た上で、具体的な措置、制限に限って同僚や生ెに説明を行うこととした。

（３）その他留意事項
心症は重症度や治療法によって職場復帰への影響は大きく異なる。例えば、心臓の血管の状況から内Պ的ڱ

なカテーテル治療のみで終了する場合には、就労の継続に対する影響はほとんどないこともある。一方、心機
能の低下を伴う場合には、仕事の内容によっては配慮が必要となることもある。したがって、過ڈに別の労働
者でڱ心症のケースを経験していても同様の対応が適切であるとは限らないため、個々のケースについて状況
をよく確認することがۃめて重要である。

治療により病状は回復していても、手術の影響により一時的な就業上の制限が生じることがある。就業上必
要な制限や治療に伴う副作用、身体機能の低下による業務遂行への影響が、手術等による一時的なものか、あ
るいは疾患の重症化予防のためのӬ続的なものかを確認することが必要である。

血性心疾患は再発や悪化のリスクがある。特に暑熱な環境における長時間作業やڏ、梗塞などے心症や心ڱ
過重労働、職場における受動喫煙など、業務が病状を悪化させる要因があるものについては就業上の措置や安
全面での配慮が必要となる。しかしながらリスクを大きく見積もりすぎて過剰な業務制限を行うと本来可能で
ある就労継続も困難になってしまうことがある。必要かつ十分な配慮について本人を介して主治医とコミュニ
ケーションをとり、産業医など産業保健スタッフの意見も踏まえて対応を決定することが必要である。

再発の防止には、食生活の改善や禁煙・内服の継続など本人自らの健康を保つ努力も重要である。職場にお
ける保健指導の一環として、本人はもちろんのこと職場全体でも自らの健康管理に関する意識を高め、健康的
な職場෩土を作ることも両立支援のあり方のひとつと言える。

さらに緊急時の対応として、A&D機器を設置する場合は、必要時に確実に使用できるよう日頃から設置場所
の確認や使用方法についての定期的な研修等を行うことが望ましい。
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●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、時間֎休の労働時間、出ுの
༗ແࣄのಛを記載

●มܗ労働੍でि � 勤務のܗଶがあること
記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような業務内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応Մ
かͲうか、労働者と確認

ཧなͲ߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
のࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職復ؼՄ時期、職に
͓いてඞཁとߟえΒれる配慮意߲ࣄを検討

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント

事例̍（৺࣬ױ）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント
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●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、時間֎休の労働時間、出ுの
༗ແࣄのಛを記載

●มܗ労働੍でि � 勤務のܗଶがあること
記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մな੍を
明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような業務内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応Մ
かͲうか、労働者と確認

ཧなͲ߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
のࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職復ؼՄ時期、職に
͓いてඞཁとߟえΒれる配慮意߲ࣄを検討

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント

事例̍（৺࣬ױ）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されて
いる治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・業務時間をஈ֊的にԆしての職復ؼのあ
り方にͭいて検討

・पғがͮؾきに͘い状の߹、労働者が職
に૬談しす͘なるよう、労働者ຊਓのಉ
意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ༗し、ର応
を検討

のϦεΫճආのために労働者ຊਓがとるൃ࠶・
きର応を職がࢧԉできるよう検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職がՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

・ප状のѱԽൃ࠶ࢭ、内治療のために配慮すきࣄ
߲があれ具体的に記載

・௨ӃなͲのために、職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

事例̍（৺࣬ױ）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されて
いる治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・業務時間をஈ֊的にԆしての職復ؼのあ
り方にͭいて検討

・पғがͮؾきに͘い状の߹、労働者が職
に૬談しす͘なるよう、労働者ຊਓのಉ
意をಘて、ඞཁなൣғでใをڞ༗し、ର応
を検討

のϦεΫճආのために労働者ຊਓがとるൃ࠶・
きର応を職がࢧԉできるよう検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職がՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

・ප状のѱԽൃ࠶ࢭ、内治療のために配慮すきࣄ
߲があれ具体的に記載

・௨ӃなͲのために、職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස
をؚめて記載

事例̍（৺࣬ױ）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●業務内容の調がඞཁな߹には、ඞཁな配
慮߲ࣄを記載

業時間のஈ֊的な֦େの予のためにൃ࠶●
҆を記載

●労働者がؾをけるき߲ࣄがあれ記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨し、खज़後のܦա
ධՁなͲ、ब業্のાஔ配慮を行うためにඞ
ཁなใをཧ

●ब業্のાஔの内容と期間をઃ定
●̍か݄に௨ৗ勤務にすことを面のඪ
としてઃ定

●治療方法௨Ӄසߟࢀใとして明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ಉ྅に状ඞཁな配慮に関するઆ明を
行う߹は、労働者労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ
明を行う旨を明記

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

事例 �（৺࣬ױ）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●業務内容の調がඞཁな߹には、ඞཁな配
慮߲ࣄを記載

業時間のஈ֊的な֦େの予のためにൃ࠶●
҆を記載

●労働者がؾをけるき߲ࣄがあれ記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨し、खज़後のܦա
ධՁなͲ、ब業্のાஔ配慮を行うためにඞ
ཁなใをཧ

●ब業্のાஔの内容と期間をઃ定
●̍か݄に௨ৗ勤務にすことを面のඪ
としてઃ定

●治療方法௨Ӄසߟࢀใとして明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●ಉ྅に状ඞཁな配慮に関するઆ明を
行う߹は、労働者労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ
明を行う旨を明記

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

事例 �（৺࣬ױ）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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事例２　心不全に対する心臓リハビリテーションを行いながら、治療と仕事の両立
を目指す事例 

Ｂさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

３０歳代
女性

心不全
薬物療法

心臓リハビリ
テーション

中小企業
正社員

（スーパー、店員）

嘱託
産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Bさんは、従業員80人程度のスーパーのバックϠードで、ྻ商品の在ݿ補ॆ、発注などの作業をする30
歳代の女性である。フルタイムの正社員で、同僚・後輩に頼りにされている。会社には嘱託産業医が選任され
ており月１回来社する。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Bさんは以前よりྻする商品を運ぶときにଉ苦しさなどの自覚症状があり、病院を受診したところ心不全

が判明した。主治医からは入院加療が必要であり、しばらく休職して薬物療法、心臓リハビリテーションの継
続が必要である旨の説明があった。

Bさんは診断されたことのショックと自身の健康状態に不安を覚え、一時は退職を検討したものの、主治医
等との話し合いにより職場復帰を目指すこととなった。

主治医や医療ソーシャルワーカー（MSW）等から助言を受けながら、主治医からの診断書を提出するととも
に職場に両立支援の申出を行った。

職場は必要な配慮等を検討するため、主治医に意見を求めることとした。

（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Ｂさん本人は就労継続の希望がある一方、仕事に復帰するよりも治療に専念するために辞めたほうがよいか
悩んでいた。職場ଆも、仕事に復帰させて良いのか悩んでいた。

Bさん、上司、産業医のࡾ者で話し合い、治療と仕事の両立を支援するために、勤務情報提供書を通じて、
就労継続による悪化や再発の恐れはないか、作業の安全面への影響や必要な配慮、通院スケジュールの見通し
について主治医に意見を求めることとした。
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イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Bさんに仕事の内容や職場環境、復職にあたり

悩んでいることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に主治医意見書を作成し
た。

通院は職場復帰後３か月の間は２週間に１回で、内服薬治療と心臓リハビリテーションによる定期的な評価、
検査となることを記載した。また、心機能低下に伴う身体活動の制限が必要であり、職場復帰当初は事務作業
をメインとし、10LH以上の重ྔ物の運搬は避けること、時々 3LH程度の商品を扱う場合はଉ切れなどの症状
が出現するようであれば禁止することを明記した。さらに、今後薬剤やリハビリによる心機能等の改善を認め
れば作業の制限が؇可能であることを記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、Bさんと上司、産業医とで話し合った結果、事務仕事から就業を再開し、主治医か

らの３か月後、５か月後の再評価にて本来のバックϠード業務に戻すか検討し、主治医のڐ可が出たら通常業
務を再開することとした。

また、同僚には本人同意のもと、産業医からの説明を踏まえ就業上の措置が必要であることを説明した。

（３）その他留意事項
（慢性）心不全は心臓の機能低下が起こる病態である。る、重いものを持つなど心臓に負担のかかる作業を

することで急性心不全（慢性心不全の急性増悪）となり、入院などすぐに治療が必要な状況になりうる。したがっ
て、急に心臓に負担のかかる作業については主治医にどの程度までڐ容できるか確認する必要がある。また、
不整຺を合ซすることがある。

心不全では、心機能に応じて悪化防止のために業務内容の見直しが（一時的に）必要な場合がある。事業者の
過剰な不安を軽減し、リスクへの適切な理解にもとづく就業上の措置を行うためには、職場と主治医、産業医
間でのリスクコミュニケーションが重要である。また、業務ྔが変わった（軽減された）ことによる偏見、差別
の防止のために、本人同意のもと上司・同僚へ説明することが重要である。

一方、本人が職場に知らせず治療・職場復帰する場合もあるため、上司や産業医が把握した場合は、本人同
意のもと状況を確認し、対応を検討することが望ましい。
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5

● 署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の༗
ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ࣄのಛ面実施Մな業務
があれ記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙの
する予定であるのかを確認ࣄにैࣄ

●ಛに࡞業ڥॏྔの取りѻいなͲ、ප状のճ復を͛
るڪれのある業務があるかを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応Մ
かͲうか、労働者と確認

ཧなͲ߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
のࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・労働者と職のաなෆ҆をܰݮし、職がదなब業
্のાஔが行えるよう、職での૬談状況を労働者と確

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント

事例̎（৺࣬ױ）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント
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5

● 署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の༗
ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ࣄのಛ面実施Մな業務
があれ記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙの
する予定であるのかを確認ࣄにैࣄ

●ಛに࡞業ڥॏྔの取りѻいなͲ、ප状のճ復を͛
るڪれのある業務があるかを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応Մ
かͲうか、労働者と確認

ཧなͲ߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
のࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・労働者と職のաなෆ҆をܰݮし、職がదなब業
্のાஔが行えるよう、職での૬談状況を労働者と確

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント

事例̎（৺࣬ױ）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

業内容の調がඞཁである߹、ର応を࡞・
検討

・治療εέδϡʔルを踏まえ、職復ؼ後の௨
ৗ業務࠶։のタイミングを検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職がՄかͲ
うか意見を記載

●職復ؼにたり、ཹ意すき状があれ記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容にͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体的に記載
・受の҆となる状にͭいて記載
・௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
・௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針の見しのタイミン
グにͭいて記載

・֎དྷでの৺ଁϦϋϏϦ終了期ݶを確認し、ͦの後௨Ӄස
がมΘること記載

事例̎（৺࣬ױ）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

業内容の調がඞཁである߹、ର応を࡞・
検討

・治療εέδϡʔルを踏まえ、職復ؼ後の௨
ৗ業務࠶։のタイミングを検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職がՄかͲ
うか意見を記載

●職復ؼにたり、ཹ意すき状があれ記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容にͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体的に記載
・受の҆となる状にͭいて記載
・௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
・௨ӃなͲのために職での配慮が期にΘたりඞཁと
定される߹には、今後の治療方針の見しのタイミン
グにͭいて記載

・֎དྷでの৺ଁϦϋϏϦ終了期ݶを確認し、ͦの後௨Ӄස
がมΘること記載

事例̎（৺࣬ױ）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●௨Ӄの配慮ຊਓのෆ҆ܰݮにରする配慮
があれ記載߲ࣄ

●ಉ྅に状ඞཁな配慮に関するઆ明を
行う߹は、労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行
う旨を明記

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●現ࡏの状と今後出るՄੑのある状は۠
ผして記載

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔの内容と期間をઃ定
Մが出ڐの期間をઃ定し、主治医の業స࡞●
たΒ௨ৗ勤務にすことを面のඪとしてઃ
定

●治療方法௨Ӄසߟࢀใとして明記
●業務内容の調がඞཁな߹には、ඞཁな配
慮߲ࣄを記載

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

●今後のප状のճ復状況に応じたब業্のର応
に関する方針を記載

事例 2（৺࣬ױ）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●௨Ӄの配慮ຊਓのෆ҆ܰݮにରする配慮
があれ記載߲ࣄ

●ಉ྅に状ඞཁな配慮に関するઆ明を
行う߹は、労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行
う旨を明記

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●現ࡏの状と今後出るՄੑのある状は۠
ผして記載

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔの内容と期間をઃ定
Մが出ڐの期間をઃ定し、主治医の業స࡞●
たΒ௨ৗ勤務にすことを面のඪとしてઃ
定

●治療方法௨Ӄසߟࢀใとして明記
●業務内容の調がඞཁな߹には、ඞཁな配
慮߲ࣄを記載

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

●今後のප状のճ復状況に応じたब業্のର応
に関する方針を記載

事例 2（৺࣬ױ）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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事例３　不整脈のため植込み型除細動器（ICD）の植込み手術を行い、治療と仕事
の両立を目指す事例  

Ｃさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４０歳代
男性

不整຺
手術

薬物療法
大企業

正社員
（製造業、

Τンジニア）

専属
産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Cさんは、従業員1000人超の製造業の会社に勤務するΤンジニアである。パソコンを用いた事務作業が主
体であり、身体に負荷のかかる作業や危険業務はない。

通勤は電車とバスで、打ち合わせのために社用車（ී通用車）で取引先へ出向いたり、工場現場へ視察のた
めに立ち入ることがある。しばしば残業することもあるが、おおむね19時には帰宅できている。会社には専
属産業医が選任されている。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Cさんは職場の定期健康診断で心電図異常を指摘され、精密検査が必要であったが、産業医による面談の結果、

心ے症に伴う不整຺により内服治療中であることが分かった。ただし、この時点では不整຺も軽ඍであり、就
業制限は行っていなかった。

ある日勤務中に意識を失い、救急車で病院搬送されたところ、不整຺の悪化が認められた。主治医からは内
服薬の追加とカテーテル手術および২込み型除細動器（*CD）の২込み手術の実施、その後の20日間の入院と、
10日程度の自宅療養が必要との話があった。また、*CDは自動車運転の制限があること、電࣓波の影響を受け
る可能性があることについて説明があった。Cさんは上司に報告の上、４週間程度休みを取り、入院、手術を
受けることとした。

手術は成功し、その後の経過も問題がないことから、Cさんは職場復帰を検討しはじめたが、不整຺の再発
や電࣓波の影響などについて不安が大きいため主治医等に相談したところ、職場に両立支援を申し出てはどう
かとのアドバイスを得た。

一方職場では、Cさんが職場で倒れたことから、再発のおそれや、ສ一再発した際の対応についてかなり不
安を感じていた。主治医からも職場環境についての確認があったため、Cさんは職場に相談しながら主治医に
情報提供することとした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Cさんと上司・産業医とで復職後の働き方について話し合った結果、*CD২込みの関係で業務上の制限や、
内服薬の副作用など就業上注意すべき点について主治医に確認することとした。

また、悪化を防ぐために必要な就業上の措置、勤務時間、通院の頻度や時間、急変時の対応などについても
あわせて意見を求めることとした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Cさんに仕事内容や職場環境を確認した上で、

記載された質問内容を中心に主治医意見書を作成した。
事務的な仕事に関しての就労上の配慮は不要だが、電࣓ׯবの危険のある現場への立入り禁止や自動車運転

時の留意点、当面の時間外労働の制限について記載した。
また、内服治療と月に１回の外来通院加療の継続のほか、*CDが作動した場合を考慮した*CD手帳（機種やモー

ド、設定が記載されている）の常時携帯についても記載した。

ウ　職場復帰支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Cさんと上司、産業医とで話し合った結果、復帰当初からフルタイム勤務とす

るが、体調不良時には時間単位の有給休暇を取得すること、車の運転は控えることとした。また、主治医の勧
めで*CDデバイス会社による現場の環境調査を行い、༹を行うΤリアを立ち入り禁止とした。

上司へは産業医から事情を説明し、職場の不安১のための同僚への説明は上司が行うこととした。さらに、
定期的に産業医面談を行うこととした。

（３）その他留意事項
ア　ICD 等について

不整຺の治療ではϖースメーカや*CDなど、২込み型心臓デバイスを必要とするケースがある。最近のデバ
イスはϊイζ対ࡦがなされており、日常生活環境ではほぼ問題ないが、職場環境では༹機器・発電機・༹߭
やアンテナ周ลなど、強力な電࣓波によりデバイスの誤作動をきたすおそれがあるため注意が必要である。
不明な場合には職場の状況を主治医に伝え、電࣓波の影響について尋ねることも必要である。

*CDは໋をڴかす不整຺が生じた場合に自動的に電気ショックなどでఀ止させるデバイスだが、意識消失の
リスクや電気ショックによる予期しない体動が起こる可能性があるため自動車運転に制限が定められている。
一定期間作動がなければී通用車の運転は可能だが、中型（8U限定を除く）、大型免ڐ及び第ೋ種免ڐが必要
となる職業運転は認められていない。

また、*CD২込み手術に伴い、障害者手帳を取得する場合もある。

イ　不整脈疾患について
不整຺疾患の中には１回の治療で全にࠜ治するものもあれば、治療後も発作の再発のおそれがあるもの、

再発時に突然の意識消失をきたし倒れるものもあるため、発作時のリスクを確認した上で、必要に応じて本人
の安全とともに周囲の安全も配慮しつつ可能な対応を検討して行くことが重要である。

リスクコミュニケーションは、職場での不安感を১し、օが安心して働くことができる環境を整備するこ
とにとどまらず、就業上の配慮に対する本人と支援するଆ方の納得感のܗ成や、ສが一病状が急変した際の
適切な対応のためにきわめて重要である。一方で、病状に関する情報は要配慮個人情報であり、本人としっか
り協議した上でどの範囲・どの程度の情報共有を行うのか十分に検討し、同意を得る必要がある。
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● 署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の༗
ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ࣄのಛを記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙの
する予定であるのかを確認ࣄにैࣄ

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応Մ
かͲうか、労働者と確認

ཧなͲ߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
のࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・ *$%にはి࣓ׯবにう࡞ޡಈのࢭӡస੍ݶなͲ業
務্のཹ意߲ࣄがあるため、業務内容࡞業ڥを労働
者と確認

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント

事例̏（৺࣬ױ）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント
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● 署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の༗
ແにͭいて確認

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●職復ؼのՄ൱にͭいて主治医意見を確認す
るにあたり、ࣄのಛを記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙの
する予定であるのかを確認ࣄにैࣄ

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応Մ
かͲうか、労働者と確認

ཧなͲ߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈●
のࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・ *$%にはి࣓ׯবにう࡞ޡಈのࢭӡస੍ݶなͲ業
務্のཹ意߲ࣄがあるため、業務内容࡞業ڥを労働
者と確認

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント

事例̏（৺࣬ױ）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ   Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例

࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・ *$%২ࠐΈによるӡస੍࡞、ݶ業ڥで配慮
がඞཁな߲ࣄを検討

時のର応にͭいて、労働者ຊਓのಉ意をٸۓ・
ಘて、ඞཁなൣғで職とใをڞ༗し、ର
応を検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医がબされている߹は、ใを的確にえるた࢈●
めにඞཁに応じて専༻ޠ༻する

●ප名は、ࣄ業者がཱ྆ࢧԉϓϥンを検討するࡍにඞཁと
えΒれる߹に記載ߟ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職がՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・ *$%২ࠐΈにより、業務内容࡞業ڥで配慮がඞཁな
を具体的に記載߲ࣄ

・௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
を߲ࣄ時のର応なͲ職がཧղして͓͘ඞཁがあるٸۓ・
記載

・労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのため、্࢘
かΒのֻけ、ಉ྅のઆ明なͲ、ඞཁな取を記載

事例̏（৺࣬ױ）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・ *$%২ࠐΈによるӡస੍࡞、ݶ業ڥで配慮
がඞཁな߲ࣄを検討

時のର応にͭいて、労働者ຊਓのಉ意をٸۓ・
ಘて、ඞཁなൣғで職とใをڞ༗し、ର
応を検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医がબされている߹は、ใを的確にえるた࢈●
めにඞཁに応じて専༻ޠ༻する

●ප名は、ࣄ業者がཱ྆ࢧԉϓϥンを検討するࡍにඞཁと
えΒれる߹に記載ߟ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏ
の労働者の状況治療の予定を踏まえ、復職がՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・ *$%২ࠐΈにより、業務内容࡞業ڥで配慮がඞཁな
を具体的に記載߲ࣄ

・௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
を߲ࣄ時のର応なͲ職がཧղして͓͘ඞཁがあるٸۓ・
記載

・労働者が職に૬談しすいͮ͘ڥりのため、্࢘
かΒのֻけ、ಉ྅のઆ明なͲ、ඞཁな取を記載

事例̏（৺࣬ױ）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことがΘかるよう、署名

●ຊਓ職のෆ҆ܰݮのために、ಉ྅に
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記

時体調ෆྑ時の時間୯Ґの休Ջ取ಘなٸۓ●
Ͳの配慮߲ࣄを記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔの内容と期間をઃ定
●௨Ӄස時間୯Ґの休Ջ取ಘにͭいてࢀ
ใとして明記ߟ

●ࣗಈंӡసཱͪೖりॴの੍ݶなͲ、*$%
のӨڹによる業務内容の調がඞཁな߹に
は、ඞཁなાஔ内容を記載

●定期的な࢈業医面談の実施にͭいて明記

●労働者ຊਓがؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

事例̏（৺࣬ױ）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことがΘかるよう、署名

●ຊਓ職のෆ҆ܰݮのために、ಉ྅に
状ඞཁな配慮に関するઆ明を行う߹は、
労働者ຊਓのಉ意をಘてઆ明を行う旨を明記

時体調ෆྑ時の時間୯Ґの休Ջ取ಘなٸۓ●
Ͳの配慮߲ࣄを記載

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔの内容と期間をઃ定
●௨Ӄස時間୯Ґの休Ջ取ಘにͭいてࢀ
ใとして明記ߟ

●ࣗಈंӡసཱͪೖりॴの੍ݶなͲ、*$%
のӨڹによる業務内容の調がඞཁな߹に
は、ඞཁなાஔ内容を記載

●定期的な࢈業医面談の実施にͭいて明記

●労働者ຊਓがؾをけるき߲ࣄがあれ記
載

事例̏（৺࣬ױ）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント

175 企業・医療機関連携マニュアル

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例
̏

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例

174

連携マニュアル（青）.indb   175 2021/03/09   10:14:42



企業・医療機関連携マニュアル（事例編：糖尿病）

本参考資料は、具体的な事例を通じて、ガイドライン掲載の様式例（ガイドラインP.12「様式例集」）の記載例を示
すものである。 

掲載の事例は、あくまで一例であり、実際の経過や必要な就業上の措置等は疾病の種類や個別の労働者の状況によっ
て異なる点に留意する必要がある。

＜構成＞

事例１　�糖尿病教育入院を行う初期の２型糖尿病で、退院後、通院による治療

と仕事の両立を目指す事例

事例２　部署異動がきっかけで経口薬治療を中断していた２型糖尿病で、治療

を再開し仕事の両立を目指す事例

事例３　インスリン治療中の１型糖尿病で、交替制勤務を継続しながら、治療

と仕事の両立を目指す事例

※糖尿病の特徴及び治療と仕事の両立支援に当たっての留意事項
● 糖尿病は定期的な通院への配慮などがされれば、通常と変わりなく就労を継続できる疾患である。しかし、高

血糖や低血糖による症状をఄする場合には、危険を伴う作業を控える等の措置が必要となる場合もある。また、
血糖コントロールの悪化を防ぐためには業務内容への配慮が必要な場合もある。適切な措置や配慮を講じるた
めには、労働者と十分に話し合い、主治医や産業医等の意見を十分に勘案した上で、対応を検討することが望
ましい。

● 糖尿病は自覚症状にしく、治療中断につながりやすい疾患である。治療中断に伴う血糖コントロールの悪化
や合ซ症の発症・進行を防ぐためには、労働者本人が主治医の指示に基づいて治療を継続し、適切な生活習慣
をकる等の取組が重要である。一方、事業者は、労働者の健康と安全の確保の観点から、治療が適切になされ
るよう支援することも重要である。

● 労働者の異動や転勤の際は、業務を༏先する結果通院が中断しやすくなる場合もあるため、異動先や転勤先の
上司にも糖尿病の治療中であることについて労働者自らが伝えるとともに、上司の間でも適切に情報の引継ぎ
がされることが望ましい。また、通院状況について産業保健スタッフや上司が能動的に確認することが望ま
しい。

● 糖尿病は一ൠ健康診断において把握が可能な疾患であり、事業者による定期健康診断の事後措置が重要である。
事業者は健康診断で把握した情報をもとに、治療を促しながら、就業継続を図る取組を講じることが望ましい。

● 糖尿病は必ずしも生活習慣のみが原因で発症、悪化するものではない。糖尿病に対する誤解は、労働者からの
支援の相談や申出を妨げる要因にもなりうるため、事業者は必要に応じて職場に対して糖尿病に対する正しい
知識の啓発を行うとともに、生活習慣病を予防する取組を行うことが望ましい。

● 産業医の選任ٛ務のない50人未満の事業所については、地域産業保健センターにおいて、労働者の健康管理に
係る相談や、健康診断の結果について医師の意見を聞くことができる。また、治療と仕事の両立に関しては、
産業保健総合支援センター（さんΆセンター）で、両立支援の知識を有した専門家に相談できる。
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事例１　糖尿病教育入院を行う初期の２型糖尿病で、退院後、通院による治療と仕
事の両立を目指す事例

Aさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４０代
男性

2型
糖尿病

薬物療法
（経口薬）

中小企業
正社員

（建設会社、作業員）
なし

（１）事例の概要
ア　基本情報

Aさんは、従業員数が40名ほどの建設会社に勤務する40歳代男性である。主任としてフルタイムで勤務す
るAさんは、慢性的な人員不足から、建ங工事現場で屋外・高所作業に従事する傍ら、工程管理や品質管理等
の管理業務にも関与するなど複数のׂを担当している。上司や同僚などօから現場をよく知るϕテランとし
て、頼りにされている。

元請会社からは、安全衛生活動全ൠ、とりわけ、健康診断とその事後措置については、పఈするよう要請さ
れている。産業医の選任ٛ務はないため、安全衛生に関する相談は、専ら、地域窓口（地域産業保健センター）
を活用している。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Aさんは、定期健診の結果では尿糖や高血糖の所見があり、要経過観察との指摘を受けていたが、自覚症状

もないため医療機関を受診せず数年が経過していた。
そうしたところ、全身倦怠感が出現し次第に増悪したため、近所にある総合病院を受診した。２型糖尿病と

診断され、主治医から教育入院を勧められたが、教育入院の必要性は理解できたものの、Aさんは周囲から生
活がだらしないから糖尿病になったとみられるのではと思い、周囲への言い出しづらさがあった。加えて、入
院により約１週間も現場を離れることは、関係者に迷惑をかけるため難しいと考え、主治医や医療ソーシャル
ワーカー（MSW）に相談した。上司に教育入院の必要性や、今後治療や通院が必要になることを伝えることが
重要であるとアドバイスを受け、上司に相談した。

相談を受けた上司は、入院のための人員調整や今後の支援体制について検討が必要なことは理解できたもの
の、具体的な対応については経験がないため、Aさん及び人事担当と相談し、地域窓口に相談した。地域窓口
の担当者からは、相談先として産業保健総合支援センター（さんΆセンター）を紹介されたため、さんΆセンター
の助言を得ながら両立支援を開始することとなった。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Aさんと上司、人事担当のࡾ者で話し合った結果、教育入院の期間や退院後の通院の頻度、屋外作業継続の
可非と屋外作業の注意点について、主治医に確認することにした。また、上司や同僚への病気の伝え方など現
状の悩みや課題について記載し、主治医の意見を求めることにした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Aさんに仕事の内容や職場の支援制度、不安に思っ

ていることについて確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
糖尿病の治療を受けながらでも今まで通り仕事は続けられること、治療のための特別な配慮は原則不要である
こと、その他高所作業や夏場の屋外作業等、仕事をする上での注意事項について明記した。また、教育入院後
の通院頻度や管理ಜ者にはจ書だけでなく、Aさんの診察に同੮しての情報提供も可能である旨も記載した。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、Aさん、上司及び人事担当のࡾ者で相談した結果、教育入院のために担当業務や

ׂを一時免除し、業務に復帰するまでの間、代行者を立てることにした。退院後は、脱水を避けるため、適時
水分補給を可能にし、低血糖発作が出現する恐れがある場合の危険作業については、主治医に相談の上再開す
ることとした。

また、安定した定期通院を支援するための時間単位の休暇取得制度を積ۃ的に活用することとした。なお、
産業保健総合支援センターとも相談しながら日常的な課題の解決ができる体制を整備していくこととした。

（３）その他留意事項
糖尿病の初回の治療開始時や、治療薬を服薬しているにもかかわらず生活習慣の管理不足などから血糖コン

トロールがうまくいっていない場合には、糖尿病の教育入院が必要な場合がある。糖尿病は自覚症状のしい
病気のため、入院精査により糖尿病の状態（インスリン分ൻ能力、血糖の日内変動、合ซ症の有無やその程
度等）を正確に把握することができ、どのような治療が適切であるのかを理解することができる。また、食事
療法（カロリー計ࢉの方法など）や運動療法について学び、これまでの生活習慣を振り返り、生活習慣の改善に
つなげることができる。さらに薬物療法（薬の正しい使い方など）の正しい知識やスキルを身につけることによ
り、退院後も糖尿病を自ݾ管理できるようになることを目指している。

糖尿病は適切に管理されれば、日常生活や就労には特段の配慮は不要である。ただし、薬物療法中であれば、
相応の注意は必要である。低血糖発作はその代表的なものであるが、主治医の指導のもとで自ݾ管理を適切に
行うことができれば、リスクは十分低減できる。より安全な就労のために、発作時の対応について事業場とし
ても労働者本人に確認や相談をしておくことが望ましい。また、事業場から主治医に対して業務内容（屋内外
の作業環境など）を伝えることで、主治医が治療内容を調整したり、より具体的な指導を労働者本人に行うこ
とができるため、より適切な糖尿病管理とより安全な就労が可能となる。

179178企業・医療機関連携マニュアル

連携マニュアル（青）.indb   178 2021/03/09   10:14:43



179 企業・医療機関連携マニュアル

ղ
આ
編

事
例
編
：
͕
Μ
事
例

事
例
編
：
脳
卒
中
事
例

事
例
編
：
肝
疾
患
事
例

事
例
編
：
難
病
事
例

事
例
編
：
心
疾
患
事
例

事
例
編
：
糖
尿
病
事
例
̍

178

連携マニュアル（青）.indb   179 2021/03/09   10:14:43



● ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・労働者の意を確認しながΒ、පの治療をଓけなが
Β今まで௨りのࣄがଓけΒれるとஅ

・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ߴ
ॴ࡞業Նの֎࡞業なͲ্ࣄの配慮意߲ࣄを
検討

、ಉ྅にපをਖ਼し͘ཧղしてΒうためのใ্࢘・
આ明のػձにͭいて検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

のಛを確認ࣄଶ、勤務時間なͲܗ業ॴ勤務࡞●

休Ջのڅ案して、༗צҭೖӃ、௨Ӄのεέδϡʔルをڭ●
ར༻でର応ՄかͲうか、労働者と確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●֎࡞業ߴॴ࡞業、Թ、ྫྷפॴでの࡞
業なͲ、ࣄのಛを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

ҭೖӃ௨Ӄ、体調ཧのためにར༻Մڭ●
な༗څ休Ջに関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̍（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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● ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・労働者の意を確認しながΒ、පの治療をଓけなが
Β今まで௨りのࣄがଓけΒれるとஅ

・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ߴ
ॴ࡞業Նの֎࡞業なͲ্ࣄの配慮意߲ࣄを
検討

、ಉ྅にපをਖ਼し͘ཧղしてΒうためのใ্࢘・
આ明のػձにͭいて検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

のಛを確認ࣄଶ、勤務時間なͲܗ業ॴ勤務࡞●

休Ջのڅ案して、༗צҭೖӃ、௨Ӄのεέδϡʔルをڭ●
ར༻でର応ՄかͲうか、労働者と確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・ප
ࡏ、休Ջ、時ࠩ出勤੍、短時間勤務੍ؾ
勤務（ςϨϫʔΫ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●֎࡞業ߴॴ࡞業、Թ、ྫྷפॴでの࡞
業なͲ、ࣄのಛを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

ҭೖӃ௨Ӄ、体調ཧのためにར༻Մڭ●
な༗څ休Ջに関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̍（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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● ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・Նقの֎࡞業なͲਫをආけるためのର応
を検討

・݂ൃ࡞が出現するڪれのある߹のݥة
։するこ࠶業にͭいては主治医に૬談の্࡞
とにཹ意

・݂ൃ࡞時のର応の協ྗにͭいて、ใ
のڞ༗のൣғを検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ඞཁとなる期間なͲをؚめて、
業者が見௨しをཱてすいようにͦの旨を明記ࣄ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

・࣬පにରするਖ਼しいཧղをଅすために、ߟࢀとなるใ
૬談ઌを記載ݯ

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

事例̍（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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● ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্のા
ஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめる
時期の҆になる

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・Նقの֎࡞業なͲਫをආけるためのର応
を検討

・݂ൃ࡞が出現するڪれのある߹のݥة
։するこ࠶業にͭいては主治医に૬談の্࡞
とにཹ意

・݂ൃ࡞時のର応の協ྗにͭいて、ใ
のڞ༗のൣғを検討

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ඞཁとなる期間なͲをؚめて、
業者が見௨しをཱてすいようにͦの旨を明記ࣄ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

・࣬පにରするਖ਼しいཧղをଅすために、ߟࢀとなるใ
૬談ઌを記載ݯ

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

事例̍（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとのし
߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ೖӃかΒ復職までの行者をཱてる߹は明
記する

を記載߲ࣄ業にう配慮࡞●
●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

●治療とࣄのཱ྆ࢧԉのための体੍උなͲ
えを記載するߟ、業ॴ方針ࣄ

事例̍（ප）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとのし
߹い踏まえ、職復ࢧؼԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ೖӃかΒ復職までの行者をཱてる߹は明
記する

を記載߲ࣄ業にう配慮࡞●
●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

●治療とࣄのཱ྆ࢧԉのための体੍උなͲ
えを記載するߟ、業ॴ方針ࣄ

事例̍（ප）：職場     復帰支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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事例２　部署異動がきっかけで経口薬治療を中断していた２型糖尿病で、治療を再
開し仕事の両立を目指す事例

Ｂさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

５０歳代
男性

2型
糖尿病

薬物治療
（経口薬）

中小企業
正社員

（運送会社、営業職）

嘱託産業医・
保健師

（１）事例の概要
ア　基本情報

Bさんは、従業員数が150名ほどの運送会社で営業職として勤務する50歳代の独身男性である。営業職の中
社員として上司・後輩から頼りにされている。現在の職場や仕事を気に入っており、定年まで働きたいと考ݎ
えている。

営業では社用車を運転することもあり、不定期で॓ധを伴う国内の出張もある。を伴う営業のために勤
務時間が不規則で、さらにۃめて多忙で長時間勤務になることがある。Bさんが勤務する事業場は、嘱託産業
医を１名選任しており、月１回職場に来訪する。

イ　両立支援を行うに至った経緯
糖尿病と診断されていたBさんは、以前から経口薬治療を受けており、職場に病気のことは伝えていた。最

近部署異動があったが、異動後の職場には病気のことを口に出しづらいง囲気があり、糖尿病であることをな
かなか話せないでいた。

Bさんは異動後、業務スケジュールが顧客にґ存するため通院が不規則になり、内服薬が切れてしまうこと
もあったが、糖尿病に対する偏見を恐れ職場に相談できない状況が続き、治療が中断していた。

ある年の健診でHCA1Dの悪化が顕著であることから保健師、産業医との面談にࢸった。通院の必要性を認
識していたBさんは、上司に相談し、人事担当に両立支援の申し出をすることにした。産業医からも人事担当・
上司に対し、通院の必要性について説明がなされ、糖尿病に対する正しい理解と通院への配慮を求めた。上司
は職場での対応を検討するため、Bさんと一緒に勤務情報提供書を作成し、主治医の意見を求めることとした。
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（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

産業医の助言をもとに、Bさんと上司とで話し合った結果、今後の治療方針、車の運転を含む就業上の配慮
等について、勤務情報提供書を通じて主治医の意見を求めることとした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Bさんの治療に対する希望や、仕事の内容等を

確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
入院が望ましいが、本人の希望もあり、外来通院での服薬治療継続とし、通院や時間外労働について職場の

配慮を求める内容とした。また、使用している薬剤のޮ果や副作用について記載した。
出張や等問題はないが、時の食事内容やྔに注意することや、血糖コントロールが悪化した場合の

治療方法及び留意点を記載した。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Bさん、上司、産業医とで話し合った結果、現状では就業上の措置は不要とし、

通院のための休暇を取得できるよう業務調整を行った。また、保健師か産業医が本人に通院、治療状況を定期
的（１～３か月毎）に確認していくこととした。同僚に業務での負担や差別感が生じるようであれば、本人の同
意を得た上で必要な範囲に周知していくこととした。

（３）その他留意事項
通院の継続は労働者本人の意識が重要であるが、重症化や合ซ症の発症等を防ぐために、業務を༏先して通

院を中断しないよう、管理ಜ者が通院の必要性を理解し、配慮する必要がある。
また、糖尿病に対する偏見は支援の申し出を્害する要因となる可能性があるため、支援の申し出がしやす

い職場環境整備が重要である。
本人の健康状態や業務内容によっては就業上の措置（過度の残業禁止、業務上の車両運転の制限等）が必要と

なる場合もある。
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1

● ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・ೖӃのඞཁੑ௨ӃසなͲの今後の治療方針にͭいて
検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●ࣾ༻ंのར༻、出ுの༗ແ・සなͲ、ࣄのಛを確
認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●ࣾ༻ंのӡస、ෆ定期で॓ധをうࠃ内の
出ுあること、ෆنଇな勤務であること、時
間֎労働時間なͲ、ࣄのಛを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̎（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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1

● ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・ೖӃのඞཁੑ௨ӃසなͲの今後の治療方針にͭいて
検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●ࣾ༻ंのར༻、出ுの༗ແ・සなͲ、ࣄのಛを確
認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●ࣾ༻ंのӡస、ෆ定期で॓ധをうࠃ内の
出ுあること、ෆنଇな勤務であること、時
間֎労働時間なͲ、ࣄのಛを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̎（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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2

3

4

2

3

4●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医の࣭߲ࣄにରするճを確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・௨Ӄのための業務調を検討
・出ு時の配慮߲ࣄの確認
・ༀの෭࡞༻による状とͦのର応方法を確
認

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ඞཁとなる期間なͲをؚめて、
業者が見௨しをཱてすいようにͦの旨を明記ࣄ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

・ༀのޮՌ෭࡞༻にͭいて記載するࡍは、Θかりすい
のର応方法にͭいて記載༺࡞༿とし、෭ݴ

・今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස、配慮߲ࣄをؚめ
て記載

・࣬පにରするਖ਼しいཧղ、職に͓ける配慮のために
ඞཁな点を記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

事例̎（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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2

3

4

2

3

4●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医の࣭߲ࣄにରするճを確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・௨Ӄのための業務調を検討
・出ு時の配慮߲ࣄの確認
・ༀの෭࡞༻による状とͦのର応方法を確
認

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
●ೖӃのՄੑがある߹は、ඞཁとなる期間なͲをؚめて、
業者が見௨しをཱてすいようにͦの旨を明記ࣄ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・業務内容࡞業ڥにͭいて、配慮がඞཁな߲ࣄを具体
的に記載

・ༀのޮՌ෭࡞༻にͭいて記載するࡍは、Θかりすい
のର応方法にͭいて記載༺࡞༿とし、෭ݴ

・今後の治療方針にͭいて、௨Ӄස、配慮߲ࣄをؚめ
て記載

・࣬පにରするਖ਼しいཧղ、職に͓ける配慮のために
ඞཁな点を記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

事例̎（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの     ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとのし
߹い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨しなͲ、ब業্のા
ஔ配慮を行うためにඞཁなใをཧ

●ब業্のાஔとして、පଶに応じた期間をઃ
定し、配慮すき内容を記載

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

●労働者ຊਓに確認しながΒ、配慮する߲ࣄを
記載

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘、૯務୲がؾをける
き߲ࣄがあれ記載

●ಉ྅による協ྗがಘΒれるよう、労働者ຊ
ਓのಉ意をಘてඞཁなൣғにपする旨を明記

●ප状配慮߲ࣄにͭいてཹ意すき点があれ
記載

事例̎（ප）：྆     ཱ支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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事例３　インスリン治療中の１型糖尿病で、交替制勤務を継続しながら、治療と仕
事の両立を目指す事例

Cさん
治療の状況 企業の状況

病名 治療状況 企業規模 職種等 産業医等

４０歳代
男性

１型
糖尿病

薬物療法
（インスリン）

大企業
正社員

（製造業、

生産工程職）

専属
産業医

（１）事例の概要
ア　基本情報

Cさんは、従業員数が1000名超の製造業の企業に勤務する40歳代の男性である。工場内で製造ラインに
フォークリフトで部品を供給する業務に就いており、運転が主な業務である。

Cさんは１年前に、̓名の班で、１名の主任と３名ずつの２交ସ勤務で夜勤のある部署に異動した。仕事ぶ
りは熱心で周囲からも信頼されている。勤務先には、専属産業医が選任されている。

イ　両立支援を行うに至った経緯
Cさんは30歳代に１型糖尿病と診断され、インスリン治療を継続してきた。これまで意識消失などの重ಞな

低血糖の症状のطԟはなく、治療開始時に一時的にフォークリフトの運転業務を外れたことがあるが、血糖コ
ントロールが良好だったため産業医と相談の上、運転業務を再開した。その後も定期健診で大きな異常はなく
産業医の定期面談は行われていなかったが、異動直後の定期健診結果では、HCA1D、ਵ時血糖ともに受診勧
判定を超えていた。Cさんはインスリン治療中であったが、異動で交ସ制勤務となったことが影響し、血
糖管理が難しくなっていた。血糖コントロールが徐々に悪化していたが、現在の仕事を続けたい気持ちが強く、
上司や産業医に申し出ることはなかった。

ཌ年の定期健診結果では前年度より、HCA1D、ਵ時血糖ともにさらに悪化したため産業医面談となった。
産業医は、交ସ勤務を続けることは好ましくないと考え、Cさんに交ସ制勤務や運転業務を外れる提案をした
が、Ｃさんは現在の業務を継続したいと強くૌえたため、ۃ力制限を避ける方向で、主治医と相談することと
なった。

195194企業・医療機関連携マニュアル

連携マニュアル（青）.indb   194 2021/03/09   10:14:48



（２）様式例の記載例
ア　勤務情報提供書　【労働者・事業者において作成】

Cさんと産業医、上司とで今後の働き方について話し合った結果、主治医の意見を求めた上で、交ସ制勤務
でのフォークリフトの運転を続けながら治療と両立が可能かどうかを検討することとした。特に、交ସ勤務を
一時的にでも外した方がよいか、交ସ勤務を続ける場合は、食事や血糖ଌ定、インスリン注射のタイミングや
フォークリフト運転業務での留意点、低血糖時やシックデイ（体調不良時）の症状や対応方法について確認する
こととにした。

イ　主治医意見書　【医師において作成】
主治医は、勤務情報提供書に記載されている内容を踏まえ、Cさんの勤務に対する希望や、仕事の内容、勤

務時間・シフト表を確認した上で、勤務情報提供書に記載された質問内容を中心に、主治医意見書を作成した。
交ସ勤務の継続や運転業務は可能であるが、業務中の血糖の変化を確認するために、C(M（持続型血糖ଌ定）

を用いる旨を記載した。また、シックデイや低血糖時の状態とその対応方法について記載した。血糖ଌ定、イ
ンスリン注射のタイミングや食事については本人に指導しているため、本人に確認してもらいたいことを記載
し、運転前の血糖確認と、低血糖時の補食・再ଌ定が必要であることも明記した。

血糖ଌ定、インスリン注射を行うための時間と場所の配慮や通勤への配慮を求めた。

ウ　両立支援プラン　【事業者において作成】
主治医意見書を踏まえ、再度Cさんと産業医、上司とで話し合った結果、主治医の意見を勘案し、交ସ勤務

とフォークリフト運転を継続することとした。低血糖発作時、シックデイの対応を共有し、低血糖に備えて作
業中も補食を常備していくことにした。

職場では、運転業務を安全に行うため、作業前の血糖確認と低血糖時の対応等の条件を設定した。また、交
ସ勤務時は上司が不在となるため、同僚等がCさんの状況を理解し対処していけるよう、上司が産業医の説明
を聞き、それをもとに同僚等に説明していくこととした。

（３）その他留意事項
糖尿病については、勤務情報を伝えて、適切な治療・指導につなげることが重要であり、病状や低血糖発作

時の対応等、必要な範囲で職場関係者と共有することも重要である。
糖尿病は、冷や、手のえ、動ዲなどの症状なく低血糖発作を起こす無自覚性低血糖の状態になることが

ある。低血糖がフォークリフトの運転など就業においてリスクとなる場合には、C(Mを行うことによって、
自分の血糖の変動の傾向を知ることができ、事前に補食などをすることにより低血糖を防ぐことができる。し
かし、糖尿病性膜症の進行に伴う視野欠損や無自覚性低血糖がある場合は、運転制限が必要になることがあ
る。

通常勤務から交ସ勤務になる等、勤務ܗ態が変わる際は、生活リζムの変化により血糖のコントロールが悪
くなる場合があるため、予め産業医等に相談することが望ましい。
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8

● ཧな߁業医がબされているかͲうか、職での݈࢈
ͲのࢧԉがՄな体੍があるかͲうかを確認

●特にҙݟをٻΊΒれているにͭいて確認
・ब業内容がաに੍ݶされないように配慮した্で、ප
状ѱԽ・ൃ࠶ࢭのために、職に͓いてඞཁとߟえΒ
れる配慮意߲ࣄを検討

・労働者の意確認しながΒ、ަସ勤務がՄかͲうか、
ަସ勤務のࡍの৯ࣄ、݂ଌ定、インεϦン射のタイ
ミングにͭいて検討

●署名࿙れがないか確認
●記載内容を踏まえながΒ、労働者にͦのଞཁෆ҆の
༗ແにͭいて確認

●࣬පのӨڹにཹ意し、Ͳのような࡞業内容࡞業ෛՙ
のࣄにैࣄする予定であるのかを確認

●ަସ੍勤務でのϑΥʔΫϦϑτのӡస業務があることな
Ͳ、ࣄのಛを確認

●௨Ӄのεέδϡʔルをצ案して、༗څ休Ջのར༻でର応
ՄかͲうか、労働者と確認

●治療とࣄのཱ྆のためにར༻Մなࣾ内の
੍を明記

（時間୯Ґ༗څ休Ջ、ইප休Ջ・පؾ休Ջ、時ࠩ
出勤੍、短時間勤務੍、ࡏ勤務（ςϨϫʔ
Ϋ）、ࢼし出勤੍なͲ）

●現ࡏの業務内容がܧଓՄかͲうか確認する
ために、具体的にࣄの内容を記載

●ަସ੍勤務でのϑΥʔΫϦϑτのӡస業務が
あることなͲ、ࣄのಛを記載

●ใのఏ׆・ڙ༻的の明記がඞཁ

●労働者ຊਓが記載߲ࣄにᴥᴪがないかをࣄ業
者に確認した্で署名

●主治医かΒのい߹Θͤにର応できるよう、
୲者、連絡ઌを明記

●௨Ӄ体調ཧのためにར༻Մな༗څ休Ջ
に関するใを記載

●ඞཁに応じて༗څ休Ջの৽ن༩のタイミン
グ༩、୯Ґ（̍、、時間୯Ґ）
を記載

●労働者ຊਓとし߹い、ࣄ業者労働者が
Μでいること、主治医に૬談したいこと、特
に主治医のҙ͕ݟ΄͠いにͭいて۩ମతに໌
記

▲ ▲ҩྍؔػが֬ೝする際のポイント ࿑ಇ者ɾ事業者が作成する際のポイント

事例̏（ප）：ۈใΛओ࣏ҩʹఏ͢ڙ     Δࡍの༷ࣜ例（ۈใఏڙॻ）の記載例
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●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
業医がબされている߹は、ใをਖ਼確にえるため࢈●
にඞཁに応じて専༻ޠ༻するɻ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・勤務時間休ܜ時間、݂ଌ定なͲの配慮がඞཁな߲ࣄ
を具体的に記載

・状にͭいて記載するࡍは、ର応とཹ意点をؚめて記載
・ӡస業務を行う߹のཹ意点にͭいて記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・݂の状出現時のର応方法なͲを確認
調がඞཁڥཧ্、時間ॴなͲ߁݈・
となる߲ࣄの確認と、ର応の検討

・ӡస業務での配慮すき内容の確認とର応の
検討

・࣬පのಛによるཹ意点の確認

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

事例̏（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの    ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント

199198企業・医療機関連携マニュアル

連携マニュアル（青）.indb   198 2021/03/09   10:14:49



●ાஔ期間は、状治療ܦաを踏まえ、্記のब業্の
ાஔ配慮߲ࣄが༗ޮであるとߟえΒれる期間を記載

●ાஔ期間は、ࣄ業者にとͬて、࣍に主治医に意見をٻめ
る時期の҆になる

業医Ҏ֎のඇ医療職Ӿཡすることが定されるた࢈●
め、Մなݶり専༻ޠをආけ、ฏқなݴ༿で記載

●֎見かΒΘかりͮΒい状は具体的に記載

●௨Ӄの配慮がಘΒれるよう、௨Ӄසを具体的に記載
業医がબされている߹は、ใをਖ਼確にえるため࢈●
にඞཁに応じて専༻ޠ༻するɻ

●勤務ใఏڙ書に記載されていた働き方にͭいて、現ࡏの
労働者の状況治療の予定を踏まえ、ब業ܧଓがՄかͲ
うか意見を記載

●勤務情報提供書「その他特記事項」に記載されていた質
問事項に対する回答を記載
・配慮ब業্のાஔを記載するࡍは、҆શ配慮ٛ務্、
ର応がඞਢののか、ඞਢではないがましいのであ
るかがࣝผできるように記載

・勤務時間休ܜ時間、݂ଌ定なͲの配慮がඞཁな߲ࣄ
を具体的に記載

・状にͭいて記載するࡍは、ର応とཹ意点をؚめて記載
・ӡస業務を行う߹のཹ意点にͭいて記載

●労働者ຊਓが主治医意見書の内容をཧղ・Ѳできるよ
う、労働者にରして内容をきͪΜとઆ明することがॏཁ

とすߟࢀԉ内容のࢧԉがඞཁな期間ࢧཱ྆●
るため、状の見௨し現ஈ֊で定されてい
る治療の予定を確認

●勤務ใఏڙ書に記載した働き方によͬてब
業ܧଓがՄかͲうか、主治医の意見を確認

●主治医への質問事項に対する回答を確認
・記載߲ࣄのうͪ、ର応ඞਢののかͲうかを
確認

・݂の状出現時のର応方法なͲを確認
調がඞཁڥཧ্、時間ॴなͲ߁݈・
となる߲ࣄの確認と、ର応の検討

・ӡస業務での配慮すき内容の確認とର応の
検討

・࣬පのಛによるཹ意点の確認

●主治医意見書の内容にͭいて、労働者ຊਓの
ཧղ・ಉ意がಘΒれていることを、署名ཝを׆
༻するなͲして確認

●Ψイυϥインでࣔされたใの取ѻいにଇり
ใを取りѻう

●ાஔ期間後はඞཁに応じてϓϥンの見し
主治医の意見の確認を行うことを定

事例̏（ප）：職場復帰のՄ൱ʹ͍ͭͯओ࣏ҩの    ҙ見ΛٻΊΔࡍの༷ࣜ例（ओ࣏ҩҙ見ॻ）の記載例

▲ ▲ҩྍؔػが作成する際のポイント 事業者が֬ೝする際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨し、݂ଌ定なͲ、
ब業্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใを
ཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●ϑΥʔΫϦϑτӡస࡞業のܧଓج४を記載
●݂状況の確認と状況に߹Θͤたର応を記
載

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

の調がඞཁな߹には、ඞཁな配ڥ業࡞●
慮߲ࣄを記載

時のର応にͭいて、ಉ྅にઆ明すࡏෆ্࢘●
る߹のର応を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

事例̏（ප）：྆       ཱ支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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●関係者による協議・確認を終えた内容である
ことが分かるよう、署名

●主治医の意見をצ案し、労働者ຊਓとの߹
い踏まえ、ཱ྆ࢧԉϓϥンを࡞

●治療の予定状の見௨し、݂ଌ定なͲ、
ब業্のાஔ配慮を行うためにඞཁなใを
ཧ

●ब業্のાஔとして、配慮すき内容と期間
をઃ定

●ϑΥʔΫϦϑτӡస࡞業のܧଓج४を記載
●݂状況の確認と状況に߹Θͤたର応を記
載

●௨Ӄසߟࢀใとして明記

の調がඞཁな߹には、ඞཁな配ڥ業࡞●
慮߲ࣄを記載

時のର応にͭいて、ಉ྅にઆ明すࡏෆ্࢘●
る߹のର応を明記

●ϓϥンの見し面談の実施時期を記載
●労働者ຊਓ্࢘がؾをけるき߲ࣄが
あれ記載

事例̏（ප）：྆       ཱ支援プランの記載例

▲事業者が作成する際のポイント
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